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本館棟　立面図（1） 改修後

本館棟　立面図（2） 改修前

本館棟　屋根伏図　改修前

本館棟　屋根伏図　改修後

本館棟　立面図（2） 改修後

本館棟　立面図（1） 改修前

本館棟　断面図（1）　改修前

本館棟　断面図（2）　改修前

本館棟　断面図（1）　改修後

本館棟　矩計図（1）　改修前

本館棟　矩計図（1）　改修後

本館棟　断面図（2）　改修後

本館棟　矩計図（2）　改修前

本館棟　矩計図（2）　改修後

本館棟　談話ホール　展開図　改修前

本館棟　談話ホール　展開図　改修後

本館棟　談話ホール　暖炉詳細図　改修前

本館棟　談話ホール　暖炉詳細図　改修後

本館棟　1階便所(男女)　平面詳細図・展開図　改修前

本館棟　1階便所(男女)　平面詳細図・展開図　改修後

本館棟　談話ホール　平面詳細図　改修前・改修後

本館棟　機械室　平面詳細図　改修前・改修後

本館棟　機械室　煙突詳細図・展開図　改修前

本館棟　1階平面図　改修後

本館棟　2階平面図　改修前

本館棟　2階平面図　改修後

本館棟　1階平面図　改修前
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-

-

-

1／50

1／50

1／50

1／50

1／100

1／100

1／50

1／50

1／100

1／100

1／100

1／100

1／100

1／100

-

-

-

本館棟　各部詳細図（2)

本館棟　各部詳細図（3)

本館棟　2階便所(男子)　平面詳細図・展開図　改修前

本館棟　2階便所(男子)　平面詳細図・展開図　改修後

本館棟　2階便所(女子)　平面詳細図・展開図　改修前

本館棟　2階便所(女子)　平面詳細図・展開図　改修後

本館棟　1階天井伏図　改修前

本館棟　1階天井伏図　改修後

本館棟　2階天井伏図　改修前

本館棟　2階天井伏図　改修後

本館棟　2階廊下　展開図　改修前

本館棟　2階廊下　展開図　改修後

本館棟　1階建具キープラン図　改修前

本館棟　1階建具キープラン図　改修後

本館棟　2階建具キープラン図　改修前

本館棟　各部詳細図（1)

本館棟　各部詳細図（4)
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本館棟　建具表（1)　改修後
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本館棟　仮設計画図（外部）（ステップ－２）
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館 ＲＣ造 ２階  774.490 1002.740

工事名称  5　電気保安技術者 [1.3.3] 18　電子納品 1 本工事は、電子納品の対象工事である。

　自家用電気工作物　　　一般電気工作物 電子納品は、「千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン【営繕工事編】

特記仕様書 ただし、自家用電気工作物の場合は[1.3.3(1)～(3)]の他、次によるものとする。 令和4年1月」（以下、「ガイドライン」という。）に基づいて行う。

工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第3条に定める 2 工事完成検査時には、（公財）千葉県建設技術センター（以下、センターという。）

Ⅰ　工事概要 工事管理者（　　　　　　）の任命する監督職員の指示に従い保安業務を行う。 　から発行される「千葉県電子媒体（副本）納品事前受付書」を、携行すること。

3 工事完成検査後は、速やかに電子媒体１部と「千葉県電子媒体（副本）納品事前

1 工事場所  6　工事用電力設備の [1.3.4] 受付書」をセンターに送付すること。また、その後、センターから発行される「千葉

保安責任者 工事用電力設備の保安責任者は、使用区域を変更しようとする場合は、千葉県自家用 県電子媒体（副本）受領書」を監督職員に提出すること。

2 改修建物概要 電気工作物保安規程第26条第3項の規定による「自家用電気工作物使用区域変更届出書」 なお、電子成果品は工事請負契約書第45条の対象とし、電子データに不備が確認さ

の作成に必要な資料を提出すること。 れた場合、受注者は修正作業を行わなければならない。

建築面積 延べ面積 4 「ガイドライン」の解釈に疑義がある場合は、監督職員と協議の上で決定すること。建 物 名 称 構　造 階　数 備　考(㎡) (㎡)  7　条件明示項目 [1.3.5]

19　施工図等の取扱 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

　適用する　工事着手期限　（令和　年　月　日）、工期の終期日（令和　年　月　日）

留意事項（千葉県建設工事フレックス工期契約制度実施要領第5条） 20　県内生産品 受注者は「県内生産品使用状況調査票」を作成し工事完了時に監督職員に提出すると

　(1) 受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後7日以内に ともに、完成検査後に以下の技術管理課メールアドレスに電子データで提出しなけれ

　　工事着手日通知書を発注者に届け出なければならない。 ばならない。

　(2) 契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法第26条に基づく メール送付先：kensanhin@mz.pref.chiba.lg.jp

　　主任技術者又は監理技術者の設置を要しない。 なお、監督職員への提出にあたっては、この特記仕様書の完成図等に含むものとし、

3 工事種目   ( ● 印の付いた種目) 　(3) 契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書第11条 ｢千葉県営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン」【営繕工事編】に基づき、その

　大規模改修 　構造改修 　その他 　　に基づく現場代理人の設置を要しない。 他フォルダに保存し、電子成果として提出することとする。

　(4) 工事着手日までの間は、工事の施工（現場事務所等の設置、

4 工事内容　 ( ● 印の付いた種目) 　　資機材等の発注及び工場製作等を含む）を行ってはならない。 21　施設点検 本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、２年以内（原則として１年目）

(1) 大規模改修 　(5) 前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない。 に施設点検（不具合の有無を確認し、その処理について協議）を行うので、施設改修

外　部 　(6) 工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者及び 課から依頼があり次第、施設点検に立ち会い協力するものとする。

　外壁改修 　金属製建具一部取り替え 　　現場代理人の従事期間は、工事着手日をもって登録するものとする。

　ガラス取り替え 　サッシ廻りシーリング打ち替え 　ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ取り替え 　　（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。） 22　埋設配管・配線 あと施工アンカー工事

　屋上手摺取り替え 　竪樋取り替え 　ガラスシール替え 　適用しない 及び鉄筋調査

工事を施工しない日・時間帯 コア抜き、はつり工事等

内　部 ※既存資料調査

　天井張り替え 　内壁塗り（貼り）替え 　巾木塗り（貼り）替え 　探査機（電磁波レーダー法又は電磁誘導法）による探査

　床張り替え 　便所改修 　障害者便所設置 配管　配線等の位置の墨出しを行う。

　便所地下ピット設置 　土間配管（配線）ピット設置 範囲　　※図示　　　　

　木製建具取り替え 　黒板張り替え 　掲示板張り替え 　放射線透過試験

　教壇取り替え 　ロッカー取り替え　 労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定

めるところによるほか、次による。

部分使用 (1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明す

(2) 構造改修 　有り　　　　　　無し る資料を監督職員に提出する。

　構造壁設置 （鉄骨ブレース壁 箇所、RC造 箇所、 令和  年  月  日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。 (2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射機

　柱設置 （RC造 箇所、S柱 箇所、 部分使用箇所 より離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

　柱補強 （鉄板巻き 箇所、RC増打 箇所、 (3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

　その他 （RC袖壁 箇所、RC床 箇所、基礎補強 (4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

(5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

撮影枚数　　　枚　　

(3) その他 フィルムサイズ

コンクリート厚さ　　　　cm

23　設備工事との 設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

Ⅱ　建築改修工事仕様 取合い 施工範囲は別記－２ （工事区分表） による。

1 共通仕様

(1) 図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、 24　設計ＧＬ ※図示　　　　　設計ＧＬ＝現状ＧＬ

　公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）（以下、「改修標準仕様書」という。） 25　安全対策

　公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）（以下、「標準仕様書」という。）

　建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

(2) 電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記

仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様書は　　　　　　　図、機械設備工事の特記仕様書は　　　　　　　図による。

2 特記仕様

(1) 項目は、番号に●印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、●印の付いたものを適用する。（※及び〇は適用しない。）〇

(3) 特記事項に記載の [　　] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

  また、（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

(4) Ｇ 印は｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）｣に基づく、

　　　　「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和4年2月25日変更閣議決定）」に定める特定調達物品における

　判断の基準（特定調達品目「公共工事」においては表１中の品目ごとの判断の基準）を満たすものを示す。

(5) 構造改修については、別記構造特記仕様による。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1

各
章
共
通
事
項

 1　適用基準等 1　適用基準等 　建築工事標準詳細図　（令和4年）

　建築工事安全施工技術指針　（平成27年）

　建設工事公衆災害防止対策要綱　（令和元年）

　千葉県福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル　（平成28年）

　公共建築木造工事標準仕様書　（令和4年）

　デジタル工事写真の小黒板情報電子化について　（国営整第221号　平成29年3月1日）

　施設整備・管理のための天然ガス対策ガイドブック（平成19年3月）

 2　工事実績情報の [1.1.4]

登録 最終請負代金（消費税込）が500万円以上となる場合には、工事実績情報システム

(CORINS)に基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員

の確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の

手続きにより登録すると共に、登録内容確認書の写しを提出する。

(1) 工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内　　　　　　　　　　　　

(2) 登録内容の変更時　　　変更契約締結後10日以内

(3) 工事完成時　　　　　　工事完成後10日以内

 3　発生材の処理等 [1.3.12]

発生材の処理等は、別記－１「建設副産物の処理」による。

 4　適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　風圧力

風速（Vo＝　　 m/s）

　地表面粗度区分（　　Ⅰ　　Ⅱ　　Ⅲ　　Ⅳ　）

　積雪荷重

27　過積載による 工事の施工にあたっては、次の事項を厳守すること。

違法運行の防止 (1) 積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

(2) さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

(3) 過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引渡しを受けるなど、

　　過積載を助長するすることのないようにすること。

(4) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車

　　等を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状況を解消する措置を講じるこ

　　と。

28　工事現場管理 受注者は、工事の施工にあたっては、不法　違反無線局（不法パーソナル無線）を設

置したトラック、ダンプカー等を工事現場に立ち入らせないこと。

29　環境対策 受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と円滑な工事施工を図る

こと。

(1) 受注者は、施工計画書“環境対策”内に、下記の項目について記載するものとする。

　大気汚染対策 ※騒音、振動対策 　水質汚濁対策

　地盤沈下対策 　防塵対策 　一般廃棄物対策 　交通障害対策

　その他

(2) 建設機械は、排ガス対策車及び低騒音型を使用すること。

(3) 特定粉じん排出等作業（法定外建築物　作業を含む）は、「建築物の解体等に係る

　石綿飛散防止対策マニュアル」に基づき施工する。

(4) 本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

(5) 受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等

　を対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督員の指示により協力しなければならな

　い。

(6) 国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号）に基づく

　　環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱

　　包及び容器は可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄物の負荷低減に配

　　慮されていること。」）に留意すること。

30　創意工夫等 受注者は、工事施工において、自ら立案した創意工夫や技術力に関する項目、又は地

域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了までに所定の

様式により提出することができる。

26　保険等 1 本工事の完成引渡しまで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の

　保険に付すること。

2 「建設業退職金共済制度」に基づく「建設業退職金共済証紙購入状況報告書」は工事

　契約締結後、１か月以内に提出すること。

3 法定外の労災保険に加入し、工事着手までに保険証券の写し又はこれに代わるものを

　提出すること。

すること。

2 発注者で組織する安全対策委員会が行う安全審査、施工条件検討、安全点検等に協力

1 受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全かつ円滑に実施することが

　必要な場合は、「工事関係者連絡会議」を設置すること。

フレックス工期契約制度

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

　　を付けたものを適用する。●

●

●

●

● ●

● ●

● ● ● ●

● ●

●

●

●

● ●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

３２

＿＿＿＿＿ ＿＿ ＿＿

＿＿＿＿＿ ＿＿ ＿＿

＿＿＿＿＿ ＿＿ ＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

12　石綿含有建材の [1.5.1]

調査 調査

　※石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、あらかじめ関係法令に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

　　貸与資料

分析による石綿含有建材の調査

　　分析対象

　　　アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト、

　　　トレモライト

　分析方法
定性分析方法 定量分析方法

(JIS A 1481-1)または (JIS A 1481-3)、(JIS A 1481-4)材料名

(JIS A 1481-2) または(JIS A 1481-5)

　　　（箇所） 　　　（箇所）

　　　（箇所） 　　　（箇所）

　　　（箇所） 　　　（箇所） 

   

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

　採取箇所

図示による

13　技能士 [1.7.2]
適用工事種別 技能検定の職種

防水改修工事 　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業 　ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

　ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業 　合成ゴム系ｼｰﾄ防水工事作業

　塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業 　ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

　ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業 　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

　ＦＲＰ防水工事作業 　左官作業 　内外装板金作業

外壁改修工事 　左官作業 　タイル張り作業 　建築塗装作業

建具改修工事 　ビル用サッシ工事作業 　ガラス工事作業

内装改修工事 　自動ドア施工作業

　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 　ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

　ボード仕上げ工事作業 　鋼製下地工事作業

　塗装作業 　大工工事作業 　タイル張り作業

塗装改修工事 　建築塗装作業

耐震改修工事 　鉄筋組立作業 　型枠工事作業 　とび作業

ブロック工事 　コンクリートブロック工事作業

ＡＬＣ工事 　ＡＬＣパネル工事作業

石工事 　石張り作業

植栽工事 　造園工事作業

[1.7.9]

14　化学物質の濃度 施工完了時及び部分使用引渡しに先立ち、室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測

測定 定し、監督職員に報告すること。

測定対象物質は、次による。

　学校施設　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、

　　　　　　　エチルベンゼン、スチレン

　庁舎、住宅等　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　　　　　　　　　スチレン

着工前の測定　　　行う　　　　　　行わない

測定対象室　　　　仕上表による　　図示　　　　  

測定箇所数　　　　仕上表による　　図示　　　　 

測定時間　　　　※24時間　　　 

　(「官庁営繕部におけるホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する

 　措置について」（平成24年4月5日　国営整第4号）、「官庁営繕部における平成

　 １５年度からのホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する措置

　 について」参照）

測定はパッシブ型採取機器により行う。

その他、濃度測定方法等については、監督職員の指示による。

15　中間検査 [1.8.2]

　中間検査を実施する　（回数：　　回）

実施時期：　　　

中間検査の範囲　

　本工事が低入札価格調査制度調査対象工事（以下、「調査対象工事」という）に該当

した場合は、千葉県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則

（中間検査実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間

検査を実施する。

(1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として

２ヶ月に１回、及び主要工種を考慮して施工上の変化点等で行うが、実施時期は

監督職員が指定する。なお、検査日及び検査監氏名は別途通知する。

(2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を

行うが、給付の対象とはしない。

16　完成時の [1.9.1～3][表1.9.1]

提出図書等

17　ＣＡＤデータ 設計図ＣＡＤデータ　※貸与する　　　　貸与しない

貸与するＣＡＤデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用しては

ならない。

●

●

●

● ●

11　ワンデーレス 本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

ポンス 「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は基本的に「その日

のうち(２４時間以内)」に回答するよう対応することである。

ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、

回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

(1) 受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しな

がら施工すること。

(2) 受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を

比較照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明すると共に速やかに文

書にて監督職員へ報告すること。

　　敷地内　　　　敷地外（　　無償　　　有償）

●

●

資材置場及び駐車場所

１

（アスベスト調査報告書）

●●

●

（１階：男子便所　２階：男子便所）

（合計：２箇所　　　　　　　　　）

●

●

●

（管理居室・風呂）

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

●

●

（足場設置範囲を重点的に行うこととする）

●

●

●

●

● ●

● ● ●

●

　屋上防水改修(屋根) ● ●

　営繕工事写真撮影要領　（令和5年）

平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表

●

●

10　材料の試験

コンクリートの圧縮試験及び鉄筋の引張り試験については、（公財）千葉県建設技術

センター等の試験機関で実施すること。

●

[1.4.5]

建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

次の(1)から(4)を満たすものとする。

(1) 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しな

い又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放

散量」の区分に応じた材料を使用する。

(2) 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

料を使用する。

(3) 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

(4) (1) の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

材料を使用したものとする。

 9　材料の品質等

1 本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質

及び性能を有するものとする。

2 備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

3 標準仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、

材料製造所の指定する工法とする。

4 本工事に使用する材料のうち、5 に指定する材料の製造業者等は、次の(1)から(6)

すべての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質

及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略する

ことができる。

(1) 品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

(2) 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

(3) 安定的な供給が可能であること。 

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

(6) 販売、保守等の営業体制を整えていること。 

5 製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、

　乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、錠前類、

　クローザ類、自動ドア機構、自閉式上吊り引戸機構、重量シャッター、

　軽量シャッター、オーバーヘッドドア、防水材、現場発泡断熱材、

　フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、天井点検口、

　床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップライト、

　ポリマーセメントモルタル、鋳鉄製ふた

●

（二十七）

足場解体前

＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿ ＿

＿

＿

工事完成時の提出図書等は以下のものとする。
提出図書等 仕様 部数

　図面（A1版）折りたたみ製本
※完成図面 サイズ

※ 1 部
※工事関係図書 　　本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

　   部

 　　キャビネ判 　 1 部
　完成写真 撮影箇所

　　箇所 　   部

　   部

※電子成果品  　　電子納品による
　   部

※完成写真の撮影者は、監督員が承諾した撮影者とする。

　　版

　A4 版

　図面（  版）見開き製本

● ●
●

● ● ●

●
●

● ● ●
●

● ●

●
●

●

●

A3 A4

※ 2 部

　 1 部

　 6箇所

※ 3 部

※ 1 部

※保証書

建築改修工事特記仕様書（構造）第5章による。

2024.12.26  

[1.4.2]
[1.4.1]

●　アスベストについて、事前調査報告書有り。

　飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」に基づき、適切に作業を行う。

●

　大気汚染防止法により、解体作業に係る材料に関し、アスベスト含有の有無について

　事前調査、調査結果の掲示及び発注者への報告等が、一定規模以上の工事については

●

　石綿分析調査結果については、受注者に対して開示するものとする。

●　本館棟内の宿泊は令和７年８月中旬まで行い、令和７年８月中旬以降契約工期までの

　工事期間中、本館棟事務室等の管理諸室は、職員が安全に利用出来るよう、工事区画

　囲い等の仮設工事は協議の上施工可能とする。

　期間は本館棟内への宿泊は不可とするものとする。ただし宿泊可能期間であっても仮

　行う場合は作業結果の発注者への報告等義務付けられている。発注者が事前に実施した

　石綿事前調査結果報告システムへの報告が、事前調査の結果に基づき含有建材の除去を

　アスベスト含有建材の除去について、「建築物の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿

　等に配慮するものとする。

●　敷地内及び法令で定められている箇所は禁煙とする。

 8　環境への配慮●

　宿泊者が安全に利用出来るよう、工事区画等に配慮するものとする。

　工事期間中であっても、体育館棟での宿泊は引き続き行う。従って、本館棟の風呂は●

●

別途工事等あり（電気設備工事・機械設備工事・機器等物品の納入）

●31　補償 本工事において建物その他の工作物に損害等が生じた場合の補償については、習志野

市公共工事損失補償要領に基づき対応するものとする。
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●31　現況復旧

また、道路及び工事車両の搬入口等破損した場合、受注者負担で現況復旧を行うこと。

作業前後で道路状況を含め周囲の写真を撮ること。

●32　関係法令等の

を行い、工事完了までに、所定の様式により提出すること。

ほこり等）対策、工事中の消防計画の届出等関係法令に照らし必要と思われる手続き

受注者は工事に伴う道路占用許可、交通規制の一時解除の協議、環墳（騒音・振動

重機搬入ルートについて関係各課と事前に協議を行い、申請手続きを速やかに行うこと。

●33　検査協力 工事期間中又は工事竣工時以降に係らず、当該工事に関して習志野市における

工事監査や会計検査員による実施検査の対象となった場合は．受検の立会並びに

質問の回答について協力するものとする。

●34　中震以上の地震

遵守

への対応

1.工事中に地震があった場合の安全確保と対応等について、 現場員の周知、確認を徹底

　すること。

　発生後速やかに監督職員に連絡をして対応方法の指示を受けること。ただし、現場に

　おいて緊急対応しなければならない状況が発生した場合や別途明確な基準がある場合等

　はこの限りではない。なお引き続き作業を進めることとした場合は現場の安全点検を

　確実に実行した後に続行すること。

2.工事中に地震があった場合の地震後における作業の再開及び工程管理については、地震

3.その他、「翌志野市建設工事等緊急時対応マニュアル」による．
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 1　騒音　粉じん等の [2.1.3]

対策 　防音パネル　　　　　防音シート

　　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

　　　　図示　　　　

 2　足場その他 [2.2.1]

1 足場を設ける場合は､改修標準仕様書2.2.1（2）によるほか、設置等においては、

「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うとともに、「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する構造とすること。

2 棚足場については、計算により安全性を確認すること。

3 定置する足場及び作業構台の類は、別契約の関係受注者に無償で使用させる。

　内部足場　　　種別　　※脚立、足場板等　　　　

　外部足場　　　　設置する　　　　設置しない

防護シートによる養生　　※行う　　　行わない

ネット養生シート（※防炎Ⅰ類　　　　防炎Ⅱ類　　　　　　　　　　

[表2.2.1]

材料、撤去材料等の運搬方法

　Ａ種　　※Ｂ種　　　Ｃ種　　　Ｄ種　　　Ｅ種

　その他　（ダストシュート）

　　　　Ｃ種　利用可能なエレベーター

　　　　Ｄ種　利用可能な階段

 3　既存部分の養生 [2.3.1]

1 養生の方法等

　既存部分　　　　　　　　養生方法　※ビニールシート　合板等　　　

　既存家具、既存設備等　養生方法　　※ビニールシート等　　　　　　

　既存ブラインド、カーテン等

　　　　　　　　　養生方法　　　ビニールシート等　　　 

　　　　　　　　　保管場所等　　指定場所に保管、再取付け　　撤去、処分

備品、机、ロッカー等の移動　　　行わない  　行う（図示）

2 既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等

　を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

 4  仮設間仕切り [2.3.2][表2.3.1]

1 仮設間仕切り及び仮設扉の設置場所　　図示　　　　　

2 仮設間仕切りの種別と材質
種　別 下　地 仕上材（厚さ mm） 塗　装 充填材

　Ａ種 　木 　せっこうボード（※ 9.5　　　　 　片面 ※有り

　軽量鉄骨 　種類（　　　　　　　　　　　　 　なし

　Ｂ種 　合板（※ 9.0　　　　　　　　　

　材種（　　　　　　　　　　　　

※Ｃ種 　単管   防炎シート

充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上）

3 仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等
設　置　場　所材　質 仕上材（厚さ mm） 塗　装 充填材

※木扉 ※合板張り程度 ※無し ※図示　　　　か所 　有り

　鋼扉 　片面 　無し

充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上）
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 5  監督職員事務所 [2.4.1]

　既存建物内の一部を利用する　　　構内に設置する　　　設けない

監督職員事務所の規模

　１０㎡程度　　　２０㎡程度　　　３５㎡程度　　　ユニットハウス程度

 6　監督職員事務所の 　下記のものを常備する

備品等 机、椅子、書棚、ゴム長靴、保護帽子、消火器、打合せテーブル、検査用機器等

 7　工事用水 構内既存の施設　　※利用できない　　

　　　　　　　　　　利用できる　（　※有償　　無償　）

　　　　　　　　　　　有償、無償に関係なく子メーターを設置する

 8　工事用電力 構内既存の施設　　※利用できない　　　　利用できる　（　※有償　　無償　）

 9　仮囲い等 仮囲い　※成型鋼板　　　　　　Ｈ＝　　　ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ

　　　　　ガードフェンス　　　Ｈ＝１．８ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ

出入口　　シートゲート　　　　Ｈ＝　　　ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ　　　　　箇所

　　　　　キャスターゲート　　Ｈ＝１．８ｍ　　　Ｌ＝　　　ｍ　　　　　箇所

10　仮設道路 　砕石敷き　　（厚さ　　　mm　幅　　　　　mm）　　Ｌ＝　　　ｍ

　　　（砕石は、再生クラッシャラン Ｇ を使用）

11　交通誘導員 配置人数　　　人

配置場所　　図示

２.０ １２２

４．５ １

　鋼板敷　　（長さ６ｍ　幅１．５ｍ　厚さ２２mm　）　　　　　枚

８Ｒ７
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 1　施工数量調査 [1.6.2、3]

調査範囲　　　　　　　　図示　　　 

調査方法　　　　　　  　図示　　　　

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　図示　　　

調査報告書　提出部数　　２部　　　 

 2　降雨等に対する [3.1.3]

養生方法

（とい共）

 3　既存防水の処理 ［3.1.4］[3.2.3、4、6]

既存保護層の撤去　　行う（範囲　　図示　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　行わない

既存防水層の撤去　　行う（範囲　　図示　　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去　　行う（　M4AS　　M4ASI 　　M4C 　　M4DI　　L4X） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　行わない

 4　既存下地の処理 [3.2.6]

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　図示　　　

P0S工法及びP0SI工法（機械的固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

上り部等の処理　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　　 

設備機器架台、配管請部、パラペット、貫通パイプ回り、手すり、丸環の取付け部、塔屋

出入口部等の欠損部及び防水層端末部の納まり部の処理　　　図示　　　　

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。　　 
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 5　アスファルト防水 屋根保護防水（既存）　 [3.3.2～5][表3.3.3～10]

新設防水層の種別 
改修工法 新設種別 施工箇所 断熱材　Ｇ 絶縁用シート

　P2A 　A-1 ※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

※A-2 　厚さ0.15mm以上 

　A-3 又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

　P1B 　B-1 70g/㎡程度

※B-2

　P2AI 　AI-1 (種類) ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

※AI-2 ※JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚ 　70g/㎡程度 

　AI-3 　ﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)

　P1BI 　BI-1 (厚さ)(mm)

※BI-2

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 

  ※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　　　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　　　

立上り部の保護工法

　　乾式保護材（品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表による）

　　窯業系パネルⅠ類　（厚さ　　　（mm）　　幅　　　（mm））

　コンクリート押え

　　モルタル押え（屋内）

　　れんが押え　　（　※JIS R 1250　　　　　　　　　　

屋根露出防水（既存）

  新設防水層の種別 
高日射仕上塗料

改修 新設 施工
断熱材　Ｇ 反射率 備考

工法 種別 箇所 種類 使用量
防水 Ｇ

　M4C 　C-1 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用

※C-2 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する

　C-3 造所の仕様 造所の仕様

　C-4

　M3D 　D-1 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用 脱気装置 

　P0D ※D-2 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する 　設ける

造所の仕様 造所の仕様 　設けない

改修ﾄﾞﾚﾝ

　設ける

　設けない

　P0DI 　DI-1 改修特記仕様 　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ 　適用 脱気装置 

　M3DI ※DI-2 書3.3.2(9) ﾌｨﾝｸﾞ類の製 ﾌｨﾝｸﾞ類の製 　する 　設ける

　M4DI （種類） 造所の仕様 造所の仕様 　設けない

改修ﾄﾞﾚﾝ

（厚さ）(mm) 　設ける

　設けない

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

絶縁断熱工法の場合のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

※図示

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

種類　　　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定

設置数量　　※アスファルトルーフィング類の製造所の指定　　　　　　個

屋内防水 　

防水層の種別
改修工法 種　別 施　工　箇　所

　Ｐ１Ｅ 　Ｅ－１

　Ｐ２Ｅ 　Ｅ－２

　保護層　　設ける（※図示　　　　　　　）

　　　　　　設けない

　　Ｅ－１の工程３を行う部位

　　※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　　　　

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　　　

屋上排水溝　　図示　　　　

 6　改質アスファルト [3.4.2～4][表3.4.1～3]

シート防水 屋根露出防水（既存）

  新設防水層の種別 
高日射仕上塗料

改修 新設 施工
断熱材　Ｇ 反射率 備考

工法 種別 箇所 種類 使用量
防水 Ｇ

　MA4S 　AS-T1 　改質ｱｽﾌｧ ※改質ｱｽﾌｧ 　適用

　AS-T2 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する

　AS-J2 所の仕様 所の仕様

　M3AS 　AS-T3 　改質ｱｽﾌｧ ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 

　AS-T4 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける

　AS-J1 所の仕様 所の仕様 　設けない

改修ﾄﾞﾚﾝ

　設ける

　設けない

　POAS 　AS-T3 　改質ｱｽﾌｧ ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 

　AS-T4 ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける

　AS-J1 所の仕様 所の仕様 　設けない

　AS-J3 改修ﾄﾞﾚﾝ

　設ける

　設けない

　M3A 　ASI  改修特記仕様 　改質ｱｽﾌｧ ※改質ｱｽﾌｧ 　適用 脱気装置 

　 SI 　-T1  書3.4.2(3) ﾙﾄｼｰﾄの製造 ﾙﾄｼｰﾄの製造 　する 　設ける

　M4A 　ASI (ｳ) 所の仕様 所の仕様 　設けない

　 SI 　-J1 （種類） 改修ﾄﾞﾚﾝ

　POA 　設ける

　 SI （厚さ）(mm) 　設けない

防湿層

　設ける

　設けない

改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

　※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

  ※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

　※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

　　JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

用途による区分　　　

材料による区分　※Ｒ種

厚さ　（　　）mm以上

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

　※アルミニウム製　Ｌ-35×15×2.0mm程度　　　　 

絶縁工法及び絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量 　

種類　　　　※改質アスファルトシートの製造所の指定

設置数量　　※改質アスファルトシートの製造所の指定　　　　　　個

絶縁断熱工法の防湿用シート　　　設置する　　　設置しない

 7　合成高分子系 [3.5.2～4][表3.5.1～3]

ルーフィングシート   新設防水層の種別 
仕上塗料 高日射防水 改修 新設 施工

断熱材　Ｇ 反射率 備考
工法 種別 箇所 種類 使用量

防水 Ｇ

　POS 　S-F1 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 

　S4S ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける

仕様 仕様 　設けない

改修ﾄﾞﾚﾝ

　S-F2 　適用 　設ける

　する 　設けない

　S-M1 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用

ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する

仕様 仕様

　S-M2 　適用

　する

　S3S 　S-F1 　ﾌﾟﾚｷｬ 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 

ｽﾄｺﾝｸﾘ ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける

ｰﾄ下地 仕様 仕様 　設けない

　S-F2 　ﾌﾟﾚｷｬ 　適用

ｽﾄｺﾝｸﾘ 　する

ｰﾄ下地

　M4S 　S-M1 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 

ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける

仕様 仕様 　設けない

　S-M2 　適用

　する

　P0SI 　SI-F1 　ﾌﾟﾚｷｬ 改修特記仕様 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用 脱気装置 

　S3SI ｽﾄｺﾝｸﾘ 書3.5.2(3) ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する 　設ける

　S4SI ｰﾄ下地 (ｴ)(b) 仕様 仕様 　設けない

　M4SI （種類） 改修ﾄﾞﾚﾝ

　SI-F2 　ﾌﾟﾚｷｬ 　適用 　設ける

ｽﾄｺﾝｸﾘ （厚さ）(mm) 　する 　設けない

ｰﾄ下地 　25　　50

　SI-M1 改修特記仕様 　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ ※ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ 　適用

書3.5.2(3) ｼｰﾄ製造所の ｼｰﾄ製造所の 　する

(ｴ)(a) 仕様 仕様

（種類）

　SI-M2 　適用

（厚さ）(mm) 　する

　25　　50

S-F1、S-M1、S-F2、S-M2の仕様　　※非歩行仕様　　　軽歩行仕様

SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム　　　設置する　　　設置しない

屋内防水

防水層の種別
保　護　層

改修工法 種別 施工箇所 平場の保護 立上り部の保護

モルタル塗厚(mm) モルタル塗厚

　PIS 　S-C1 ※7mm以下

平場の保護モルタル床塗りにおける床の目地の目地割り及び種類

　　目地割　　　　※2㎡程度、最大目地間隔3ｍ程度　　　　

　　目地の種類　　※押し目地　　　　

合成高分子系ルーフィングシートの種類及び厚さ 

　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

　　JIS A 6008に基づく種類及び厚さ

　　種類（　　　　　　）　　厚さ（　　）mm　

絶縁用シートの材質　　※発泡ポリエチレンシート　　　　 

固定金具の材質、形状及び寸法

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面若しくは

　　両面に樹脂を積層加工したもの

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量　　

種類　　　　※ルーフィングシート製造所の指定による

設置数量　　※ルーフィングシート製造所の指定による　　　　　　個

接着工法の場合のプレキャストコンクリート部材下地の目地処理

　　行う（　　図示　　　　　　　　　　　　　　　行わない

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別 S-F1、SI-F1の場合）

　　行う（　　図示　　　　　　　　　　　　　　　行わない

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 

　1-4 適用区分による風圧力の（　1　 　1.15　　1.3 ）倍の風圧力に対応した工法 

立上り部の押え金物の材質、形状及び寸法

Ｒ８１ ２配置期間　　年　月　日～　　年　月　　日

〇

〇

●35　週休２日対象 本工事は、習志野市週休２日制適用工事試行要領（営繕工事）の対象工事とする。 

「習志野市週休２日制適用工事試行要領（営繕工事）」については、現場着手日から現場完

成日までの期間において、４週８休以上の現場閉所を実施すること。なお、４週８休以上と

は対象期間内の現場閉所の日数の割合が２８．５％以上の水準に達する状態をいう。現場閉

所率の算出において、現場閉所の日数には降雨、降雪等による予定外の閉所日についても、

営繕工現場閉所の日数に含めるものとする。

現場閉所の確認方法等の詳細事項については「習志野市週休２日制適用工事試行要領（営繕

工事）」によるものとする。

●

仕上材のみ）

１０　　　　　カラーコーン及びコーンバー　　　Ｈ＝０．７ｍ　　　Ｌ＝　　　本
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　　　外壁タイル接着剤 JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

11　とい [3.8.2、3][表3.8.1] 標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

といその他の材種 見本焼き

　　配管用鋼管　　　　硬質ポリ塩化ビニル管　　　　ルーフドレン 　　行う（施工箇所：　　　　　　）　　　行わない

　　表面処理鋼板（表面及び裏面の塗膜の種類　　　　　　　　　　　　 試験張り

ルーフドレンの種別及び呼び 　　行う（範囲、使用は図示による）　　　行わない
種別 呼び 施工箇所

　ろく屋根用たて形Ⅰ型 ※ねじ込み式 　80　　100 　125 　150  3　ひび割れ部改修 [4.1.4][4.4.5、6]
　ろく屋根用横形Ⅰ型 ※ねじ込み式 　80　　100 　125 　150 工法 改修箇所　※既存タイル張り面
　バルコニー中継用 ※ねじ込み式 　50　　80　　100           　既存タイル撤去面（　　コンクリート面　　モルタル面　）

　差し込み式 　50　　75　　100

　バルコニー用 ※ねじ込み式 　50　　80　　100 　 樹脂注入工法
注入口間隔(mm)工法の種類　差し込み式 　50　　75　　100 ひび割れ幅(mm) 注入量（ml/m）

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　とい受金物の材種、形状及び取付け間隔　　※改修標準仕様書表3.8.2による 　　　
　樹脂注入工法足金物の材種、形状及び取付け間隔　　　　※改修標準仕様書表3.8.2による 　　　
　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　　 　40  　　　多雪地域の場合の軒どいの取付け間隔　　　※0.5mm 以下
　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　防露材のホルムアルデヒド放散量　　　　※Ｆ☆☆☆☆
　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.5以上～1.0 以下 　150～250　　 　130 　　　既存のといその他の撤去、降雨等に対する養生方法　　※図示　　　 
　注入工法鋼管製といの防露巻き　　※改修標準仕様書表3.8.4による 　　 

たてどい受金物の取付け　※図示　　　

ルーフドレンの取付け　　※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填 　 注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

12　アルミニウム製 [3.9.2、3][表3.9.1]   　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

笠木 種類　　オープン形式（　押出250形 　　押出300形 　　押出350形　） 　　

　    　板材折曲げ形（ 　オープン形式　　シール形式　）  4　欠損部改修工法 [4.1.4][4.4.5、7、8]

　　　　　　本体幅（　　　）mm　　板厚（※2.0mm 　　　　　mm　） 　タイル部分張替え工法

　　接着剤の種類 　

表面処理　種別（　　　）種　 　　　ポリマーセメントモルタル 　

          色合　　標準色（　　　　　　　　　　

          　　　　特注色（　　　　　　　　　　

既存笠木等の撤去　　行う（範囲　　図示　　　 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 行わない

下地補修の工法　　※図示　　　 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　　　 

笠木の固定金具の工法等 

　1-4 適用区分による風圧力の（　1 　　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 

3-2

屋
根
工
事

 1　長尺金属板葺 (13.2.2、3)(表13.2.1、2)
板及びコイル 塗膜の耐久性、めっき 厚さ

施工箇所 屋根葺形式 備考
の種類 付着量等の種類及び記号 (mm)

※JIS G 3322の 　5類（AZ150） 　0.4 　心木なし瓦棒葺

　屋根用 　0.5 　立平葺

　着色　　有 　蟻掛葺　　横葺

下葺材料　　　アスファルトルーフィング940

　　　　　　　改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　（　　一般タイプ　　　複層基材タイプ　　　粘着層付タイプ　）

工法 

　1-4 適用区分による風圧力の（　1　 　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 

雪止め　　　設置する（形状及施工箇所　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　設置しない

 2　折板葺 (13.3.2、3)(表13.2.1)
 山高､山ﾋﾟｯﾁ

耐力 材料 厚さ 軒先 耐火
施工箇所 形式  による区分

による区分 による区分 (mm) 面戸板 性能
山高 山ﾋﾟｯﾁ

　重ね形 (　　)種 ※鋼板製 　有り 　30分

　はぜ締め形 　ｱﾙﾐﾆｳﾑ 　無し 　無し

　かん合形 　合金板製

材料　鋼板の種類（※JIS G 3322の屋根用　（着色　　有　　　　

　　　塗膜の耐久性の種類、めっき付着量（　5類(AZ150)　　　　

断熱材張り　　行う（種別：　　　　　　　、厚さ(mm)：　　　、防火性能：　　時間）

　　　　　　　行わない

耐雪性能に対応した工法の適用　　適用する　　適用しない

　折板のけらば納め　　※けらば包みによる方法　　　　

雪止め　　　設置する（形状及施工箇所　※図示　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　設置しない

4

外
壁
改
修
工
事

 1　施工数量調査  [1.6.2、3]

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無

及び錆汁の流出の有無を調査する。

工法

　1-4 適用区分による風圧力の（　1 　　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法 

調査時期　　外壁仕上げ等除去・撤去前　　　外壁仕上げ等除去・撤去後

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損

部の形状寸法等を調査する。

コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　図示　　 

　調査報告書（提出部数　　２部　　　　　　

4-1

外
壁
改
修
工
事
 
コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁

 1　ひび割れ部改修

工法

　シール工法

　パテ状エポキシ樹脂　　　可とう性エポキシ樹脂

 2　欠損部改修工法 [4.1.4][4.2.4、8]

充填工法

　エポキシ樹脂モルタル

　ポリマーセメントモルタル

 1　既存モルタル塗り 　行う（　※全面　　図示の範囲）

の撤去

 2　ひび割れ部改修 [4.1.4][4.3.5～8]

工法 　 樹脂注入工法
工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（ml/m）

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　

　樹脂注入工法

　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　　 　40  　　　

　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　

　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.5以上～1.0 以下 　150～250　　 　130 　　　

　注入工法

注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

  　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

　Ｕカットシール材充填工法 　

  　シーリング材 　　　

    充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 　　

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填　　行う　　行わない

シーリング材の試験は改修標準仕様書3.7.8による

  　可とう性エポキシ樹脂 

　シール工法

　　パテ状エポキシ樹脂　　　可とう性エポキシ樹脂　

 3　欠損部改修工法 [4.1.4][4.3.9、10]

　充填工法 　

　　エポキシ樹脂モルタル　　 ポリマーセメントモルタル 

　モルタル塗替え工法 　

　　現場調合材料

セメントは、改修標準仕様書8.2.5による

既製目地材　　使用する（形状　　図示　　　　　　　　

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示　　 

 4　浮き部改修工法 [4.1.4][4.3.11～16]
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

注入量
工法の種類 (本/㎡) (箇所/㎡)

(ml/箇所)
一般部 指定部 一般部 指定部

　アンカーピンニング部分 ※16 ※25 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　注入口付アンカーピンニング部分 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　充填工法

　モルタル塗替え工法

アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度 　　　

注入工法用材料

　　ポリマーセメントスラリー
曲げ性能長さ変化量 引張接着性 耐久性吸水性

広がり速度
（材齢28日）（収縮） （材齢28日） （72時間） （劣化曲げ強さ）

（cm/s）
（%） （N/㎜2） （N/㎜2） （%） （N/㎜2）

3以上 3以下 0.5以上 5.0以上 15以下 5.0以上

　　保水係数　0.35～0.55

　　粘調係数　0.50～1.00

充填工法用材料

　　エポキシ樹脂モルタル　　　ポリマーセメントモルタル

モルタル塗替え工法用材料

　　現場調合材料

　　　セメントは、改修標準仕様書8.2.5による

　既調合材料（　　　　　　　　　　　　

　既製目地材　　使用する（形状　　図示　　　　　　　　 

仕上厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※図示　　 

 1　既存タイル張りの 　外壁タイル張り全面　　図示の範囲

撤去 撤去範囲　※下地モルタルまで　　張付けモルタルまで

 2　タイルの形状、 [4.4.5、8]

寸法等 タイルの形状、寸法等
吸水率に うわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

施工箇所 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

　　既調合材料（

①

②

③

③施工箇所：

②施工箇所：

①施工箇所： 備考：

備考：

備考：

　タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　外壁タイル接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　張付けモルタル　　（　現場調合材料　　　既製調合モルタル　）

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　　　※ 改修標準仕様書表4.4.2による　　　 図示

　　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　

　　　　　行う  　  　行わない

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　 

 　タイル張りの工法

　　　　密着張り　　改良圧着張り

　　　外装タイル

　　　　マスク張り　　モザイクタイル張り 　 

　　　ユニットタイル

　シーリング　　改修標準仕様書3章7節による

　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

　下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による）　 　　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　　　 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　　 

　シーリングのその他事項は、改修標準仕様書3章7節による

 5　浮き部改修工法 [4.1.4][4.4.5、9～15]
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

注入量
工法の種類 (本/㎡) (箇所/㎡)

(ml/箇所)
一般部 指定部 一般部 指定部

　アンカーピンニング部分 ※16 ※25 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　注入口付アンカーピンニング部分 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※25

　エポキシ樹脂注入工法

　注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※50

　ポリマーセメントスラリー注入工法

　注入口付アンカーピンニング ※25

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

　タイル部分張り替え工法

　タイル張り替え工法

アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピンの材質

　※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

　タイル部分張替え工法

　接着剤の種類 　

　　ポリマーセメントモルタル 　

　　JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　タイル張替え工法

　　張替え用材料

　　　外壁タイル接着剤JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系

　　　張付けモルタル　　（　現場調合材料　　　既製調合モルタル　）

 　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　　※改修標準仕様書表4.4.2による 　　図示

　外装タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　

　　　　行う　　　　　行わない

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　

　タイル張りの工法 　　

　シーリング　　改修標準仕様書3章7節による

　　　　マスク張り　　モザイクタイル張り 　 

　　　ユニットタイル　 

　　　　密着張り　　　改良圧着張り

　　　外装タイル

[4.1.4][4.2.4～7]

　樹脂注入工法
工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（ml/m）

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ 0.2以上～1.0 未満 ※200～300  　 　130 　　　

　樹脂注入工法

　手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.2以上～0.3 未満 　50 ～100　 　40　　　　

　注入工法 0.3以上～0.5 未満 　100～200　　 　70　　　　

　機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂 0.5以上～1.0 以下 　150～250　　 　130 　　　

　注入工法

注入状況の確認方法　※コア抜取りを行う

　　　　　　　　　　　抜取り個数（　※長さ500mごと及びその端数につき1個 　 　

  　　　　　　　　　　抜取り部の補修方法　※図示　　 

　Ｕカットシール材充填工法 　

  　シーリング材 　　　

    充填材料の種類　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　　 　　

　  シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填　　行う　　行わない

　　シーリング材の試験は改修標準仕様書3.7.8による

  　可とう性エポキシ樹脂 
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＿＿

＿＿

[3.6.2～4][表3.6.1～3]

新設防水層の種別
改修 新設 仕上塗料 高日射反射

施工箇所 備考
工法 種別 種類 使用量 率防水　Ｇ

※X-1 　主材料の ※主材料の 　適用する 脱気装置 

　P0X 　X-2 製造所の 製造所の 　設ける

　X-1H 仕様 仕様 　設けない

　X-2H 改修ﾄﾞﾚﾝ

　設ける

　設けない

　X-1 　主材料の ※主材料の 　適用する 脱気装置 

　L4X ※X-2 製造所の 製造所の 　設ける

　X-1H 仕様 仕様 　設けない

　X-2H

ウレタンゴム系塗膜防水X-1の脱気装置の種類及び設置数量

　　種類　　　　※主材料の製造所の仕様　　　　

　　設置数量　　※主材料の製造所の仕様　　　　　個

　新設防水層の種別
改修工法 新設種別 施工箇所 工程数及び各工程の使用量 保護層

　P1Y ※Y-2 ※主材料の製造所の仕様 　設ける

　設けない 

　P2Y ※Y-2 ※主材料の製造所の仕様 　設ける

　設けない 

[3.1.4][3.7.2～8]

● ●

●

●

 8　塗膜防水●

厚み：1.4mm以上　ガムクールMⅡ 同等以上

勾配屋根用防水システムアスファルトシングル

厚み：2.8mm以上　

シングル下葺き用粘着層付改質アスファルトシート

材料の種類

＿＿＿＿

シーリング改修工法の種類　　

　　シーリング充填工法　 

　　シーリング再充填工法 　

　　拡幅シーリング再充填工法　 

　　ブリッジ工法 

　　ボンドブレーカー張り　　適用する　　適用しない 　　　

　　エッジング材張り　　　　適用する　　適用しない 

シーリング材の種類、施工箇所

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。
施工箇所  ｼｰﾘﾝｸﾞ材の種類（記号）

仕上を行わない施工箇所　　　図示　　　　　　用

シーリング材の目地寸法　　※図示　　　　 

接着性試験　　※簡易接着性試験　　　　引張接着性試験

ＰＣＢ含有シーリング調査

　１次分析(ＰＣＢ含有分析の要否判定)

　　工事に先立ち、工事範囲のシーリング材を各部位毎に採取し、シーリング材種につい

　　ての判定を行うこと。なお、判定結果は速やかに監督職員に報告し、ＰＣＢ含有分析

　　が必要な場合は監督職員と協議すること。

　２次分析(ＰＣＢ含有分析)

　　ＰＣＢの含有について分析を行うこと。なお、分析結果は監督職員に報告すること。

　　１）採取箇所　計　　　　箇所

　　２）採取方法　分析機関の指定する方法により採取する。

　　３）分析方法　ＧＣ－ＥＣＤ法による(ＪＩＳ　Ｋ０１１４)

シーリングにＰＣＢが含有していた場合の措置

　　１）除去方法　「標準施工要領書」（日本シーリング工業協同組合連合会／日本

　　　　　　　　　シーリング材工業会）による

　　２）処理方法　関係法令により適切に処理すること。また、密封できる容器に保管し、

　　　　　　　　　採取時期、使用部位、ＰＣＢが含有していること等を明記の上、施設

　　　　　　　　　管理者へ引き渡す。

　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　　10年

　合成高分子系ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水　　10年　　15年

＿＿＿

10×10

●

●

10　シーリング

11　保証年限

　塗膜防水　　   5年　（X-1工法は、10年）　　　

　アスファルトシングル　　   10年　

　受注者は、防水施工業者及び材料メーカーと連名で年限保証する。●

●

●

図示

●

　アスファルト

　シングル

9
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●

●

MS-2建具廻り

MS-2鉄板取合部

●

●

2024.12.26  

●

調査範囲　　外壁及び内壁改修範囲　　図示の範囲



標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　　

 1　改修工法 [5.1.3]  8　鋼製建具 [5.2.2][5.4.2～5][表5.4.2] 　表面材の合板の種類 
建具の種類 合板の種類かぶせ工法 撤去工法 規格等 備考適用箇所 性能値等

　アルミニウム製建具 　建具表による　　　 　普通合板 Ｇ 表面の樹種  簡易気密型ドアセット　　　　　　　　適用する
　樹脂製建具 　建具表による　　　   　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　　
　鋼製建具 　外部 　建具表による　　　 板面の品質（※広葉樹１等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適用しない 

　内部 　建具表による　　　 接着の程度（　１類　　２類　）　外部に面する建具の耐風圧性　　S-4 （建具符号：　建具表による　　　　　　　

　鋼製軽量建具 　建具表による　　　                          　   　S-5 （建具符号：　建具表による　　　　　　　
　ステンレス製建具 　建具表による　　　 　天然木化粧合板 Ｇ 樹種名（　　　　　　　　　　　                          　  　S-6 （建具符号：　建具表による　　　　　　　
　木製建具 　建具表による　　　 接着の程度（　１類　　２類　 ） 　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　
　特殊加工化粧合板 Ｇ 化粧加工の方法 新規に建具を設ける場合 　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　　　　耐熱性の等級 （　　　）

　※プリント　壁部分の開口の開け方　　　　　　※図示　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　
　　ポリエステル化粧合板耐震性能

　　メラミン化粧合板建具周囲のシーリング　　改修標準仕様書3章7節による 　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）
接着の程度（　１類　　２類　 ）  2　防火戸 [5.1.4] 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　）

　ＭＤＦ Ｇ防火戸の指定 　重量がある扉

　指定する（適用箇所　　　建具表による　　　　    　　　　　指定しない 　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。^m

防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸とヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動 　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。^m 　表面板の厚さ　※改修標準仕様書表5.7.6による 　　　

　　連動させる　（　建具表による　　　　　　　　　　　　　連動しない 　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　 　引戸の召合せかまちのいんろう付きの適用　　適用しない　　適用する

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5　 　　 　かまち戸 

 3　見本の製作等 [5.1.5] 　　　（建具符号：　建具表による　　　　）   かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

建具見本の製作　　　行う（建具符号：   　　 　　　 　　　　　　　　　　 材料   見込み寸法　※36mm　　建具表による　　 

　　　　　　　　　　行わない 　鋼板　改修標準仕様書5.4.3(1)による 　ふすま 

建具見本制作の目的等（　　　　　　　　　　　　　　　　 　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　   張りの種別（　Ⅰ型　　Ⅱ型） 　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　   上張り（押入等の裏側以外）  　鳥の子　　新鳥の子又はビニル紙程度    　

特殊な建具の仮組　　行う（建具符号：　    　　　　 　　　　　　 形状及び仕上げ   縁仕上げ　　塗り縁　　生地縁（素地）　　　生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　　　　　　　　　行わない   見込み寸法　※19.5mm　　建具表による　　 

 4　防犯建物部品 [5.1.7] 標準型鋼製建具の形式及び寸法　※建具表による　　　 　戸ぶすま 　

　適用する（　建具表による　　　　　　　　　　　 　　表面板の仕上　　建具表による　　　

　適用しない  9　鋼製軽量建具 [5.2.2][5.5.2～5]   見込み寸法　※30mm　　　建具表による　　 

性能値等 　紙張り障子 　

 5　アルミニウム製 [5.2.2～5][表5.2.1]   簡易気密型ドアセット　　　　　　　　 適用する（建具符号：建具表による）   見込み寸法　※30mm　　　建具表による　　 

建具 性能値等 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 適用しない 枠、くつずりの材料　  　　建具表による　　 

　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　 12　建具用金物 [5.8.2、3]

　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　　　　耐熱性の等級 （　　　） 金物の種類及び見え掛り部の材質等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　 　※改修標準仕様書表5.8.1により適用は建具表による 　　　

外部に面する建具の種別 耐震性能 金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所 　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉 　※改修標準仕様書表5.8.2による

　Ａ種 S-4 A-3 W-4 　70 ※図示 　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　） 　　建具表による
　Ｂ種 S-5 　100 ※図示 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　 樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ
　Ｃ種 S-6 A-4 W-5 ※図示 　重量がある扉 　※改修標準仕様書表5.8.3による

 ^m
　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　 　　建具表による

　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　） 　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　 木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　 　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　 　※改修標準仕様書表5.8.4による

　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　　　耐熱性の等級 （　　　） 　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　 　　建具表による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　 　　　（建具符号：　建具表による　　　　 木製建具に使用する戸車及びレール

耐震性能 材料 　※改修標準仕様書表5.8.5による

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉 　鋼板　　　　亜鉛めっき鋼板　　ビニル被覆鋼板　　カラー鋼板　　ステンレス鋼板 　　建具表による

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　） 　ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　 　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL 　　建具表による

　重量がある扉 　召合せ、縦小包み板の材質　  ※鋼板　　ステンレス鋼板　　アルミニウム合金

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　 形状及び仕上げ

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　 錠前類

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　 　シリンダ箱錠及びシリンダ本締まり錠（品質　性能、試験方法は別表による）

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　 　クローザ類（品質　性能、試験方法は別表による）

　　　（建具符号：　建具表による　　　　

材料 13　鍵 [5.8.4]

　アルミニウム材　改修標準仕様書5.2.3(1)による マスターキー　　製作する　　　製作しない　　　既存のマスターキーに合わせる 

  ステンレス鋼板　　※SUS304、SUS430JIL又はSUS443JI 　　　　 その他の鍵の製作本数　※各室３本１組（室名札付き）　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　 鍵箱　　　　　　無し　　　　　有り

形状及び仕上げ ^m
　表面処理 14　自動ドア開閉装置 [5.9.2、3] [表5.9.4]

戸の開閉方式　　建具表による　　　

　引き戸用駆動装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.1による （防錆　　適用する　　適用しない）

　　　　　　　以下による

　結露水の処理方法　　　　水貯め式　　排水式 　　　　　　　種類　開閉方式　　　　（　　　　　　　　　　　

工法 　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　 ^m
　水切り板、ぜん板　　　※図示　　　 　　　　　　　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　

 6　網戸等 [5.2.3][5.3.3] 　　　　　　　防錆                 　(                      
材種 線径 網目種類 　　　　　　　電源                   (                      

　防虫網 ※合成樹脂製 ※0.25mm以上 ※16～18メッシュ 　車椅子使用者用便房出入口引き戸用駆動装置
　ガラス繊維入り合成樹脂製 　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.2による （防錆　　適用する　　適用しない）
　ステンレス(SUS316)製 　　　　　　　以下による

　防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 1.5mm 網目寸法15mm 　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　　　　　　　温度上昇　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

 7　樹脂製建具 [5.2.2][5.3.2～5] 　　　　　　　耐久性（サイクル）　　（　　　　　　　　　　　

性能値等 　　　　　　　防錆                 　(                     

　　　　　　　電源                   (                     

　引き戸用検出装置

　性能値　　※改修標準仕様書表5.9.3による （防錆　　適用する　　適用しない）

　外部に面する建具の種別 　　　　　　　以下による
種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込み(mm) 施工箇所 　　　　　　　耐電圧　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　

　Ａ種 S-4 A-4 W-4 ※図示 　　　　　　　防錆                 　　(                     

　Ｂ種 S-5 W-5 ※図示 　　　　　　　防滴                 　　(                      
 ^m

　Ｃ種 S-6 ※図示 　　　　　　　電源                   　(                     

引き戸用検出装置の種類及び必要性能項目

　　防音ドア、防音サッシ　　　　遮音性の等級（　T-1 　T-2） 　　建具表による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ　Ｇ　　断熱性の等級（　H-4 　H-5 　H-6 　H-7 　H-8） 　タッチスイッチの種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　　 　　　無線式タッチスイッチ

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　　　　　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　　　　 　　　光線式タッチスイッチ

　枠の見込み寸法　　　　建具表による　　　 　車椅子使用者用便房スイッチの種類

材料 　　　大形押しボタンスイッチ

　樹脂形材　改修標準仕様書5.3.3(1)による 　　　非接触スイッチ

　ガラス　　　　　　　※複層ガラス　　　　 凍結防止装置　　行う　　行わない

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

形状及び仕上げ ^m
　表面色　　　　　　　　標準色　　　　特注色 

工法

　水切り板、ぜん板　　　※図示　　　 

　耐風圧性等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　気密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　水密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　　　　BB-1　　　BB-2（着色　　標準色　　特注色）

　　　　BC-1　　　BC-2（着色　　標準色　　特注色）

  　外部に面する建具　　種別（改修標準仕様書 表5.2.2）

  　屋内の建具　　種別（改修標準仕様書 表5.2.2）

　耐風圧性の等級　　　　　　（建具符号：　建具表による

　気密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

　水密性の等級　　　　　　　（建具符号：　建具表による

10　ステンレス製建具 [5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]

性能値等

  簡易気密型ドアセット　　　　　　　 適用する

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 適用しない 

　外部に面する建具の耐風圧性　　S-4 （建具符号：　建具表による　　　　　　

                           　 　S-5 （建具符号：　建具表による　　　　　　

                         　   　S-6 （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　防音ドア、防音サッシ　　　　　　遮音性の等級 （　　　）

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

　　断熱ドア、断熱サッシ Ｇ 　耐熱性の等級 （　　　）

  　　　　　　　　　　　　　　      （建具符号：　建具表による　　　　　　

耐震性能

　RC壁に設置する特定室等及び避難経路の扉

　　耐震ドア　面内変形追随性の等級（　D-1：1/300　　D-2：1/120　　D-3：1/100　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：　建具表による　　　　

　重量がある扉

　　以下の設計用震度の地震力及び層間変形角に対して、脱落しないものとする。　

　　なお、水平方向の地震力に対する確認は面内方向及び面外方向について行う。　

　　　設計用水平震度（KH）　※1.0 　　　

　　　設計用鉛直震度（KV）　※0.5 　　　

　　　（建具符号：　建具表による　　　　

材料

　ステンレス鋼板　　　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　　※HL　　　　

形状及び仕上げ

　表面仕上げ　  　　　　　　　　　※HL 　   　鏡面仕上げ　　 

　ステンレス製のくつずりの仕上げ　※HL程度　　No.2B程度 

工法

　ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　　角出し曲げ 

11　木製建具 [5.7.2～4][表5.7.5]

建具材の加工、組立時の含水率　　※Ａ種　　　 

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

　　※Ｆ☆☆☆☆

　フラッシュ戸 　フラッシュ戸 

　表面材のホルムアルデヒド放散量等

　　※改修標準仕様書5.7.2(2)(ｲ)(a)による　　　

　鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書表5.5.1による 　　　　㎜（使用箇所：　　　　　　

　鋼板類の厚さ　※改修標準仕様書表5.4.2による 　　　　mm（使用箇所：

5
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　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

　下地調整塗材塗りを行うコンクリート素地面の下地処理

　　　目荒し工法（改修標準仕様書4.3.10(3)による） 　　　　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　　　 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※変成シリコーン系　　 

　シーリングのその他事項は、改修標準仕様書3章7節による

 6　目地改修工法 [4.1.4][4.4.5、16]

　目地ひび割れ部改修工法

　伸縮調整目地改修工法

　　伸縮調整目地の位置及び寸法　　図示　　　

シーリング　　改修標準仕様書3章7節による
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 1　既存塗膜等の除去 [4.5.4][表4.5.4～7]
下地処理及び下地処理

工　法 処理範囲 （下地のひび割れ部

　等の補修）

　サンダー工法 ※既存仕上げ面全体 　ひび割れ部改修工法

　図示 　浮き部改修工法

　高圧水洗工法 ※既存仕上げ面全体 　欠損部改修工法

　図示

（既存塗膜の除去範囲は

　既存塗膜の劣化部とする）

　塗膜はく離剤工法 ※既存仕上げ面全体

　図示

　塗膜はく離剤工法の処理範囲以外

　の既存仕上げ面全体

 2　下地調整塗材 [4.5.2][4.5.4、5]

　下地調整塗材（Ｃ－１）

※下地調整塗材（Ｃ－２）

　下地調整塗材（ＣＭ－２）

　下地調整塗材Ｅ

 3　仕上塗材仕上げ [4.1.5][4.5.2][表4.5.1]

新規仕上塗材の種類 

　薄付け仕上塗材
種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等

　外装薄塗材Si 　砂壁状

　可とう形外装薄塗材Si 　ゆず肌状（　吹付け　　ローラー塗り）

　外装薄塗材E 　さざ波状　　　　　　平たん状

　可とう形外装薄塗材E 　凹凸状（　吹付け　　こて塗り）

　防水形外装薄塗材E 　着色骨材砂壁状（　吹付け　　こて塗り）

　砂壁状じゅらく　　京壁状じゅらく

　厚付け仕上塗材
防火材料 仕上げの形状及び工法等種類（呼び名）

　外装厚塗材C 　吹放し　　凸部処理　　平たん状

　外装厚塗材Si 　凹凸状　　ひき起こし　　かき落とし

　外装厚塗材E 上塗材　　適用する　　適用しない

　複層仕上塗材
種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等

　複層塗材CE 　ゆず肌状　　凸部処理　　凹凸状

　可とう形複層塗材CE 耐候性　※耐候形３種　　　

　複層塗材Si 上塗材の種類

　複層塗材E 　溶媒　※水系　　溶剤系　　弱溶剤系

　複層塗材RE

　防水形複層塗材CE

　防水形複層塗材E

　防水形複層塗材RE 　外観　※つやあり　　つやなし　　ﾒﾀﾘｯｸ

　可とう形改修用仕上塗材

種類（呼び名） 防火材料 仕上げの形状及び工法等

　可とう形改修塗材E 　平たん状　　さざ波状　　ゆず肌状

耐候性　※耐候形３種　　　

上塗材の種類

　溶媒　※水系　　溶剤系　　弱溶剤系

　可とう形改修塗材CE

　外観　※つやあり　　つやなし　　ﾒﾀﾘｯｸ

 4　マスチック塗材 [4.1.5][4.6.2][表4.6.1]

塗り 種別　　Ａ種　　Ｂ種

 5　外壁用 [4.1.5][4.7.2～4][表4.7.1]

塗膜防水材塗り 　仕上げの形状　　　

　工法　　　　　　　

　仕上塗料の耐候性　　　

　下地挙動緩衝材の適用

　　　適用する

　　　適用しない

　　　　コンクリート面のひび割れ部及び欠損部の処理は、改修標準仕様書4章2節による

　　　　ただし、下地挙動緩衝材を適用する場合は改修特記仕様書4-1章　外壁改修工事　

　　　　コンクリート打放し仕上げ外壁による

　　　　モルタル面のひび割れ部、欠損部及び浮き部の処理は、改修標準仕様書4章3節

　　　　による　ただし、下地挙動緩衝材を適用する場合は改修特記仕様書4-2章　

　　　　外壁改修工事　モルタル塗り仕上げ外壁による

　吹付け工法の模様材の種類　　　　　　　　　　　（　所要量　　　(kg/㎡)）

　外壁用仕上塗料の種類　　　　　　　　　　　　　（　所要量　　　(kg/㎡)）

　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整は、改修標準仕様書4.5.4(1)～(6)による

　ポリマーセメントモルタル（性能、試験方法は建築材料等品質性能表(改修)(1)による）

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　　ｼﾘｶ系　　 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　　　　　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　　ふっ素系

　樹脂　※ｱｸﾘﾙ系　　ｼﾘｶ系　　 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

　　　　　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系　　ふっ素系
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　加圧力※30MPa程度以上

　水洗い工法

　加圧力　12MPa程度

　ｻﾝﾀﾞｰ工法、高圧水洗工法、

　図示

　外装薄塗材S

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※図示　　 

　可とう形改修塗材RE
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一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＤＡＴＥ

建築改修工事特記仕様書(4) ０４

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事） 2024.12.26  



[6.5.2]  9　接合具等 [6.5.3]

　「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 造作材の化粧面の釘打ち
寸法 見付け 見付け材面 　※隠し釘打ち　　釘頭埋め木　　つぶし頭釘打ち　　釘頭現し

施工箇所 品名 樹種名 間伐材等の適用
（㎜） 材面 の品質 諸金物

※1等 　2等 　※かすがい、座金、箱金物、短冊金物
※1等 　2等 　　（改修標準仕様書表6.5.3～5に示す程度の市販品　表8.20.1のF種程度）

　　　　　　　（形状：　　　　　寸法：　　　　　材質：　　　　　）

　「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

寸法 化粧薄板 見付け 見付け材面 間伐材等 10  接着剤 [6.5.3、4]
品名 樹種名施工箇所

（㎜）の厚さ（㎜） 材面 の品質 の適用 接着剤のホルムアルデヒド放散量
化粧薄板: ※1等 　2等 　※Ｆ☆☆☆☆　　　
芯材:

化粧薄板: ※1等 　2等 11  防腐・防蟻処理 [6.5.5]
芯材: 　薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

 適用部材 　　保存処理性能区分

　Ｋ２　　Ｋ３　　Ｋ４　「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

間伐材等 　Ｋ２　　Ｋ３　　Ｋ４
施工箇所 樹種名 寸法（㎜） 見付け材面の品質 含有率

の適用 　Ｋ２　　Ｋ３　　Ｋ４

※15%以下

　薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理
適用部材 処理の方法 薬剤の種類

※薬剤の製造所の仕様による ※JIS K 1571に適合又は同等品

　「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材
寸法 化粧薄板 見付け材面 間伐材等

施工箇所 樹種名 含水率
（㎜） の厚さ(mm) の品質 の適用

化粧薄板： ※15％ 　薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

芯材： 　以下 　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

　合板等の加圧注入処理等の適用

　　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　）

 7  造作用単板積層材 [6.5.2]

Ｇ 12　内部間仕切軸組 [6.5.6]
寸法 間伐材等 　　及び床組み 　間仕切軸組に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

施工箇所 品名 表面の品質 防虫処理
（㎜） の適用 　※杉又は松　　　

　適用する 　床組みに用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　適用しない 　※杉又は松　　　

13　窓、出入口その他 [6.5.7]

　窓、出入口その他に用いる木材の樹種名（製材を用いる場合）

　※吊元枠、水掛りの下枠及び敷居はひのき、その他は松又は杉　　　
寸法 間伐材等

施工箇所 表面の品質 含水率 防虫処理
（㎜） の適用 14  軽量鉄骨天井下地 [6.6.2～4] [表6.6.2]

※14%以下 　適用する 野縁等の種類

　適用しない 　屋外（※ 25 形　　 19 形）　屋内（※ 19 形　　 25 形）

屋外の形式及び寸法

    野縁受け、つりボルト及びインサートの間隔　　図示　　 

    周辺部の端からの間隔　　図示　　 

    野縁の間隔　　図示　　  
接着性能 寸法 間伐材等 既存の埋込みインサート　　　　　使用する　　使用しない 

施工箇所 品名 強度等級 種別 樹種名
（使用環境） （㎜） の適用 あと施工アンカーの施工後の確認試験

　　行う

　　試験箇所数　※屋内の場合、該当階において３箇所

　　　　　　　　　（　　　）箇所

 8  合板等 [6.5.2] 　　引張試験にて確認する強度

　「合板の日本農林規格」による普通合板　Ｇ 　　　※つりボルト受け等の間隔が900mm程度以下かつ天井面積構成部材等の
厚さ 単板の 接着の 間伐材等 　　　　単位面積あたりの質量が20kg/㎡以内の天井の場合は400N程度

施工箇所 板面の品質 防虫処理
(mm) 樹種名 程度 の適用 　　　　（　　　）N
※5.5 ※1類 広葉樹　※2等以上 　1等 　適用する 　　行わない

　2類 針葉樹　※C-D以上 　　 　適用しない 　つりボルトの間隔が900mmを超える場合 

  補強方法　※図示　　  

　「合板の日本農業規格」 構造用合板　Ｇ 　天井のふところが3.0mを超える場合 

施工 単板の 接着の 板面の 厚さ 間伐材等 　補強方法　※図示　　 
等級 防虫処理 強度等級

箇所 樹種名 程度 品質 （㎜） の適用 　天井下地材における耐震性を考慮した補強 
※2級 ※1類 ※C-D ※12 　適用する 　適用する

　以上 　特類 　以上 　適用しない （　　　）

　1級 　適用しない

　「合板の日本農林規格による」化粧ばり構造用合板　Ｇ
厚さ 間伐材等

施工箇所 単板の樹種名 接着の程度 防虫処理
（㎜） の適用 スタッドの高さが5.0mを超える場合　　※図示　　　　　　　　　　　　　 

　特類 　適用する 出入口及びこれに準ずる開口部の補強　※標準仕様書 6.7.4(5) による　　　

　1類 　適用しない

16  ビニル床シート [6.8.2、3]
種類の記号 色　柄 厚さ(mm) 備考　Ｇ

※ＦＳ（複層ビニル床シート) 　無地 ※ 2.0

　ﾏｰﾌﾞﾙ柄 　「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板　Ｇ
厚さ 化粧板に使用する 　柄物

施工箇所 接着の程度 防虫処理の適用
（㎜） 単板の樹種名

　1類 　適用する 接合部の処理　※熱溶接工法　　　　　　　

　2類 　適用しない

17　ビニル床タイル [6.8.2]
種類の記号 色柄 寸法（㎜） 厚さ(mm) 備考　Ｇ

※ＫＴ(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 ※2.0

　柄物 　450×450 　3.0　「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板　Ｇ
厚さ

施工箇所 単板の樹種名 接着の程度 化粧加工方法 防虫処理の適用
（㎜） 　ＴＴ(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 　2.0

　1類 　適用する 　柄物 　450×450 

　2類 　適用しない

　ＦＴ(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　300×300 　2.0

　柄物 　450×450 　2.5

　3.0

　ＦＯＡ(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地 　500×500 　4.0　パーティクルボード　Ｇ
厚さ 表裏面の状態 曲げ強さ 耐水性 難燃性 　柄物

施工箇所
（㎜） による区分 による区分 による区分 による区分 　ＦＯＢ(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ) 　無地

※15 ※13タイプ ※P又はM 　柄物

18　特殊機能床材 [6.8.2]

厚さ、寸法、形状 性　能 種　類

施工箇所 寸法（㎜） 　帯電防止床シート 　　　　　　（mm）

　帯電防止床タイル 　　　×　　（mm）

　視覚障害者用床タイル 　　　　　　（mm）

　耐動荷重性床シート 　　　　　　（mm）　ＭＤＦ　Ｇ
厚さ 表裏面の状態 曲げ強さ 接着剤 難燃性 　防滑性床シート 　　　　　　（mm）

施工箇所
（㎜） による区分 による区分 による区分 による区分 　防滑性床タイル 　　　×　　（mm）

　視覚障害者用床タイル　　突起の形状、寸法及びその配列は JIS T 9521 による

　JAS 0701に基づく造作用単板積層材

　JAS 0701以外の造作用単板積層材

　JAS 3079に基づく直交集成板

　JAS 0360に基づく構造用パネル

　補強箇所　※図示　　　　　　　補強方法　※図示　　 

15  軽量鉄骨壁下地 [6.7.3、4]

スタッド、ランナーの種類　

　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類　 　　

ガラスの留め材及び溝の大きさ
建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

アルミニウム製 　シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

　グレイジングチャンネル 　図示

鋼製及び鋼製軽量 　シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

　図示

ステンレス製 　シーリング材 ※建具の製造所の仕様による 

　図示

樹脂製 　グレイジングチャンネル ※建具の製造所の仕様による 

　図示

20　ガラスブロック [5.14.5]
伸縮調整目地

呼び寸法（㎜） 厚さ（㎜） 色調 目地幅（㎜） 防火性能
位置（㎜）

　160×160 　95

　200×200 　95

壁用金属枠及び補強材　　　　　　　　　※図示　　　　　 　　　　　　　　　　

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　　　 　　　

      寸法　※径5.5mm 　　 　　　

      形状　※はしご形状複筋及び単筋　　 

化粧目地モルタルの色（　白　　グレー） 

21　ガラス用
記　号フィルム

その他性能等種　類
内貼り用 外貼り用

　日射調整フィルム　Ｇ 　ＳＣ－１ 　ＳＣ－２

　低放射フィルム　　 　ＬＥ

　衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム 　ＧＩ－１ 　ＧＩ－２

　相関変位破壊対応ガラス飛散防止フィルム 　ＧＤ－１ 　ＧＤ－１

　ガラス貫通防止フィルム　　 　ＳＦ

品質　JIS A 5759による

 1　改修範囲  [6.1.3]

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

※壁面より両側600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　図示

既存天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

※既存のまま　　図示

 2　既存床の撤去  [6.2.2]

及び下地補修 ビニル床シート等の除去　　　※仕上げ材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　　　　下地モルタルとも（　図示の範囲　　除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　　　機械的除去工法　　　目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　※室内の改修箇所　　　

 3　既存壁の撤去 [6.3.2]

及び下地補修 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

　　（全塗厚が25mmを超える場合の処置　※図示）

 4　施工一般 [6.5.2]

材料のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆又は改修標準仕様書6.5.2(1)(ｳ)(b)による　　　

 5　製材　Ｇ

金属製化粧カバー　材質　　ステンレス製　　アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　　図示　　　　　　　形状　　図示　　

目地部の横力骨の納まり

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　図示　　　 ^m

 ^m工法  1-4 適用区分による風圧力の（　1 　1.5 　1.3） 倍の風圧力に対応した工法 　

シーリングの種類　　（　SR-1　　PS-1）

[6.5.2]

寸法 間伐材等
施工箇所 等級 含水率 保存処理

(mm) の適用

※2級 ※A種 　B種 　　

※2級 ※A種 　B種 　　

寸法 間伐材等
施工箇所 等級 含水率 保存処理

の適用(mm)

見え係り面 ※上小節 ※A種 　B種 　　

見え係り面 ※小節以上 ※A種 　B種 　　

以外

寸法 間伐材等
  施工箇所 等級 含水率 保存処理

(mm) の適用

※1級 ※10%以下

　A種 　B種 　　

※1級 ※10%以下

　A種 　B種 　　

※1級 ※10%以下

　A種 　B種 　　

寸法 間伐材等
  施工箇所 材面の品質 防虫処理 含水率

(mm) の適用

（　　　　　　 　適用する ※A種

造作材の場合 　適用しない 　B種

（※A種 　B種）

（　　　　　　 　適用する ※A種

造作材の場合 　適用しない 　B種

（※A種 　B種）

　JAS 1083-5　製材-第5部に基づく下地用製材

　JAS 1083-2　製材-第2部に基づく造作用製材

　JAS 1083-6　製材-第6部に基づく広葉樹製材

　JAS 1083（製材）以外の製材

 6　造作用集成材　Ｇ
5
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[5.10.2、3]性能値等

　　※改修標準仕様書表5.10.1による

　　　以下による

　　　手動開き力　　（　　　　　　　　　　　

　　　手動閉じ力　　（　　　　　　　　　　　

　　　閉じ速度の調整（　　　　　　　　　　　

　　　制動区間　　　（　　　　　　　　　　

　　　開閉繰返し　　（　　　　　　　　　　　

　　　耐衝撃性　　　（　　　　　　　　　　　

[5.11.2、3]

シャッターの種類　　　管理用シャッター

　　　　　　　　　　　外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　　　屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　　　防煙シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッターの耐風圧強度（　　　　）Pa

開閉方式の種類　　　※電動式（手動併用）　　手動式　

安全装置

　電動式シャッターの急降下制動装置、急降下停止装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

　電動式シャッターの障害物感知装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

　屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

管理用シャッターのシャッターケース　　　設ける　　設けない　　

スラット及びシャッターケース用鋼板

  鋼板の種類　　　　JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

                  　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 　

　めっきの付着量　※Z12又はF12　　 

ガイドレール、まぐさ、雨掛りに用いる座板及び座板のカバー、雨掛りに用いるスイッチ

ボックス類のふたの材質

　ステンレス鋼板　※SUS304、SUS430JIL、又はSUS443JI 　　　

[5.12.2～4]

開閉方式の種類　※手動式　　電動式（手動併用） 

耐風圧強度　（　　　）Pa

安全装置

　電動シャッターの障害物感知装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

スラットの材質の種類

　　JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯） 

　　　めっきの付着量（※Z06又はF06　　　　　　　

  　JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯） 

　　　めっきの付着量（※AZ90　　　　　　　

スラットの形状　　インターロッキング形　　オーバーラッピング形 

[5.13.2、3]
風圧力に

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール
よる強さ

による区分 による区分 による区分 の材料
の区分

※スチールタイプ 　50 ※バランス式 　スタンダード形 ※溶融亜鉛 

　アルミニウムタイプ 　75 　チェーン式 　ローヘッド形 　めっき鋼板 

　ファイバーグラス 　100 　電動式 　ハイリフト形 　ステンレス鋼板

　タイプ 　125 　バーチカル形 

電動式オーバーヘッドドアの障害物感知装置

　　（設置箇所　　建具表による　　　　　　

[5.14.2～4]

適用は以下によるほか、ガラスの種類、厚さの組み合わせは建具表及び図面による。

　フロート板ガラス
フロート板ガラスの品種及び厚さの ※建具表による　　　

呼びによる種類

　型板ガラス
型板ガラスの厚さによる種類 ※建具表による　　　

網又は線の形状、板の表面の状態及び ※建具表による　　　

厚さの呼びによる種類

　合わせガラス
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ ※建具表による　　　

並びに合わせガラスの合計厚さ

形状による種類 　平面合わせガラス　　曲面合わせガラス

落球衝撃はく離特性及び 　Ⅰ類　　Ⅱー１類　　Ⅱー２類　　Ⅲ類

ショットバック衝撃特性による種類

　強化ガラス
形状による種類、材料板ガラスの種類 ※建具表による　　　

による名称

破片の状態及び 　Ⅰ類　　　Ⅲ類

ショットバック衝撃特性による種類

　熱線吸収板ガラス
板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による　　　

性能による種類 　１種　　　２種　

　複層ガラス
材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ、 ※建具表による　　　

並びに複層ガラスの厚さ

断熱性による区分 　Ｔ１　　Ｔ２　　Ｔ３　　Ｔ４　

　Ｔ５　　Ｔ６

日射取得性及び日射遮蔽性による区分 　Ｇ　　　Ｓ

乾燥気体の種類 　空気　　アルゴン

　熱線反射ガラス
材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ※建具表による　　　

日射熱遮へい性による区分 　１種　　　２種　　　３種

耐久性による区分 　Ａ種　　　Ｂ種

(日射熱遮へい性が２種の場合)

　倍強度ガラス
材料板ガラスの種類及び厚さ ※建具表による　　　

による種類

　網入板ガラス及び線入板ガラス

16　重量シャッター

17　軽量シャッター

18　オーバーヘッド

ドア

15　自閉式上吊り引戸

　　装置

5

建
具
改
修
工
事

19　ガラス
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 2　可動間仕切 (20.2.3)
構成基材の種類 遮音性

防火
構造形式による種類 パネル表面仕上げ (db/

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ 性能
500Hz)

　スタッド式(内蔵） 　ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又は 　0 　不燃

　スタッド式(露出） 　ｱｸﾘﾙ樹脂焼付 　12

　スタッドパネル式 　壁紙張り 　20

　パネル式 　28

　36

パネル内に取付ける建具　　あり（※図示　　　　　）　なし 

パネル内に取り付ける建具のドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは

　標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章8節による。

パネル材のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　　

 3　移動間仕切 (20.2.4)
パネル圧接 総厚 パネル表面材 遮音性

操作方法
装置の さ (db/走行方向

による種類 材質 仕上げ
操作方法 (mm) 500Hz)

　平行方向 　手動式 　プッシュ式 　鋼板 　焼付塗装 　36未満

　移動式 　電動式 　ハンドル式 　壁紙張り 　36以上

　二方向 移動式 　部分

　電動式 

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となる

    ように補強する。 　　

  　図示 

パネルをランナーに取り付ける部品

　※ランナーに加わる重量の５倍以上の荷重に耐えられるもの

ハンガーレール及びランナー

　※パネル重量の５倍の荷重を、パネル１枚に使用するランナー数で除した値に対して、　

　　耐力及び変形量が使用上支障のないもの

品質、性能は建築材料等品質性能法（改修）(2)6-2章移動間仕切による

 4　トイレブース (20.2.5)
脚部 ドアエッジ

表面材の種類
種類 材質 形状

　メラミン樹脂系化粧板 ※幅木タイプ  ※製造所の仕様に 　標準 

　ポリエステル樹脂系化粧板  　よる 　Ｒﾀｲﾌﾟ

　アルミニウム製 

　ステンレス製 

　表面材と同材 

品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)6-2章トイレブースによる

 5　視覚障害者用
施工箇所 種類 寸法(mm) 厚さ(mm)床タイル

　塩化ビニル製　　　 　300×300　　 　7.0 　 

　磁器質タイル　　せっ器質タイル 　300×300　　
屋内

　レジンコンクリート製　　コンクリート製 　300×300　　

　磁器質タイル　　せっ器質タイル 　300×300　　

屋外
　レジンコンクリート製　　コンクリート製 　300×300　　　300×300　　

ブロックパターンは JIS T 9251 による

 6　手すり (20.2.6)

材料の種類及び仕上げ

　　SUS304　表面処理　※HL程度　　　　

　　鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき（※標準仕様書表14.2.2による種別（　　種））

　　アルミニウム　表面処理（※標準仕様書表14.2.1による種別（　　種））

　　　色合等　　標準色（　　　）　　　特注色（　　　）

手すりの握り部分

材種 表面仕上げ 直径(mm) 取付箇所 備考 ^m

　集成材 　クリアラッカー 　30程度

（材種：　　　＿＿） 　35程度

　45程度

　ビニル製ハンドレール 　30程度

　35程度

　45程度

 7　階段滑り止め (20.2.7)

材種

　　ステンレス製　　黄銅製押出型材　　アルミニウム製押出型材　　　

形状

　※タイヤ型（タイヤの材質：ゴム又は合成樹脂等）　　タイヤレス型

端部の形状

　　フラットエンドあり　　フラットエンドなし

寸法(幅)

　　35㎜程度　　40㎜程度　　50㎜程度

取付け工法

　※接着工法　　埋込み工法

 8　黒板及び (20.2.9)

ホワイトボード 　黒板

Ｇ 区分　※焼き付け　　　

種類　　鋼製黒板　　ほうろう黒板

色　　※緑　　　　　　

　ホワイトボード

 9　鏡 (20.2.10)

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　

寸法（mm）    　図示        　　　

厚さ（mm）    ※5           　　　

26　壁紙張り [6.14.2、3]

ホルムアルデヒド放散量　

※Ｆ☆☆☆☆ 　 

壁紙の種類

施工箇所 塩化 ﾌﾟﾗｽ 無機 その 防火性能 備　考
紙 繊維

ﾋﾞﾆﾙ ﾁｯｸ 質 他

　不燃　準不燃　難燃

　不燃　準不燃　難燃

　不燃　準不燃　難燃

　不燃　準不燃　難燃

モルタル及びせっこうプラスター面の素地ごしらえの種別　※B種 　　A種

コンクリート面の素地ごしらえの種別　※B種 　　A種

せっこうボード面及びその他のの素地ごしらえの種別　※B種 　　A種 

27　モルタル塗り [6.15.3～6] [表6.15.2]

モルタル　　　現場調合材料　　　既調合材料（　　　　　　　　

既製目地材　　設ける

　　　　　　　　施工箇所（　　　　　　　　形状（※図示　　　　　　　　　　

　　　　　　　設けない

床目地　　　　設ける

　　　　　　　　目地割り　　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）　　　　

　　　　　　　　目地の種類　※押し目地　　　　　　　　　　　

　　　　　　　設けない 

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜を超える場合の下地処理

　　　　　　　図示　　

28　タイル張り [6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床タイル　　※縦、横とも4m以内ごと　　図示　　　　　

　　　　　　　　　　床タイル以外　　図示

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修標準仕様書3章7節による

　見本焼き　　行う（施工箇所：　　　　　　　　行わない

　試験張り　　行う（範囲、仕様等は図示による）　　行わない

　セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り

タイルの形状、寸法等
吸水率に うわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類
Ⅱ
類
Ⅲ
類

標
準
特
注

施工箇所 種類 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

①

②

③

①施工範囲：　　　　　　　備考：

②施工範囲：　　　　　　　備考：

③施工範囲：　　　　　　　備考：

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

既調合モルタルの品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(1)4章

既調合モルタル（内装改修工事共通）による

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、

細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

既製調合目地材の品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)6章

タイル張りによる

壁タイル張りの工法

　内装タイル　　　　密着張り　　　改良圧着張り

　内装タイル以外のユニットタイル　　　マスク張り　　　モザイクタイル張り

　有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り

タイルの形状、寸法等
吸水率にうわぐ 耐凍 耐

再生 役物 色
形状／ よる区分 すり 害性 滑

材料
施
ゆ
う

無
ゆ
う

Ⅰ
類
Ⅱ
類
Ⅲ
類

標
準
特
注

施工箇所 種類 寸法 り 備考

有 無 有 無
の適

（㎜） 性
用 Ｇ

①施工範囲：　　　　　　　備考：

②施工範囲：　　　　　　　備考：

③施工範囲：　　　　　　　備考：

①

②

③

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内壁タイル接着剤張りの接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆

29　セルフレベリング [6.17.2、3]

材塗り 塗厚（㎜）

 1　フリーアクセス (20.2.2)

寸法 高さ 耐震 所定荷重フロア
施工箇所 構　法 表面仕上材 備考

(mm) (mm) 性能 (N)

　置敷式 　500×500 　1.0G 　3000 　帯電防止床ﾀｲﾙ

　支柱 　0.6G 　5000 　ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

　調整式

寸法精度 

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　　 

　　以下による

　　　パネルの長さの寸法精度（　　　　）

　　　パネルの平面形状（角度）の寸法精度（　　　　）

　　　フリーアクセスフロアの高さの寸法精度（　　　　）

帯電防止性能

　　評価値（U）≧0.6以上　　　評価値（U）≧1.2以上

感電防止性能

　漏えい抵抗（R）≧1×106Ω

品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)6-2章フリーアクセスフロア

による

ＭＤＦ及びパーティクルボートのホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆ 　　　

合板のホルムアルデヒド放散量合板のホルムアルデヒド放散量

※改修標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)の(a)～(d)のいずれか

接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆

木質系セメント板　Ｇ
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　硬質（ＨＷ） 　15　　20　　25　　　

　中質（ＭＷ） 　15　　20　　25　　　

　普通（ＮＷ） 　15　　20　　25　　　

木片セメント板　Ｇ
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　硬質（ＨＦ） 　12　　15　　18　　21　　　

　普通（ＮＦ） 　30　　　

繊維強化セメント板
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK　タイプ2（無石綿）　　6 　8

　化粧けい酸カルシウム板 普通ボード0.8FK　タイプ2（無石綿）　　6 　8

表面への化粧張り等の加工

　　アクリル樹脂系焼付け　　　

火山性ガラス質複層板
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　火山性ガラス質複層板 　図示

繊維板

種　　類 厚さ(mm)、規格等

　ハードボード（素地） 　素地ハードボード

　スタンダードボード（無処理） （　未研磨板（RN）　　研磨板（RS））

　内装用化粧ハードボード（DI）

　2.5 　3.5 　5 　　7

　テンパードボード（処理） 　素地ハードボード

（　未研磨板（RN）　　研磨板（RS））

　外装用化粧ハードボード（DE）

　2.5 　3.5 　5　 　7

　ミディアムデンシティ 　3　 　7　 　9　 　12　　　

　ファイバーボード（MDF）　Ｇ

　インシュレーションボード　Ｇ A級（ 　天井仕上　　内装仕上　　　　　）

　9 　　12　　15　　18  

パーティクルボード　Ｇ
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　単板張りパーティクルボード 　無研磨板(VN)　　　　　　研磨板(VS)

　10　　12　　15　　18

　化粧パーティクルボード 　単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DV)　 　　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ(DO)

　塗装(DC)

　10（難燃）　　12（難燃）　　  

吸音材料
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　ロックウール化粧吸音板(DR) 　フラットタイプ

（　9（不燃） 　　12（不燃）　　　　　）

　凹凸タイプ

（　12（不燃）　　15（不燃）　　　　　）

　ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 　 25 　　　

　グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K 　 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包） 　　　

せっこうボード製品
種　　類 厚さ(mm)、規格等

　せっこうボード(GB-R)

　不燃積層せっこうボード(GB-NC) 　　9.5 （不燃）　　化粧無（下地張り用） 

　　　　　 　　　 　化粧有（トラバーチン模様） 

　シージングせっこうボード(GB-S) 　　12.5（※不燃　　準不燃）

　強化せっこうボード(GB-F) 　　12.5（不燃）　　15（不燃）

　せっこうラスボード(GB-L) 　　 9.5

　化粧せっこうボード(GB-D) 　　木目　12.5（不燃）幅440mm程度

　　模様（　柾目　　板目）専用下地材有り

　　トラバーチン模様　9.5（準不燃）

合板　Ｇ
厚さ(mm)、規格等種　　類

　普通合板 表面の樹種

　生地、透明塗料塗り 

　　　　　（※ﾗﾜﾝ合板程度 　　　　　 　　

  　　　　不透明塗料塗り 

　　　　　（※しな合板程度　　　 　　　　

　板面の品質　　　

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

　天然木化粧合板 　化粧板の樹種名　　　

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

　特殊加工化粧合板 　化粧加工の方法（　ｵｰﾊﾞｰﾚｲ 　ﾌﾟﾘﾝﾄ 　塗装） 

　表面性能（　　　　）タイプ 

　厚さ(mm)　※図示　　　　

　防虫処理　　行う　　　行わない

化粧板

　メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903による（※1.2 　　　　　

　ポリエステル樹脂化粧板

天井のボード類（ロックウール吸音板を除く）の重ね張りを行う場合

　※図示　　　　

合板類の張付け　　　　　　　A種 ※B種 　　　

せっこうボードの目地工法等

　目地工法の種類

　　※仕上げ表による

　突付け工法及び目透し工法のエッジの種類
突付け工法のエッジの種類 　ベベルエッジ　　スクェアエッジ

目透し工法のエッジの種類 　ベベルエッジ　　スクェアエッジ

化粧加工の方法（　オーバーレイ　　　プリント　　　塗装　　　　　　　　　

[6.13.2、3] [表6.13.1]

25　せっこうボード

その他のボード

張り

　　12.5（不燃）　　15（不燃）　　9.5（不燃）

19　ビニル幅木 [6.8.2]

材質の種類　　軟質　　硬質 

高さ(mm)  ※60　　　75　　　　100

厚さ(mm)　※1.5以上 　　 

20　ゴム床タイル　 [6.8.2]

種類　　単送品　　積層品

色柄　（　　　　）

厚さ(mm)　　3.0 　4.5 　6.0 　9.0

寸法(mm)（　　　　）×（　　　　）

21　カーペット敷き [6.9.2、3] [表6.9.1、2]

Ｇ 　 織じゅうたん
織り方 パイル形状

　ウェストンカーペット 　カットパイル

　ダブルフェースカーペット 　ループパイル

　アキスミンスターカーペット 　カット／ループ

　色柄　　　※模様のない無地　　　　　

　パイル糸の繊維種等

　　※無地の織りじゅうたんの種別（種別：　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種　）

　帯電性　　適用する　　適用しない

　織じゅうたんの接合方式　※ヒートボンド工法　　つづり縫い

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　　　

　 タフテッドカーペット
パイル形状 ﾊﾟｲﾙ長さ（mm） 工法 帯電性 備　考

　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 　5～7 　全面接着工法 　適用する 

　ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 　4～6 　ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  　適用しない 

　ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　　 

　タイルカーペット

パイル形状 種別 施工箇所 寸法 総厚さ（mm） 備　考

※ループパイル ※ 第一種 ※500×500 ※6.5

　 第二種

　カットパイル 　 第一種 ※500×500 ※6.5

　 第二種

　カット、ループ 　 第一種 ※500×500 ※6.5

　併用 　 第二種

タイルカーペット用接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　　模様流し　　　　  　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　　市松敷き　　 

見切り、押え金物　材質（　　　　　　　種類（　　　　　　

　　　　　　　　　形状等　※図示　　　

22　合成樹脂塗床 [6.10.2、3] [表6.10.5～7]
種別  施工箇所 工法 仕上げの種類

　厚膜型塗床材 ※平滑仕上げ　 

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床 　防滑仕上げ

　つや消し仕上げ 

　厚膜型塗床材 　薄膜流しのべ工法 　平滑仕上げ 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 　厚膜流しのべ工法 　防滑仕上げ 

　樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

　薄膜型塗床材 ※平滑仕上げ　 

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

　ｱｸﾘﾙ樹脂塗床 ※製造所の指定に 表面仕上げ　※平滑

　(防塵塗料塗り) 　よる 溶剤　　　　※水性

塗床材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　　

23　フローリング張り [6.11.2～6] [表6.11.1～4]

　　Ｇ フローリングのホルムアルデヒドの放散量等

　※改修標準仕様書6.11.2(2)による 　　　

各工法に使用する接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　　

　単層フローリング（フローリングボード1等）

　工法　　　　　　　釘止め工法（　根太張り　　直張り）

　　　　　　　　　　接着工法

　樹種　　　　　　※なら　　　

間伐材等の適用　　適用する　　　　　　適用しない

　単層フローリング（フローリングブロック1等）

　樹種　　　

　厚さ(mm)　　　

　大きさ　　　

　間伐材等の適用　　適用する　　適用しない

　複合フローリング

　工法　　　　　　　釘留め工法（　根太張り　　直張り）

　　　　　　　　　　接着工法

　樹種　　　　　　※なら　　　

　種別　　　　　　　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種

　間伐材等の適用　　適用する　　適用しない

　接着工法の場合の不陸緩和材　※合成樹脂発泡シート　　　

　現場塗装仕上げ

　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

　　　オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　　　生地のままﾜｯｸｽ塗り

24　畳敷き [6.12.2] [表6.12.1]

種別　　A種 　B種 　C種 　D種 （畳床：　KT-Ⅰ 　KT-Ⅱ 　KT-Ⅲ 　KT-K　　KT-N　） 

下地の種類　　標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

            　ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン　Ｇ　） 　　　　　　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

衝撃緩和型畳（畳表：　C1　　C2）
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　　　　石綿含有せっこうボード　　　

※B種 　A種※B種 　A種 　木材保護塗料塗り(WP)

　オイルステイン塗り（ＯＳ）

　ピグメントステイン塗り　ステイン塗り

※B種 　A種※B種 　 　ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

※B種 　 　合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

※A種 　B種※A種 　 

※B種 　A種※B種 　 屋内の鉄鋼面   (EP-G)

※A種 　　※B種 　 屋内の木部   ションペイント塗り

※B種 　A種※B種 　 ｺﾝｸﾘｰﾄ面等　つや有合成樹脂エマル

　C-1種 　　　C-1種 　C-2種

　B-1種 　　　B-1種 　B-2種ｾﾒﾝﾄ板面

　A-1種 　　　A-1種 　A-2種ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

上塗り等級（　　）級 

亜鉛めっき鋼面 

上塗り等級（　　）級 

鉄鋼面　耐候性塗料塗り(DP)

※B種 　A種※B種 　A種 　アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) 

※B種 　A種※B種 　A種 　クリヤラッカー塗り(CL) 

(鋼製建具以外）  

※B種 　　※B種 　 亜鉛めっき鋼面

※B種 　　※A種 　 亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 　※1種　　2種 

※B種 　A種※B種 　 鉄鋼面   塗料の種類

※B種 　　※B種 　 木部屋内   塗り(SOP) 

※A種 　　※B種 　 木部屋外 　合成樹脂調合ペイント

新規塗替え
塗装面塗装の種類

は表7.4.6）

新規（工程の種別

塗替え 

※Ｂ種　　　その他は表7.4.5）

※Ａ種　　　鋼製建具等（工程の種別 新
規

※Ｃ種　　　塗替え 

※Ｂ種　　　※Ｂ種　　　その他は表7.4.5）

※Ａ種　　　※Ａ種　　Ｂ種鋼製建具等（工程の種別亜鉛め 新
規

※Ｃ種　　　※Ａ種　　Ｂ種塗替え SOP

(a)による。

　Ａ種新規

は表7.4.4）

(b)による。（工程の種別

塗替え 

※Ｂ種　　　※Ｂ種　　Ａ種新規見え隠れ は表7.4.3）

※Ａ種　　　※Ｂ種　　Ａ種（工程の種別

※Ｃ種　　　※Ｂ種　　Ａ種塗替え 

※Ｂ種　　　Ａ種新規見え隠れ は表7.4.3）

※Ａ種　　　Ａ種（工程の種別

※Ｃ種　　　Ａ種塗替え SOP

塗料の種別
錆止め塗料塗りの種別

DP

EP-G

DP

EP-G

素地面

 4　錆止め塗料塗り

　処分　　　　　  　　

  除去方法　　　  　　

　除去対象範囲　　　図示　　　　　

　除去対象物　 　 　　　　

除去処理対象物質　　ＰＣＢ　　六価クロム　　　　

　３級

　２級反射率塗料

塗料製造所の仕様　１級２種屋根用高日射JIS K 5675塗料塗り

等級種類規格名称規格番号
工程

塗料その他

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

　　製造所の仕様による

オイルステイン塗りの工程等

　　適用しない

　　適用する

ウレタン樹脂ワニス塗りの工程１の着色の適用

　　適用する（着色剤：　溶剤系着色剤　　油性染料着色剤）

　　適用しない

クリヤラッカー塗りＡ種の工程２の適用

 6　有害物質の処理

　石綿含有保温材等（石綿含有けい酸カルシウム板第二種含む） の除去

測定方法

　自動測定器による測定
測定名称

　測定 4 粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

　測定 5 繊維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じん

を迅速に測定できる機器を用いた測定

　JIS K 3850-1 に基づいた測定
メンブレンフィルタ 試料の吸引

測定名称
直径（mm） 流量(l/min)

　測定 4 25 5 30

　測定 5

　測定 47 10 120

　測定 47 10 240

　測定

　石綿含有吹付け材の除去 　

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　　　　　　  　　

　　除去工法

　　　　※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による　　　 　　

　　除去した石綿含有吹付材け材等の飛散防止措置

　　　　※湿潤化　　　固形化 　　　

  　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　　　　埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　　

　　除去工法　　　　　破砕して除去　　手ばらし

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止　　　※湿潤化　　　　固形化

　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　　　　埋立処分(管理型最終処分場)

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

  　除去した石綿含有成形板の処分

　　　　※埋立処分(管理型最終処分場)　　　

  　　　石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　　　埋立処分(安定型最終処分場)

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種）の除去 　　　

　　除去対象範囲　　　図示　　　　　　

　　隔離養生（負圧不要） 方法

　　　　ビニールシート等による養生を行う　　　　

　　足場　　　図示　　　　　 

  　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第一種の処分

　　　　　埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　　　　　中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　　除去対象範囲　　　　　図示　　　　　　　

　　着工前の試験施工　　※行う　　　　　　行わない

　　除去工法

　　　　集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

　　　　集じん装置併用手工具ケレン工法

　　　　集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

　　　　集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　剥離剤併用超音波ケレン工法

　　　　剥離剤併用手工具ケレン工法

　　　　剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

　　　　剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

　　　　超音波ケレン工法（HEPAフィルター付き掃除機併用）

　　養生方法

　　　　埋め立て処分（安定型最終処分場）

　　　　埋め立て処分（管理型最終処分場）

　　　　中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　　図示　　　　　　

の処分

 3　ＰＣＢ含有
種　類 採取する部位、箇所数シーリング材

　ＰＣＢ含有シーリング分析調査 部位　　　図示　　　　

箇所数　　　　箇所

　ＰＣＢ含有シーリング分析調査 部位　　　図示　　　　

箇所数　　　　箇所

新規見え掛り 

新規見え掛り 

鋼面

っき

屋内の亜鉛めっき面 

※B種 　A種

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

  ※B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする

  ※B種又はC種の場合は改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めｼｰﾗｰとする　　 

　高日射反射率塗料塗り　Ｇ

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2） 　ＲＡ種　※ＲＢ種　　ＲＣ種 

による

　　有害物質の取扱については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に

　　処理すること。

石綿含有建材の処理

　石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第一種以外）の除去 　　　

　石綿含有仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

　(第二次判定)

　(第一次判定)

工程

工程の種別

塗付け量

（kg/㎡)

測定方法

試料の吸引

時間(min)

備考

 5　塗装

7.4.2(1)(ｲ)

7.4.2(1)(ｲ)

　Ａ種（下地調整ＲＡ種）

　Ｂ種（下地調整ＲＢ種）

　Ｃ種（下地調整ＲＣ種）

　除去した石綿含有仕上塗材の処分

[7.4.2、3] [表7.4.1～6]

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｃ種

※Ｂ種

※Ｂ種

[7.5.2～7.12.2] [表7.5.1～7.13.1]

[9.1.3～6]

21　くつふきマット
材種 受け枠

　塩化ビニル又はゴム製 　ステンレス鋼（SUS304） 

　硬質アルミニウム合金製 　硬質アルミニウム合金  

　ステンレス鋼（SUS304)製 

備考
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22　流し台ユニット

23　鋼製書架及び

物品棚

24　屋内掲示板

25　洗面カウンター

26　防煙垂れ壁

28　収納家具

寸法(mm)

Ｗ Ｄ Ｈ

　流し台 　1200 　550 　800 市販品 

　1500 　600 　850 トラップ付き  

　1800 　650 天板ステンレス製

　コンロ台 　600 　550 　620 市販品 

　600 　670 バックガード有り

　650 天板ステンレス製

　つり戸棚 　1200 　450 　500 市販品 

　900 　700 

　水切り 　1200 市販品 

　900 ステンレス製 

　600 　1段式 　　 

品質、性能

　構成材は、JIS A 4420の8により試験を行ったとき、表1の既定による。

形状

　※図示　　　　　

種　類 規格等

　鋼製書架 JIS S 1039 の規格による 　１種　　２種　　３種　

　鋼製物品棚

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　　　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　　  

材　　　種　　　メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　　人工大理石　

奥行き(mm)　　　約 450　　　約 600

　固定式
材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm)

※網入り磨板ガラス ※6.8 ※500 アルミ製枠付き

　線入り磨板ガラス

　可動式
種　　類 材　　質 高さ(mm)

　垂直降下式 ※ 不燃布 ガイドレール

　（巻取り型） （不燃認定品） 　800 　※ 固定式（壁埋込型）

　　 可動式（天井収納型）

　回転降下式 鋼板製又はアルミ製 ※500 表面仕上げ

　800 　※ 天井材張り

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

材料のホルムアルデヒドの放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　　 　　　　

材質、形状、寸法　　※図示　　　　

7

塗
装
改
修
工
事

 1　材料

 2　下地調整

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　　行う（　　　　　箇所）　　　行わない

下地調整 
下地調整の種別

下地面の種類
塗替え

木部 ※不透明塗料塗りの場合はＲＢ種

鉄鋼面 ※ＲＢ種　　　

亜鉛めっき面 ※ＲＢ種　　　

※ＲＢ種　　　

※ＲＢ種　　　 　行う

　行わない

コンクリート面(DP以外)、 ※ＲＢ種　　　 　行う

ＡＬＣパネル面 　行わない

押出成形セメント板面 　ＲＡ種　　ＲＢ種　 　行う

　ＲＣ種 　行わない

コンクリート面(DP) 　ＲＢ種　　ＲＣ種　 　行う

　行わない

せっこうボード面及び ※ＲＢ種　　　

その他ボード面

下地面等

木部 ※Ａ種　　　Ｂ種

※Ｂ種　　　Ａ種

鉄鋼面（DP以外） ※Ｃ種　　　Ａ種　　　Ｂ種

鉄鋼面（DP） ※Ｂ種　　　Ａ種　　　Ｃ種

亜鉛めっき鋼面 　Ａ種　　　Ｂ種

モルタル面及びせっこうプラスター面 ※Ｂ種　　　Ａ種

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面 ※Ｂ種　　　Ａ種

押出成形セメント板面及びコンクリート面（DP) 　Ａ種　　　Ｂ種

コンクリート面（DPのみ） ※Ｂ種　　　Ａ種

せっこうボード面及び 目地：継目処理工法 ※Ａ種　　　Ｂ種

その他ボード面 目地：継目処理工法以外 ※Ｂ種　　　Ａ種

材　種

　外観はJIS A 4420「キッチン設備の構成材」の4.1による。

　４種　　５種　　６種 　 　

　※劣化部分は除去し、活膜部分は残す　　　図示　　　

亜鉛めっき面（鋼製建具等）

せっこうプラスター面

モルタル、

種別

  ひび割れ部

の補修

備　　考

備　　考

JISによる種類

備考

[7.1.3]

 3　素地ごしらえ

※500

不透明塗料塗りの場合

透明塗料塗りの場合

　　　　　　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　　　

[7.2.1～7] [表7.2.1～7]

[7.3.2～7] [表7.3.1～7]

塗装の種類

[9.1.1、3～6]

　測定時期、場所及び測定点

　石綿粉じん濃度測定

調査対象室外部の付近測定 9

処理作業室内測定 8

処理作業室内処理作業後測定 7

　敷地境界

　施工区画周辺

（処理作業室外の場合）

排出口

集じん･排気装置の測定 5

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口測定 4

処理作業室内処理作業中測定 3

調査対象室外部の付近測定 2

処理作業室内処理作業前測定 1

測定場所測定時期測定名称

(ｼｰﾄ養生中)

測定 6

適用
（各施工箇所ごと）

測定点

　計　　　点

　計　　　点

　計　　　点

　計　　　点

出口吹き出し

風速 1m/s以下の位置

　計　　　点

　計　　　点

　計　　　点

　計　　　点

　計　　　点撤去後1週間以降)

処理作業後(ｼｰﾄ

 1　石綿含有建材の

除去工事

処理作業室内

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿

＿＿＿

＿＿

＿＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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＿＿

＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿

＿＿＿

OSCL

10　表示 　(20.2.11)

衝突防止表示 

　　設置場所　※図示　　

　　形状、寸法（　30φ　　　　　　　　　　　　　）

　材質　　　（　ステンレス製　　　塩ビシート　）

　設置しない

誘導標識、非常用進入口等の表示

　※消防法に適合する市販品

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状、寸法、材質、色、書体、印刷等の種別、

取付け形式等（室内用図記号はJIS Z 8210による）

　※図示

11　タラップ (20.2.12)

材質及び仕上げ

　　鋼製　　表面処理　溶融亜鉛めっき

　（標準仕様書表14.2.2による種別（※C種　 　　　種）　）

12　ブラインド 　(20.2.14)
ｽﾗｯﾄ幅 ﾎﾞｯｸｽ　ﾚｰﾙ 幅、高さ

形　式 操作方法 操作方法の種類 スラットの材種
(mm) の材種 取付箇所

　手動 ※ギヤ式　 ※アルミニウム ※ 25 ※鋼製 　図示

　コード式   合金製　Ｇ

　操作棒式

　電動

　手動 ※２本操作ｺｰﾄﾞ式 　 アルミスラット 　 80 ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ 　図示

　１本操作ｺｰﾄﾞ式 　 クロススラット 　 100 　合金製

　電動

縦型ブラインドのスラットの材質

　　アルミスラット　焼付け塗装仕上げ

　　クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は Ｇ とする

13　ロールスクリーン 　(20.2.15)
幅、高さ

操作方法 スクリーンの材種 その他の材料 品質等
取付箇所

　スプリング式 　ガラス繊維製 ※製造所の 　図示

　コード式 　合成、天然繊維製 　仕様

　電動式 

スクリーンの仕様

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

　ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する

　場合は　Ｇ　とする

14　カーテン 　(20.2.16)
生地の種別、 取付

形式 開閉操作 ひだの種類 備考
品質、特殊加工等 箇所

　ｼﾝｸﾞﾙ 　片引き 　手引き 　つまみひだ 　図示

　ﾀﾞﾌﾞﾙ 　引分け 　ひも引き 　箱ひだ、片ひだ

　電動 　プレーンひだ

（暗幕）

生地の仕様

　消防法で定める防炎性能の表示があるもの

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は

　Ｇ　とする

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上 　　 

15　カーテンレール 　(20.2.16)

材料による区分　　　※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　　　　　　　　　　　 ステンレス製

強さによる区分　　　※10-90　　　　   　 

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　　 

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　　 

16　ブラインド

　ボックス及び 溝幅×深さ（mm）　　90×150 　120×80 　120×150　　150×80 　図示 

カーテンボックス 材質　　　集成材（仕上げ：　　　　　　　　　　　

　　　  　アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

          種別（標準仕様書　表 14.2.1） 　BC-1種　　　BC-2種 

          色合い　　標準色（　　　　　）　　特注色(　　　　　)

        　鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　

17　天井点検口
材種 寸法 形式 外枠 内枠

※ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 　450×450 　一般形 　屋内外用 　額縁タイプ 　額縁ﾀｲﾌﾟ 

　600×600  　屋内用 　目地タイプ 　目地ﾀｲﾌﾟ 

　気密形

品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)6-2章天井点検口による

18　床点検口
材種 寸法 形式 備考

　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 　450×450 　一般形 　屋内外用 　鍵付き

　ｽﾃﾝﾚｽ製 　600×600  　密閉形 　屋内用 

　鋼製 

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。￥
品質、性能、試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)6-2章床点検口による

19　止水板

　横形

　縦形

20　エキスパンション
建築物間のジョイント金物 材質 階区分 変位追従量(mm) 耐火性能 断熱性能 備考
ｸﾘｱﾗﾝｽ(mm)

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 50 （避難経路の床等） 有り 有り

製 　階～　階 100 　　　　以上 （　　） （　　）

ｽﾃﾝﾚｽ 　階～　階 150 （その他） 無し 無し

製 　　　以上

ｱﾙﾐﾆｳﾑ 50 （避難経路の床等） 有り 有り

製 階～　階 100 　　　　以上 （　　） （　　）

ｽﾃﾝﾚｽ 階～　階 150 （その他） 無し 無し

製 　　　以上

外部に設置するものは、防水型とする。

エキスパンションジョイントカバーには、脱落防止措置を講ずる。

形　状　　　　 差込式 　　 据置式 　　 壁張り式

施工箇所　　　 図示 　　　 　

　　SUS304（スリップ止め加工　※あり　　　なし　）
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試験 　　
工　事　内　容

建築 電気 機械  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　行う（　　箇所）   　   　行わない 　　

別　
　

記 
 
 

２

解体、穴明け  路床締固め度の試験　　　　　　　　行う（　　箇所）     　 　行わない 
鉄筋コンクリート、コンクリート 鉄筋補強  現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　行う（　　箇所）        　行わない 

ブロックの　柱、梁、壁、床に スリーブ、型枠（補強筋無し）  六価クロム溶出試験　　　　　　　　行う（現場説明書による）　行わない 

開
口
部

設ける開口 スリーブ、型枠（補強筋有り）路盤 
埋戻し、穴埋め（補強筋無し）  路盤の厚さ　　　図示　　 
埋戻し、穴埋め（補強筋有り）路盤材料（改修標準仕様書表9.5.3による種別）

軽量鉄骨下地天井、壁ボード類に 開口補強　クラッシャラン　　粒度調整砕石　　再生クラッシャラン　Ｇ
設ける開口 切込み　　（開口補強有り）　再生粒度調整砕石　Ｇ　　クラッシャラン鉄鋼スラグ　Ｇ

切込み　　（開口補強無し）　粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ　　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ　Ｇ
屋内 配電盤、制御盤、ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 躯体と一体のもの舗装の構成　　　　　　　　図示　　　　

受水槽、タンク類等 上記以外のもの開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　行う　　　行わない
基　

　

礎

屋上 テレビアンテナ、避雷針、 躯体と一体のもの舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　　　　　　
高架水槽、クーリングタワー 上記以外のもの

消火水槽等

屋外 キュービクル、受水槽、 鉄筋コンクリート製 1　土工事
タンク類等 無筋コンクリート製、その他1.　埋め戻し及び盛り土 (3.2.3）(表3.2.1)

架台、アンカーボルト
点
検
口

　　　　種別　　A種 　※B種 　　C種 　　D種
床、壁、天井　　　　　　　　建設汚泥から再生した処理土　Ｇ
配管ピット、トレンチピット　　千葉県条例に基づく「建設発生土管理基準」及び「建設副産物処理基準」

　　　(別記ー1)に基づき適正に処理すること。

機器付属の制御盤（接地とも） 一次側2. 建設発生土の処理 (3.2.5)
二次側　　　構外搬出適切処理（別記－１による）

熱感知器から連動制御盤を経て防火ダンパーに至る配線配管　　　構内指示の場所に敷き均し、　　構内指示の場所に堆積、　（
防火シャッターから熱感知器に至る配管

防火シャッターから熱感知器に至る配線 2　コンクリート

ブロック工事 1.　補強コンクリートブロック造 (8.2.2～5)

　ブロックの種類：＿＿＿＿＿＿＿

モジュール
断面形状及び圧縮強さ 正味厚さ

呼び寸法（㎜） 化粧の有無 適用箇所 備考
による区分 （㎜）

長さ 高さ

　無、　有

　無、　有

　モルタル調合（容積比）　：　（セメント（　　　　　　：砂（　　　　　　

　各部の配筋　：　※図示、　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲　：※図示、　（　　　　　　

2.　コンクリートブロック帳壁及び塀 (8.3.2～4)

　ブロックの種類：＿＿＿＿＿＿＿
モジュール 表8.3.1

断面形状及び圧縮強さ 正味厚さ
呼び寸法（㎜） 化粧の有無 以外の 備考

による区分 （㎜）
長さ 高さ 適用箇所

　空洞ブロックC(16) 　無、　有

　型枠状ブロック20 　無、　有

　無、　有

　塀の厚さ（㎜）　：

塀の高さが2m以下　　※120 、　（　　　　　　　　　　　　

塀の高さが2m超え　　※150 、　（　　　　　　　　　　　　

壁鉄筋の接手、定着及び末端部の折り曲げ形状　：　※図示、　（　　　　　　　

各部の配筋　：※図示、　（　　　　　　　　　　　　

 3　ガラス

クリーニング 施　工

　※外壁面に取りつく金属製建具の既存ガラスクリーニング(両面)は本工事とする。

 4　既存建具金物調整

　　破損及び滅失金物は、交換又は取付、その他の金物は調整する。

調整建具箇所

　　　　金属製建具　（　　内外共　　　外部　　　　　　　　　　

　　　　木製建具

 5　コンクリート

二次製品 　千葉県型コンクリート二次製品はエコセメント使用品を原則とし、

　これによりがたい場合は、監督職員と協議するものとする｡

 6　上ガス対策

　なし　　　あり（　自然換気口　　ガス抜き管　　強制換気装置　　ガス検知器

　　　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　

　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

仮設足場（参考）

枠組み本足場 最上段については、手すり先行専用足場型といえども

二段手すり及び幅木（つま先板）を設置すること。

二段 （高さ150mm以上の金属製とし、両側に設置する。）

手すり 手すりの安全帯取り付け強度を確認すること

鋼製布板
最上段

H=850以上で中さんを有する

8
5
0
以
上

丈夫な手すりとする

二段手すり

幅木(つま先板)は高さ150mm以上
中間段

の金属製とし、両側（外部及び

躯体側）に設置する。

枠組み本足場
ブレース

鋼製布板

中間段

建枠

注）墜落防止のため、内側(躯体側)

に上さんを設置すること。

（高さ850㎜以上）
根がらみ

最下段

ＧＬ

「働きやすい安心感のある足場」手すり先行専用足場型概念図

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」につい

て」（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工

法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関

する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組

立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用

足場方式により行うこと。

インサート、吊りボルト

換気扇枠

外部取り付けガラリ(ダクト、チャンバー接続用フランジを含む)

更新配管に係る床・壁はつり補修工事

壁換気扇用アルミパネル

同上アルミパネルの穴明け

給気口

洗面カウンター

受水槽・空調室外機フェンス

床コンクリートはつり、復旧工事

24時間スイッチ

換気扇の電源接続工事

和便器の新設・撤去箇所のコンクリートはつり

和便器の撤去

和便器の新設・撤去あとのコンクリート復旧

手摺下地,洗面カウンターの合板設置及び補強

上記以外の衛生器具の補強

鏡の撤去・新設

外部足場の設置

配
管
配
線

そ
の
他

　　　　　　　　　生石灰（　特号　　1号）　 　　消石灰（　特号　　1号）

　図示

　図示

　図示

　Ａ種　　Ｂ種　　Ｃ種  　Ｄ種　　　　　

Ｇ

工法

不陸等の下地調整　　　

断熱材の施工　　　断熱材製造所の仕様による　　　　

外壁材の施工　　　外壁材製造所の仕様による　　　　

通気層の有無　　　有（　　　　㎜）　　　無

 4　外断熱改修工事 　断熱材

　外装材
種類 防火性能

　^m

鋼材

笠木

 5　断熱･防露改修

工事　Ｇ

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  

  ※Ｆ☆☆☆☆　　　　  

　断熱材打込み工法

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　　種類　　　　　　　

　　厚さ(mm)　　　　　

　　施工場所　　　　　

　断熱材現場発泡工法

　　断熱材の種類　　　Ａ種１　　Ａ種１Ｈ

　　吹付け厚さ(mm)　　25　　　　30　　　　　

　　施工場所　　　　図示　　　　　

　断熱材後張り工法

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　　種類　（　　　　　　　　　　厚さ（mm) 　　（　　　　　　　　

　断熱材にせっこうボード等を貼り付けたパネル

 6　屋上緑化改修工事

Ｇ 植栽基盤及び材料

 ^m　屋上緑化軽量システム

 ^m

工法 　

  1-4 適用区分による風圧力の（　1 　1.15　　1.3）倍の風圧力に対応した工法

既存保護層の撤去　　　行う　　　行わない 

 7　透水性

適用範囲：歩道

　　舗装改修工事 既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　　　　　　

路床 

　路床の材料 
種別 材料

　盛土 

　凍上抑制層 

　切込み砂利 

　砂（改修標準仕様書表9.5.1による）

　フィルター層 

アスファルト

　　行う　　　　　　行わない

　路床安定処理　　　適用する　　　適用しない

　　路床安定処理添加材料

　　　　種類　　　普通ポルトランドセメント　　　高炉セメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　　フライアッシュセメントＢ種

　　断熱材の種類　　　

　　断熱材の厚さ（㎜）　　　

　　施工箇所　　図示　　　　

工法

　材質　　　　　　　　　　　厚さ　　　　　　　（㎜）

　張り付け工法

断熱材の張り付け工法　　　　

断熱材へのボードの張付け工法　　　

既存外壁の処置

　既存外壁仕上材の撤去　　　行う　　　行わない

　下地面の清掃　　　行う　　　行わない

　欠損部の改修工法

　1-4 　適用区分による風圧力（　1 　1.15  　1.3）倍の風圧力に対応した工法

外装材の外壁への取付け　　　図示　　　　

　建設汚泥から再生した処理土　Ｇ

　再生クラッシャラン　Ｇ　　クラッシャラン 

[9.2.1～4]

[9.3.2～4]

備考

厚さ(mm）

　　安定処理の方法　　置き換え工法（　　　　　　　安定処理工法　

　見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　※図示　　　　

　芝及び地被類の種類等　　※図示　　　　　　

新植した芝及び地被類の枯保証の期間　　※引き渡しの日から１年　　　　

かん水装置　　設置する（種類　　　　　　　　　　　

　目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

　　　安定処理土のＣＢＲ試験　　　　

　ジオテキスタイル 

　　単位面積質量　　　60g/㎡以上　　　　

　　厚さ（㎜）　　　0.5～1.0　　　　

　　引張強さ　　　98N/5㎝（10kgf/5㎝）以上　　　　

添加量　　　　　　　kg/ｍ3  （目標CBR 　※３以上　　　　　　　

　　透水係数　　　1.5×10-1㎝/sec以上　　　　

　　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　　　　

フェノールフォーム断熱材又は保温剤、接着剤のホルムアルデヒド放散量

開口部等補修のための張付け用の接着剤のホルムアルデヒド放散量

　改修標準仕様書表8.2.7による。

　改修標準仕様書3章9節による。

　改修標準仕様書4章による

[9.4.1～4]

[9.5.2～5、9] [表9.5.7]

凍結抑制層に用いる材料に砂を用いる場合の粒度試験

品質、性能及び試験方法は建築材料等品質性能表（改修）(2)9章　屋上緑化改修による

笠木の施工　　　改修標準仕様書3章9節による　　　　

　改修標準仕様書表9.5.3(2)(ｳ)による

8
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手すりの設置

 1　共通事項 1)「千葉県建設リサイクル推進計画2016ガイドライン」に基づき、本工事に係る「再生

　資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を「建設副産物情報交換システム

　(COBRIS)」により作成し、施工計画書に含め各１部提出すること。

　また、計画の実施状況(実績)については、「再生資源利用実施書」及び「再生資源

　利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システム工事登録証明書」を同システ

　ムにより作成し、各１部提出するとともに、これらの記録を工事完成後五年間保存

　しておくこと。

◎作成対象工事

　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」は請負金額が、「再生資源

　利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」並びに「建設副産物情報交換システ

　ム工事登録証明書」は最終請負金額が１００万円以上の全ての工事について建設資

　材の利用、建設副産物の発生・搬出の有無にかかわらず作成する。

2)「建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準｣　に基づき、建設副産物の処理に

　先立ち、「建設副産物処理承認申請書｣　を作成し、監督職員の確認を受け、同申請

　書を１部提出すること。なお、建設廃棄物の処理を委託する場合は、収集運搬又は

　処分について許可業者と各々建設廃棄物処理契約を締結し、｢建設廃棄物処理委託

　契約書｣を監督職員に提示するとともに、同契約書の写しを同申請書に添付すること。

　建設副産物の処理完了後速やかに､「建設副産物処理調書」を作成し､１部提出すると

　ともに、実際に要した処理費等を証明する資料(受入伝票、写真等)を監督職員に提示

　し確認を受けること。

3） 建設副産物の処理に当たって、産業廃棄物管理票制度に基づく紙マニフェスト方式に

　よる場合は、原則として複写式伝票の D 票及び E 票を提示すること。

　また、電子マニフェスト方式による場合は、原則として廃棄物の処理及び清掃に関す

　る法律に基づき指定された情報処理センターが発行する当該工事のマニフェスト情報

　を収録した電子媒体又は建設廃棄物の引渡し時、運搬終了時及び処分終了時に登録さ

　れる情報を印刷したもの（受渡確認票等）を提示すること。

 2　建設発生土

土砂等に係る条例を遵守し、また、「建設発生土管理基準」及び「建設副産物に係る

なお、この基準は次のものに適用する｡

　　埋立て或いは、工事間利用等をする建設発生土の管理

　　公共工事以外から搬入される土砂等の管理

（１）指定（Ａ）（工事間利用）の場合

　　　発生する建設発生土のうち、下記に示す発生土については、工事間利用を図り

　　　指定地に搬出するものとする。

　　　　ア　搬出先（相手先工事名、工事場所等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　町地先

　　　　イ　土質及び処分量　：　第　　　種建設発生土　　　　　ｍ3

　　　　ウ　搬出時期　　　　：　令和　　年　　月～令和　　年　　月

（２）指定（Ａ）（その他）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、　　　　市　　　　町地先に搬出するものとする。

（３）指定（Ｂ）の場合

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

 3　路盤廃材
片道運搬 処分方法

数　量 搬出先 備　考
距離

※中間処理場
　路盤廃材 ｔ ㎞

　最終処分場

 4　建設廃棄物等
片道運搬 処分方法

数　量 搬出先 備　考
距離

　コンクリート塊 ※中間処理場
ｔ ㎞

　（無筋） 　最終処分場

　コンクリート塊 ※中間処理場
ｔ ㎞

　（有筋） 　最終処分場

※中間処理場
　アスファルト塊 ｔ ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　その他がれき類 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　廃プラスチック m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　金属くず ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　その他くず類 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　廃石膏ボード m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　混合廃棄物 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　建設汚泥 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
　カッター汚泥 m3 ㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

※中間処理場
㎞

　最終処分場

　スクラップ控除 ｔ ㎞ ※有価物処理

その他特記事項

　①発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　無　　有　品目名（　　　　　　－処理方法（　　　　　　　　　　

　③現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　

　上記　２建設発生土　３路盤廃材　４建設廃棄物等の数量については積算のための参考

　数量とし、運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員に報告するものと

　する。

　②特別管理産業廃棄物

　混合廃棄物

　（アスベスト含有）

m3

m3

kg

処理基準及び再生資材の利用基準」に従い適正に処理を行うこと。

別　
　

記 
 
 

１ 
 
 
 
 
 

「
建
設
副
産
物
の
処
理
」
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あと施工アンカーの材料等 [8.2.4][8.12.1]

アンカー本体の径及び有効埋込み長さ　※図示による（　　　　　　　　　

接合筋の種類、径、長さ　　　図示による（　　　　　　　　　　

性能確認試験　試験方法及び試験数　　　図示による（　　　　　　　

 1　あと施工アンカー

引張耐力　　　　　kN　　　※図示による（　　　　　　　　　　

せん断耐力        KN　　　※図示による（　　　　　　

 2　穿孔

アンカー穿孔前に鉄筋探査器等を用いて障害物の確認をすること

作業者の資格

[8.12.4]

　あと施工アンカーの施工に際し、JCAAの資格取得者（主任技師、第１種施工士、特２種

　施工士のいずれか）を現場毎に１名以上配置し、その指導の下、施工を行う。

穿孔前の埋込み配管等の探査方法

　JASS5 11.10.cに規定された非破壊検査を行う

　鉄筋探査器により探査し、鉄筋、配管類の位置に墨出を行う

鉄筋探査器の探査方法

　CD管及び非金属類の探査が可能である機器とする

　はつり出しによる

鉄筋探査機の性能

 3　施工確認試験

試験方法

　※引張試験機による引張試験

確認強度

　　図示による　ただし、1ロットは、1日に施工されたものの各径及び各仕様ごととする。

[8.12.7]

　金属系アンカー（耐震補強用）セット方式　※本体打込み式改良型　　　　

　電磁波レーダー法又は電磁誘導法

　電磁波レーダー法（３Ｄ表示対応型）
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＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市
＿＿

＿＿町地先

＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市

＿＿町地先

＿＿郡市
＿＿

＿＿町地先

＿＿郡市
＿＿

＿＿町地先

＿＿郡市
＿＿

＿＿町地先

＿＿ ＿＿

●

●

●

●
●

●
●

●
●

10

10

10

10

●

●

＿＿

10

10

●

●

13.5
●

● 0.6

0.2

0.1

10

10

●

●

●

11.1

3.3

0.8

459

＿＿＿＿＿） 〇

＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿） 〇

＿＿＿＿＿） 〇

＿＿＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿

〇

〇

＿＿

＿＿

〇＿＿＿＿＿＿

〇

〇＿＿＿＿＿＿

〇 〇＿＿＿＿＿＿

●

〇

〇

●

● ●

●

●

●

●

●

●

〇

〇

●

●

〇

〇

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬＲＥＭＡＲＫＳ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社
A3:　－

A1:　－

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＤＡＴＥ

建築改修工事特記仕様書(8) ０８

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事） 2024.12.26  



富士吉田市役所

至山中湖

昭和大学

至東京

中央高速道路

富士急

ﾊｲﾗﾝﾄﾞ

武臓野市立高原学園

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

道路

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

案内図

工事場所　:　山梨県富士吉田市吉田4443番地

植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

⑤
倉庫

④
ポンプ室

③
渡り廊下

：工事建物を示す。

薪置場

第１ファイヤー場へ

外灯
※支柱のみ

地流し

掲揚ポール×2

配置図　1/300

N

ゴミ焼却場

薪置場

炊事場

フェンス

フェンス

擁壁

外灯

百葉箱

藤棚
テーブル
ベンチ 外灯

外灯

電柱

飼育小屋
1100×1150×H2200

インジケーター

給油口

電柱
消火器BOX

外灯

外灯

Ｕ字溝・SUSグレーチング

電柱

集水桝
600×600

キュービクル

木製遊具
6500×1100×H1000

職員用駐車場

⑥
炊事場

第２ファイヤー場

駐車場

②
体育館

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＲＥＭＡＲＫＳ A1:1/300

A3:1/600

０９

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　案内図・配置図

2024.12.26  



概要 凡例 法定不燃・準不燃・耐火材料一覧表（シックハウス種別）

外部仕上表

改　修　後改　修　前 改　修　前 改　修　後

コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）　アクリルリシン吹付【既存のまま】

コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）　アクリルリシン吹付【既存のまま】

一部、鉄筋コンクリ－ト木ゴテ押エ

スラブ又は土間コンクリ－トの上、レンガタイル貼、厨房前、スロープ部も同様

天端：防水モルタル・金ゴテ【既存のまま】

見付・庇裏：合板型枠コンクリ－ト打放しアクリルリシン吹付【既存のまま】

袖壁：コンクリート打放しリシン吹付（内外）、前面：唐松丸太末口１００φ横張り【既存のまま】

床：防水モルタル塗の上木製スノコ張り、木部 防腐剤処理【既存のまま】

鉄部：ＯＰ塗、木部：ＯＳ又は防腐剤処理【既存のまま】

丸太末口１００φ、防腐剤処理【既存のまま】

手摺子：丸太末口１８０φ＠１８００　全て防腐剤処理【既存のまま】

床：唐松換立材ｔ＝３０、手摺：丸太末口２１０φ【既存のまま】

窓：アルミニウム製（一部ジュラクロン処理）、扉：鋼製（ジュラクロン処理）ＯＰ塗【既存のまま】

窓台：プレキャストコンクリ－ト製一部防水モルタル金ゴテ＋シーリング【シーリングのみ撤去】

笠木：ＳＵＳ製　１２６０×１２６０・９１０×９１０【撤去】

コンクリート打放し　モルタル金ゴテ【既存のまま】

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

一部、フレキシブルボードｔ＝４の上リシン吹付【一部撤去】

屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

アスファルトシングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】

竪樋：硬質塩ビ管（ＶＰ管）φ100【既存のまま】

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

モルタル

モルタル

モルタル

ＲＣ

モルタル

モルタル

踏込：レンガタイル貼

モルタル金ゴテ

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

一部スラブ上束立

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

モルタル防水

軽量コン

―

ラワン　ＯＳＣＬ

踏込モルタル

ラワン　ＯＳＣＬ

―

１００

１００

―

１００

１００

１５０

―

― ―

― ―

― ―

― ―

― ― ＲＣ

ＲＣ

ＬＧＳ
ＲＣ

１００ ―

―

― ― ― ―

ＲＣ― ―

― ― ―

ＲＣ

― ― １２５０ ＲＣ

― １２５０

モルタル刷毛引き リシン吹付

防水モルタル金ゴテ

― ―

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

モルタル下地 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

既存のまま―

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

半磁器タイル
１００角

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

―

―

―

モルタル金ゴテ

―

―

―

ＬＧＳ

―

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＲＣ

ＲＣ
ＬＧＳ

―
ＲＣ
ＬＧＳ

ＬＧＳ

合板型枠コンクリ－ト打放しリシン吹付　
一部合板貼り目透貼　ＯＳＣＬ

合板貼り目透貼　ＯＳＣＬ

―

ＲＣ

―

―

―

モルタル
刷毛引き

モルタル
刷毛引き

モルタル
刷毛引き

モルタル
刷毛引き

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

モルタル金ゴテＶＰ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ

半磁器タイル

１００角

左同左同

―

塩ビ

―

― 直天井

直天井

２２５０

― ２８５０

―

２２５０

２２５０

２５５０

―

２８００

２８００

３１２０

塩ビ

塩ビ

塩ビ

塩ビ

― 直天井

― 直天井

塩ビ

踏込：レンガタイル貼
フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

改修後

ＬＧＳ
ＲＣ

ＬＧＳ
ＲＣ

ラワン　ＯＳＣＬ ―
ＬＧＳ
ＲＣ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５（一部モルタル） 寒冷紗貼 ＶＰ

一部：丸太半割ＯＳＣＬ

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５（一部モルタル） 寒冷紗貼 ＶＰ

一部：丸太半割ＯＳＣＬ、ケイカル板
合板貼り目透貼 ＯＳＣＬ、一部ケイカル板
増築部：ジプト－ン

ビニルタイル　ｔ＝２．０

踏込レンガタイル貼
合板型枠コンクリ－ト打放しリシン吹付

２１９０

２１７５

― ―１００

３２９０～

５２５０

３２９０～

５２５０

塩ビ

塩ビ改修後

　軽量コン
【一部撤去】 １００ ―

モルタル金ゴテ
― ＬＧＳ

ＶＰ
―

ＬＧＳ
ＲＣ

モルタル

アスファルト防水

軽量コン

既存のまま 既存のまま

モルタル（ＶＰ塗）

―左同

―

―

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

左同

ＶＰ

既存のまま 既存のまま

既存のまま

既存のまま

―

―

ラワン　ＯＳＣＬ
【既存のまま】

ＥＰ－Ｇ塗装

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５（一部モルタル） 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【一部撤去】
踏込：フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

設備基礎【撤去】
モルタル刷毛引き【既存のまま】 コンクリ－ト打放し【既存のまま】モルタル金ゴテ【既存のまま】

配管保温材（雑排水管）、パッキン（温水ボイラー）、パッキン（真空暖房ポンプ）【撤去】

暖炉：煙道封じ込め【新設】
下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

照明器具【新設】
モルタル金ゴテ【一部新設】 劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

磁器モザイクタイル　２５角敷【既存のまま】

フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８【撤去】

床暖房【新設】（設備工事）

厨房機器【一部改造】（設備工事）

磁器モザイクタイル　２５角敷、スノコ敷

側溝廻り：モザイクタイル　５０角敷

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル
下り壁フレキシブルボード

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ【撤去】 トイレブース（男女共）【撤去】、天井点検口（男女共）【撤去】
和便器、小便器【撤去】（設備工事）

モルタル下地部：浮き部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装

その他壁：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

１００ビニル巾木

ＬＧＳ

モルタル下地 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

ＲＣ
【既存のまま】

左同
―

―
１００

（男子のみ）
下地調整＋１００角 半磁器タイル【一部新設】（男女共）ＲＣビニル巾木【新設】

ＬＧＳ【新設】 壁（新設）：耐水合板 ｔ＝１２＋１２＋メラミン化粧合板ｔ＝３．０【新設】（男子のみ）
フレキシブルボードｔ＝４　目透し張＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

トイレブース（男女共）【新設】、天井点検口（男女共）【新設】
ライニング（男子）【新設】　洋便器、小便器【新設】（設備工事）

調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

下地調整（レベリング材 ｔ＝１３．０ ）の上
長尺塩ビシート　ｔ＝２．０（防汚防滑）【新設】

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】

フレキシブルボードｔ＝４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】

既存のまま

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

裏玄関

廊下Ａ

倉庫（１）

玄関ホ－ル

談話ホ－ル

食堂

食品庫

便所（男・女）

機械室

玄関

内部仕上表

・・・アスベスト含有の箇所

室　名
下地

階

１階

巾木

仕上 高さ

腰壁

仕上
下地

高さ
仕上 仕上下地柱型 梁型 廻縁 天井高

既存

床 壁 天井

備考
仕上

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

厨房

・・・アスベスト含有の箇所（配管保温材：レベル２　/　その他成型材：レベル３） 室名 ・・・改修工事実施範囲

■外壁補修

・劣化部位の補修後（爆裂・ひび割れ）、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）を施工する。（劣化部位は立面図参照）

■外壁廻りシール打ち替え ■外構改修 ■内部改修

屋上

外壁

柱型・梁型 下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

袖床

軒天

外巾木

庇
プロパン置場

バルコニ－

建具
開口部廻り

デッキ

塗装 鉄部：下地調整の上、DP塗装（2級）【新設】、木部：下地調整の上、ＳＯＰ塗装【新設】

２階・手摺 木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

煙突 下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

・建具廻りのシーリングを打替える。 ・内装劣化箇所（クラック、膨れ、塗装剥げ等）の部分的な改修を行う。

・既存湿式の便所を乾式へ改修を行う。

・敷地入口部分の植栽一部撤去

変成シリコン系シーリング【新設】

前面：木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

袖壁（内外）：下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

見付：下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】　庇裏：下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

軒樋
竪樋

・設備改修（配管）に伴う一部植栽の伐採、伐根

床：下地調整の上、ＳＯＰ塗装【新設】、手摺・手摺子：木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

水洗い後、ポリマーセメント系微弾性塗材【新設】

フレキシブルボードｔ＝４＋外装薄塗材Ｓｉ【一部新設】

下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

天端：下地調整の上、ウレタン塗膜防水（Ｘ－２）【新設】

■防水改修

・高圧洗浄の上トップコート塗替による改修。

平場、立上り：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

既存のまま

既存のまま

高度地区

防火地域

用途地域

区道（法42条1項1号道路）

なし

建設地

敷地面積

道　路

及び
地域地区

工事名称

防火指定等

鉄筋コンクリート

鉄骨

軽量気泡コンクリート

中空押出成形セメント板

軽量鉄骨下地

木

耐候性塗料塗（フッ素樹脂塗装）

耐候性塗料塗（アクリルシリコン樹脂塗装）

耐候性塗料塗（ポリウレタン樹脂塗装）

クリヤラッカー塗

合成樹脂調合ペイント塗

アクリル樹脂系非水分散形塗料塗

つや有合成樹脂エマルションペイント塗

ビニルクロス（防火種別1－6程度）

GB－Ft＝21、15、12．5（強化石こうボード）

GB－R－Ht＝9．5（硬質石こうボード）

GB－Dt＝9．5（天井用）（化粧石こうボード）

化粧0．8FKt＝6（化粧けい酸カルシウム板）

0．8FKt＝6（けい酸カルシウム板）

FKt＝10（けい酸カルシウム板）

DRt＝9、12、15（岩綿吸音板）

GB－Rt＝12．5（石こうボード）

ビニルクロス（防火種別1－6程度）

タイルカーペット

ビニル床タイル

グラスウール

ロックウール

長尺塩ビシート

ソフト巾木

アルミスパンドレル

ガルバリウム鋼板

SOP、EP、EP－G、NAD

RC

LGS

S

ALC

ECP

W

NAD

DP－A

EP－G

DP－B

DP－C

SOP

CL

材料名 材料名合成樹脂エマルションペイント塗り

オイルステイン塗り

木材保護塗料塗り

ヘアーライン

OS

WP

HL

EP

GB-R 石膏ボード

GB-D 化粧石膏ボード

GB-S 耐水石膏ボード

GB-F 強化石膏ボード

GB-NC 不燃積層石膏ボード

DR 岩綿吸音板

不燃NM－0850

不燃NM－8585

不燃NM－8697

不燃NM－8605

不燃NM－8600

不燃NM－3448

認定番号

不燃NM－9639

不燃NM－8615

不燃NM－0441

不燃NM－2371

不燃NM－1864

不燃NM－8599

不燃NM－0850

不燃NM－8578

不燃NM－1217

不燃NM－9645

不燃NM－8619

F☆☆☆☆

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

規制対象外

認定番号 S．H．種別

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

規制対象外

F☆☆☆☆

規制対象外

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

規制対象外

規制対象外

S．H．種別

FK ケイ酸カルシウム板

SUS ステンレス

GB－St＝12．5（耐水石こうボード）

地名地番：山梨県 富士吉田市　上吉田　熊穴　4443～2他

北側前面道路幅員：6．0m

14，951（㎡）

なし

その他

法廷建蔽率

日影規制

建築面積

延床面積

建物高さ

法定容積率 200％

国立公園普通地域（自然公園法）

里地里山・富士山麓景観形成地域（富士吉田市景観計画）

なし

10.765ｍ

GB－Rt＝9．5（石こうボード）

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

住居表示：山梨県富士吉田市上吉田４４４３番地

 774.490㎡

1002.740㎡

70％

なし

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＲＥＭＡＲＫＳ A1:-

A3:-

１０

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事） 2024.12.26  

本館棟　概要・外部仕上表・内部仕上表(１)



改修後

モルタル

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

ビニルタイル　ｔ＝２．０

ビニルタイル　ｔ＝２．０

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ
踏込：レンガタイル貼

塩ビタイル

改修後

改修後

モルタル

モルタル ビニルタイル　ｔ＝２．０

改修後

改修後

モルタル

モルタル

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

モルタル

モルタル

モルタル

モルタル

タタミ　

タタミ　

改修後

モルタル
フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ
踏込共

モルタル

モルタル

モルタル

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

踏面：ラワンｔ＝３５
蹴込：ラワンｔ＝２５、ＯＳＣＬ

踏面：ラワンｔ＝３５
蹴込：ラワンｔ＝２５、ＯＳＣＬ

改修後

改修後

改修後

モルタル

モルタル

モルタル タタミ　

タタミ　

タタミ　

改修後

改修後

モルタル

モルタル

タタミ　

タタミ　

ラワン　ＯＳＣＬ １００ ― ―

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

踏込レンガタイル貼

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

― ―

― ―

― ―

― ―

― ―

ＬＧＳ
ＲＣ

ＲＣ

ＬＧＳ
ＲＣ

ＬＧＳ
ＲＣ

ＲＣ

ＲＣ

― ―

モルタル金ゴテ

手洗場：モルタル金ゴテ

ＬＧＳ【一部撤去】

１００ ― ― ＲＣ

１００
ラワン　ＯＳＣＬ
【撤去】 ― ― ＲＣ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

モルタル（ＶＰ塗：ベージュ）

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ ― ―― ＬＧＳ１００

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

タタミ寄せ

タタミ寄せ

ラワン　ＯＳＣＬ

ラワン　ＯＳＣＬ

― ―１００ ＬＧＳ

キッチン廻り１００角タイル貼

― ―１００

― ――１００
ＬＧＳ
ＲＣ

踏込モルタル

ラワン　ＯＳＣＬ １００

１５０
―

ＬＧＳ
ＲＣ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ビニルクロス貼

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ビニルクロス貼

―

１００ ―― ＲＣ

― ―１００
ＲＣ

ＬＧＳ

――
ＲＣ

ＬＧＳ

――
ＲＣ

ＬＧＳ

ＲＣ
丸太半割ＯＳＣＬ【撤去】ＬＧＳ【撤去】

― ――１００

―

ＲＣ

―

―

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２ 寒冷紗貼 ＶＰ

ＧＢ－Ｒ　ＶＰ塗装

ＧＢ－Ｒ　ＶＰ塗装

ＧＢ－Ｒ　ＶＰ塗装

タタミ寄せ

タタミ寄せ

ソフト巾木

― ―

― ―

― ― ――

―

１００

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ＲＣ・木
ＬＧＳ

ＲＣ・木
ＬＧＳ

ＲＣ・木
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

ソフト巾木

ソフト巾木

― ―

― ――

１００

１００

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ＲＣ・木
ＬＧＳ

ＲＣ・木
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

モルタル金ゴテ
― ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ

―

―

―

―

モルタル金ゴテ ―

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ―

合板貼り目透貼　ＯＳＣＬ

合板貼り目透貼　ＯＳＣＬ

合板貼り目透貼　ＯＳＣＬ

合板型枠コンクリ－ト打放しリシン吹付　

モルタル金ゴテ モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ モルタル金ゴテ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ

ＧＢ－Ｒ（ＶＰ塗：白、グレー）

ＬＧＳ

ＬＧＳ

―

ＬＧＳ―
モルタル金ゴテ

モルタル金ゴテ
ビニルクロス貼

ＬＧＳ

ＬＧＳ―
モルタル金ゴテ

ＬＧＳ―
モルタル金ゴテ
ビニルクロス貼

ＬＧＳ
モルタル金ゴテ

―

ＬＧＳ
モルタル金ゴテ

―

モルタル金ゴテ
ＬＧＳ プラスタ－ボードｔ＝９　布クロス貼

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝９下地ビニルクロス貼

ＬＧＳ―
モルタル金ゴテ

ＬＧＳ―
モルタル金ゴテ

― ＬＧＳ
モルタル金ゴテ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝９下地ＶＰ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝９下地ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

モルタル金ゴテ
ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ＶＰ

ＶＰ

―

塩ビ

塩ビ

―

―

直天井

２５００

２２５０

２２５０

２２５０

― ２２５０

塩ビ ２２３０

塩ビ ２２５０

塩ビ ２２５０

塩ビ ―

塩ビ ２２００

塩ビ

塩ビ ２３００

塩ビ ２３００

塩ビ ２３００

塩ビ ―

塩ビ ２２５０

２２５０

塩ビ

塩ビ

塩ビ

２４５０

２４５０

２４５０

塩ビ

塩ビ

２４５０

２４５０

手摺：ラワンＯＳＣＬ

手摺：ラワンＯＳＣＬ

フェルトｔ＝１０、絨毯敷ｔ＝８

フェルトｔ＝１０、絨毯敷ｔ＝８

既存のまま ― ―１００

― ―１００既存のまま

ＬＧＳ
ＲＣ

既存のまま 既存のまま

―左同

―左同

プラスタ－ボードｔ＝９　ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５（一部モルタル） 寒冷紗貼 ＶＰ

一部：丸太半割ＯＳＣＬ

モルタル金ゴテ

ラワン　ＯＳＣＬ

手摺壁：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２.５下地ＶＰ

プラスタ－ボードｔ＝９　

プラスタ－ボードｔ＝９　

プラスタ－ボードｔ＝９　

２２３０

２２３０

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま 既存のまま

塩ビ
【一部新設】

塩ビ
【一部撤去】

塩ビ
【一部撤去】

ラワン　ＯＳＣＬ
【既存のまま】

ＥＰ－Ｇ塗装

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ
寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ
寒冷紗貼＋プラスタ－ボードｔ＝９　ＶＰ【一部撤去】

ビニルタイル　ｔ＝２．０ モルタル金ゴテ【既存のまま】 寒冷紗貼＋プラスタ－ボードｔ＝９　ＶＰ【一部撤去】

換気扇【新設】（設備工事）
ＧＢ－Ｒｔ＝９．５＋ＥＰ－Ｇ塗装【一部新設】

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ モルタル金ゴテ ＶＰ【既存のまま】 寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ＶＰ【既存のまま】

クラック補修

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

２６５０

２６５０

２２５０

２２５０
― ―１００既存のまま既存のまま 既存のまま ―既存のまま 既存のまま既存のまま 左同

塩ビ
【一部新設】

ＧＢ－Ｒｔ＝９．５＋ＥＰ－Ｇ塗装【一部新設】

― ―１００既存のまま ―既存のまま既存のまま 左同 既存のまま 塩ビ ２２５０

モルタル金ゴテ ＶＰ フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰフローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【撤去】

既存のまま 既存のまま

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

２２５０

一部下り天井クロス貼

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ビニルクロス貼

ルーバー：ケイ酸カルシウム板ｔ＝４＠１５０【撤去】

取付下地＋アルミルーバー（木目調シート）１５０×２０　＠２００【新設】

モルタル下地補修　ｔ＝１５＋長尺塩ビシート　ｔ＝２．０（防汚防滑）【新設】

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

事務室

リネン室

通用口
（洗濯場）

倉庫（３）

湯沸室

廊下Ｂ

物入

２階 既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

談話コ－ナ－

階段Ｂ

管理住居

管理住居

ＤＫ

管理住居

和室４．５帖

管理住居

和室６帖

更衣室

館長室

階段Ａ

既存

既存

既存

宿泊室Ａ

宿泊室Ｃ

宿泊室Ｂ

既存

既存

宿泊室Ｄ

宿泊室Ｅ

内部仕上表

室　名
下地

階

１階

・・・アスベスト含有の箇所

巾木

仕上 高さ

腰壁

仕上
下地

高さ
仕上 仕上下地柱型 梁型 廻縁 天井高

廊下

室名 ・・・改修工事実施範囲

研修室

洗濯室兼便所

床 壁 天井

備考
仕上

管理住居

便所　洗面所

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　内部仕上表(２)

2024.12.26  



改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

改修後

モルタル

モルタル

木

モルタル

木

モルタル

木

タタミ　

一部フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

合板ｔ＝５、中棚共

合板ｔ＝５、

ナラフローリングｔ＝１５　ＯＳＷ

アスファルト防水、磁器小口タイル貼

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ

モルタル

モルタル

踏込：長尺床用シ－トｔ＝２．８入口前：塩ビシート

改修後

改修後

モルタル

モルタル

タタミ　

タタミ　

ラワン　ＯＳＣＬ

―

―

ラワン　ＯＳＣＬ

―

―

ラワン　ＯＳＣＬ

ソフト巾木

― ―

― ―

― ―

―

―

―

―

― ―

― ―

―

―１００

合板ｔ＝３

合板ｔ＝３

１００ ＲＣ

ＲＣ
８７０～

９４０
磁器小口タイル貼― モルタルリシンカキ落し

１００

―

１００

木

木

ＬＧＳ
ＲＣ

ジュラクサテン吹付

１００
ジュラクサテン吹付、一部クロス貼ＲＣ・木

ＬＧＳ

ＲＣ・木
ＬＧＳ

― ― ＲＣ

― ―

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ

モルタル（ＶＰ塗）

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ

ＧＢ－Ｒｔ＝１２ 寒冷紗貼 ＶＰ、モルタル下地

ＧＢ－Ｒｔ＝１２ 寒冷紗貼 ＶＰ、モルタル下地

ソフト巾木

ソフト巾木

― ―

― ――

１００

１００

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ジュラクサテン吹付、一部クロス貼

ＲＣ・木
ＬＧＳ

ＲＣ・木
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒ ｔ＝１２下地ＶＰ、モルタル下地

―

――

―

―

―

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

ＬＧＳ合板ｔ＝３ 合板ｔ＝３ 合板ｔ＝３

ＬＧＳ合板ｔ＝３ 合板ｔ＝３ 合板ｔ＝３

ＬＧＳ

モルタル

リシンカキ落し
リシンカキ落し

モルタル金ゴテ
ＬＧＳ

ＬＧＳ

モルタル金ゴテ
ＬＧＳ

モルタル

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

ＬＧＳ―

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ＶＰ

ＶＰ

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ

ＶＰ

ＶＰ
フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ

（ＶＰ塗）

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

モルタル金ゴテ

一部下り天井クロス貼
ＬＧＳ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ジュラクサテン吹付

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ジュラクサテン吹付

寒冷紗貼

ＶＰ

ＶＰ

―

直天井―

―

―

塩ビ

塩ビ

―

―

塩ビ

２６００

２２５０

１７８０

３３００

２５００

一部２３００

２４５０

塩ビ

塩ビ

塩ビ

２４５０

２４５０

ＲＣ

２２５０

２３００

２２７５

フェルトｔ＝１０、絨毯敷ｔ＝８

モルタル金ゴテＶＰラワン　ＯＳＣＬ

半磁器タイル
１００角

既存のまま

アスファルト防水 トイレブース（男女共）【撤去】モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【一部撤去】

長尺塩ビシート　ｔ＝２．５（抗菌タイプ）【新設】
下地調整（レベリング材）の上

既存のまま
トイレブース（男女共）【新設】

２５角磁器モザイクタイル貼【既存のまま】

既存のまま

ビニルタイル　ｔ＝２．０ フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ

和便器、小便器、洋便器【撤去】（設備工事）

ライニング（男子）【新設】　洋便器、小便器【新設】（設備工事）
１００

ＬＧＳ【新設】（男子のみ）
下地調整＋１００角 半磁器タイル【一部新設】（男女共）ＲＣ

壁（新設）：耐水合板 ｔ＝１２＋１２＋メラミン化粧合板ｔ＝３．０【新設】（男子のみ）

ビニル巾木【新設】

女：ケイカル板　目透し張　吹付タイル

男：ケイカル板　目透し張　ＶＰ

内部仕上表

室　名
下地

階

２階

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

既存

宿泊室踏込

宿泊室押入

宿泊室ロッカ－

洗濯場

宿泊室Ｆ

脱衣室（Ａ・Ｂ）

浴室（Ａ・Ｂ）

洗面所
（男・女）

便所
（男・女）

既存

既存

宿泊室Ｄ

宿泊室Ｅ

・・・アスベスト含有の箇所

巾木

仕上 高さ

腰壁

仕上
下地

高さ
仕上 仕上下地柱型 梁型 廻縁 天井高

室名 ・・・改修工事実施範囲

床 壁 天井

備考
仕上

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＲＥＭＡＲＫＳ A1:-

A3:-

１２

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　内部仕上表(３)

2024.12.26  
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　1階平面図　改修前

2024.12.26  
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掲揚ポール  アルミニウム製　

L = 9 , 0 0 0

塀： R C 打放し＋リシン吹付  

H = 1 , 6 5 0

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

１階平面図

機械室

和室
( 6 帖 )

ＰＳＰＳ

ＰＳ
厨房

裏玄関

階段 A

倉庫 ( 1 )

玄関ホール

ＰＳ

廊下 B

廊下 A

玄関

D K

通用口
洗濯場

男子便所

女子便所

和室
( 4 . 5 帖 )

湯沸室

リネン室

事務室

階段 B

物入

洗濯室兼便所

館長室

更衣室

食堂
( 増築部分 )

談話ホール

研修室

倉庫 ( 3 )

食品庫

食堂

テラス

改修範囲を示す。

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

床

壁

天井

備考

談話ホール

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５（一部モルタル） 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

モルタル下地 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】

床

壁

天井

備考

機械室

モルタル刷毛引き【既存のまま】

コンクリ－ト打放し【既存のまま】

配管保温材（雑排水管）、パッキン（温水ボイラー）、パッキン（真空暖房ポンプ）【撤去】

設備基礎【撤去】　鋼製建具（ガラリ付き）【撤去】

モルタル金ゴテ【既存のまま】

フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８【撤去】

床

壁

天井

備考

磁器モザイクタイル　２５角敷【既存のまま】

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【一部撤去】

便所（男・女）

踏込：フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

床

壁

天井

備考

厨房

磁器モザイクタイル　２５角敷、スノコ敷【既存のまま】

側溝廻り：モザイクタイル　５０角敷【既存のまま】

下り壁フレキシブルボード【既存のまま】

厨房機器【一部撤去】（設備工事）

床

壁

天井

備考

研修室

寒冷紗貼＋プラスタ－ボードｔ＝９　ＶＰ【一部撤去】

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ【既存のまま】

床

壁

天井

備考

洗濯室兼便所

モルタル金ゴテ【既存のまま】

寒冷紗貼＋プラスタ－ボードｔ＝９　ＶＰ【一部撤去】

ビニルタイル　ｔ＝２．０【既存のまま】

床

壁

天井

備考

管理住居　便所・洗面所

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【撤去】

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ【撤去】

衛生器具（和便器・小便器）【撤去】（設備工事）

トイレブース（男女共）【撤去】、天井点検口（男女共）【撤去】

モルタル金ゴテ ＶＰ【既存のまま】

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【既存のまま】

フレキシブルボードｔ＝４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　1階平面図　改修後

2024.12.26  
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1
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1
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5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 8 , 1 0 0

3 , 6 0 0 1 , 8 0 0 3 , 6 0 0 1 , 8 0 0 2 , 7 0 0 2 , 7 0 0

5
,
4
0
0

4 5 , 9 0 0

8 , 1 0 02 4 0

掲揚ポール  アルミニウム製　

L = 9 , 0 0 0

塀： R C 打放し＋リシン吹付  

H = 1 , 6 5 0

テラス床：レンガタイル貼り部　モルタル補修

W ＝ 2 8 5 0 × D 2 0 0 × H 3 0 0

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

１階平面図

機械室

和室
( 6 帖 )

ＰＳＰＳ

ＰＳ
厨房

裏玄関

階段 A

倉庫 ( 1 )

玄関ホール

ＰＳ

廊下 B

廊下 A

玄関

D K

通用口
洗濯場

男子便所

女子便所

和室
( 4 . 5 帖 )

湯沸室

リネン室

事務室

階段 B

物入

洗濯室兼便所

館長室

更衣室

食堂
( 増築部分 )

談話ホール

研修室

倉庫 ( 3 )

食品庫

食堂

テラス

改修範囲を示す。

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

床

壁

天井

備考

談話ホール

クラック補修

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

床

壁

天井

備考

機械室

モルタル金ゴテ【一部新設】

劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

床

壁

天井

備考

厨房

磁器モザイクタイル　２５角敷、スノコ敷【既存のまま】

側溝廻り：モザイクタイル　５０角敷【既存のまま】

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【既存のまま】
下り壁フレキシブルボード【既存のまま】

床

壁

天井

備考

便所（男・女）

下地調整＋１００角 半磁器タイル【一部新設】

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】

床暖房設備【新設】（設備工事）

照明器具【新設】(電気工事)

暖炉：煙道封じ込め【新設】

鋼製建具【新設】　天井部：煙道封じ込め【新設】

床

壁

天井

備考

研修室

床

壁

天井

備考

洗濯室兼便所

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

ＧＢ－Ｒｔ＝１２．５ 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

寒冷紗貼モルタル下地ＶＰ【既存のまま】

モルタル金ゴテ【既存のまま】

ビニルタイル　ｔ＝２．０【既存のまま】

ＧＢ－Ｒｔ＝９．５＋ＥＰ－Ｇ塗装【一部新設】

ＧＢ－Ｒｔ＝９．５＋ＥＰ－Ｇ塗装【一部新設】

換気扇【新設】（設備工事）

床

壁

天井

備考

管理住居　便所・洗面所

モルタル金ゴテ ＶＰ【既存のまま】

モルタル下地補修　ｔ＝１５＋長尺塩ビシート　ｔ＝２．５（抗菌タイプ）【新設】

トイレブース（男女共）【新設】、天井点検口（男女共）【新設】

ライニング（男子）【新設】　洋便器、小便器【新設】（設備工事）

調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

フレキシブルボードｔ＝　４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】

長尺塩ビシート　ｔ＝２．０（防汚防滑）【新設】
下地調整（レベリング材 ｔ＝１３．０ ）の上

フレキシブルボードｔ＝４　目透し張　ＶＰ【既存のまま】

厨房機器【一部改造】(設備工事)
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水勾配 水勾配

改修範囲を示す。

２階平面図

( 屋根裏 )

収納

宿泊室 B

宿泊室 C

屋根

吹抜

階段 B

女子便所

女子洗面所

P S

男子便所

踏込 踏込

洗濯場

掃除具入

廊下

屋根

宿泊室 D宿泊室 E 宿泊室 A

屋根裏
収納

男子洗面所

( 階段 A )

談話コ－ナ－

脱衣室 A ( 女 )脱衣室 B ( 男 )

浴室 B ( 男 ) 浴室 A ( 女 )

宿泊室 F

バルコニー

バルコニー バルコニーバルコニー

勾配　４／１０

屋根

勾配　３．５／１０

勾配　４／１０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ３

床

壁

天井

備考

便所（男）

床

壁

天井

備考

便所（女）

床

壁

天井

備考

アスファルト防水

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【一部撤去】

男：ケイカル板　目透し張　ＶＰ

アスファルト防水

モルタル下地＋１００角 半磁器タイル【一部撤去】

男：ケイカル板　目透し張　ＶＰ

寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９下地ＶＰ【既存のまま】

２５角磁器モザイクタイル貼【既存のまま】

モルタル金ゴテ ＶＰ【既存のまま】

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

２５角磁器モザイクタイル貼【既存のまま】

女：ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

女：ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

廊下

衛生器具（和便器・小便器）【撤去】（設備工事）

トイレブース【撤去】

衛生器具（和便器）【撤去】（設備工事）

トイレブース【撤去】

ルーバー：ケイ酸カルシウム板ｔ＝４＠１５０【撤去】

上部トップライト
排煙ダンパ－
オペレ－タ－BOX

上部トップライト及び排煙ダンパ－

屋根裏収納

庇:防水モルタル【既存のまま】
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１５

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　2階平面図　改修前

2024.12.26  



ＵＰ

水勾配 水勾配

改修範囲を示す。

２階平面図

( 屋根裏 )

収納

宿泊室 B

宿泊室 C

屋根

吹抜

階段 B

女子便所

女子洗面所

P S

男子便所

踏込 踏込

洗濯場

掃除具入

廊下

屋根

宿泊室 D宿泊室 E 宿泊室 A

屋根裏
収納

男子洗面所

( 階段 A )

談話コ－ナ－

屋根

脱衣室 A ( 女 )脱衣室 B ( 男 )

浴室 B ( 男 ) 浴室 A ( 女 )

宿泊室 F

バルコニー

バルコニー バルコニーバルコニー

勾配　４／１０

勾配　３．５／１０

勾配　４／１０

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ３

床

壁

天井

備考

便所（男）

床

壁

天井

備考

廊下

フローリングブロックｔ＝１５　ＯＳＷ【既存のまま】

男：ケイカル板　目透し張　ＶＰ

女：ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

長尺塩ビシート　ｔ＝２．５（抗菌タイプ）【新設】
下地調整（レベリング材）の上

下地調整＋１００角 半磁器タイル【一部新設】

トイレブース【新設】　ライニング【新設】

クラック補修

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装

床

壁

天井

備考

便所（女）

男：ケイカル板　目透し張　ＶＰ

女：ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

長尺塩ビシート　ｔ＝２．５（抗菌タイプ）【新設】
下地調整（レベリング材）の上

下地調整＋１００角 半磁器タイル【一部新設】

トイレブース【新設】

衛生器具（洋便器・小便器）【新設】（設備工事）

衛生器具（洋便器）【新設】（設備工事）

取付下地＋アルミルーバー（木目調シート）１５０×２０　＠２００【新設】

上部トップライト
排煙ダンパ－
オペレ－タ－BOX

上部トップライト及び排煙ダンパ－

屋根裏収納

庇：下地調整の上　　　　　　
　ウレタン塗膜防水【新設】

避難はしごステッカー更新　２か所
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１６

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　2階平面図　改修後

2024.12.26  
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屋根伏図

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ０

Ｙ５ Ｙ５

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

庇 防水モルタル【既存のまま】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

暖炉煙突屋根：コンクリート打放の上リシン吹付【既存のまま】
　　　　　　　　　笠木：SUS製　910×910【撤去】

ボイラ－煙突屋根：コンクリート打放の上リシン吹付【既存のまま】
笠木：SUS製　1260×1260【撤去】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【取外し・再取付】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200
【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

水切金物（水下・妻側）【既存のまま】
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１７

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　屋根伏図　改修前

2024.12.26  
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Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ０

Ｙ５ Ｙ５
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Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３
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庇：下地調整の上　　　　　　
　ウレタン塗膜防水【新設】

暖炉煙突屋根：
下地調整の上可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

ボイラ－煙突屋根：下地調整の上可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】
塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【取外し・再取付】

屋根：高圧洗浄の上
　　　トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上
　　　トップコート【塗替】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200
【既存のまま】

水切金物（水下・妻側）【既存のまま】
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１８

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　屋根伏図　改修後

2024.12.26  
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改修仕様凡例

改修凡例

仕上凡例

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

約60ｍ

1箇所躯体欠損・剥離（300×100）

爆裂（300×100） 6箇所

コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）　アクリルリシン吹付【既存のまま】
一部、モルタル刷毛引きリシン吹付、塗膜防水【既存のまま】

天端：防水モルタル・金ゴテ【既存のまま】
見付・庇裏：合板型枠コンクリ－ト打放しアクリルリシン吹付【既存のまま】

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

窓：アルミニウム製（一部ジュラクロン処理）、扉：鋼製（ジュラクロン処理）ＯＰ塗
窓台：プレキャストコンクリ－ト製一部防水モルタル金ゴテ＋シーリング（シーリングのみ撤去）

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

丸太末口１００φ、防腐剤処理【既存のまま】

手摺子：丸太末口１８０φ＠１８００　全て防腐剤処理【既存のまま】

笠木：SUS製　1260×1260【撤去】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

コンクリート打放し　モルタル金ゴテ【既存のまま】

ガラス撤去範囲

アスファルトシングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

床：唐松換立材ｔ＝３０、手摺：丸太末口２１０φ【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 Ｖ型２００【既存のまま】
竪樋:硬質塩ビ管(ＶＰ管) φ１００【既存のまま】

屋根
（勾配屋根）

庇

軒天

建具・開口部廻り

煙突

２階・手摺

デッキ

外壁・塀

屋根

軒樋・竪樋

外巾木

建具

▽GL
(スラブ底) (スラブ底)

(側面)

記号 部位 既存仕上

B

A

C

D

E

F

G

H

I

J

K

▽GL

南立面図

東立面図

▽最高の高さ
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HB K

G

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

A-34参照

A-39参照A-34参照

水切金物（水下・妻側）【既存のまま】

水切金物（水下・妻側）【既存のまま】
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１９

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　立面図（１）　改修前

2024.12.26  
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防風スクリーン

【新設】
＋ポリカーボネート板 t=6.0

Ｙ４Ｙ３

改修仕様凡例

改修凡例

仕上凡例

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

エポキシ樹脂低圧注入工法

充填工法（エポキシ樹脂モルタル）

充填工法（エポキシ樹脂モルタル）

約60ｍ

1箇所

爆裂（300×100）

躯体欠損・剥離
（300×100）

6箇所

天端：下地調整の上、ウレタン塗膜防水【新設】
見付・庇裏：下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

変成シリコン系シーリング【新設】

木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

床：下地調整の上、ＳＯＰ塗装【新設】
手摺・手摺子：木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】
塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

水洗い後、ポリマーセメント系微弾性塗材【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

アルミパネル（ｔ＝２．０）【新設】

網入り透明ガラス（ｔ＝６．８）【新設】

高圧洗浄の上トップコート【塗替】

軒樋：硬質塩ビ製 Ｖ型２００【既存のまま】
竪樋:硬質塩ビ管(ＶＰ管) φ１００【既存のまま】

屋根
（勾配屋根）

外壁

庇

軒天

建具・開口部廻り

煙突

２階・手摺

デッキ

屋根

外巾木

建具

建具

▽GL

軒樋・竪樋J
(スラブ底)

(側面)

(スラブ底)

記号 部位 既存仕上

A
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E

F

G
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K

▽GL

東立面図

南立面図

A.東立面図
　職員出入口部立面図 S:1/50

▽最高の高さ
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スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８

【既存のまま】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

テラス床：レンガタイル貼り部　モルタル補修

W ＝ 2 8 5 0 × D 2 0 0 × H 3 0 0

A-40参照A-35参照

A-35参照

水切金物（水下・妻側）【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　立面図（１）　改修後

2024.12.26  



改修仕様凡例

改修凡例

仕上凡例

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

約60ｍ

1箇所

爆裂（300×100）

躯体欠損・剥離（300×100）

6箇所

コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）　アクリルリシン吹付【既存のまま】
一部、モルタル刷毛引きリシン吹付、塗膜防水【既存のまま】

天端：防水モルタル・金ゴテ【既存のまま】
見付・庇裏：合板型枠コンクリ－ト打放しアクリルリシン吹付【既存のまま】

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

窓：アルミニウム製（一部ジュラクロン処理）、扉：鋼製（ジュラクロン処理）ＯＰ塗
窓台：プレキャストコンクリ－ト製一部防水モルタル金ゴテ＋シーリング（シーリングのみ撤去）

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

丸太末口１００φ、防腐剤処理【既存のまま】

床：唐松換立材ｔ＝３０、手摺：丸太末口２１０φ【既存のまま】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

手摺子：丸太末口１８０φ＠１８００　全て防腐剤処理【既存のまま】

笠木：SUS製　1260×1260【撤去】

コンクリート打放し　モルタル金ゴテ【既存のまま】

ガラス撤去範囲

アスファルトシングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 Ｖ型２００【既存のまま】
竪樋:硬質塩ビ管(ＶＰ管) φ１００【既存のまま】

屋根
（勾配屋根）

庇

軒天

建具・開口部廻り

煙突

２階・手摺

デッキ

外壁・塀

屋根

軒樋・竪樋

外巾木

建具

▽GL

(側面)

(腰壁笠木)

記号 部位 既存仕上

B

A

C

D

E

F

G

H

I

J

K

北側立面図

PS

廊下

ピロティ

北側ﾋﾟﾛﾃｨ部立面図

西側立面図

▽最高の高さ
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スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

排煙ダンパー【既存のまま】

A-34参照A-39参照

A-39参照

水切金物（水下・妻側）
【既存のまま】

▽最高の高さ
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　立面図（２）　改修前

2024.12.26  



改修仕様凡例

改修凡例

仕上凡例

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

エポキシ樹脂低圧注入工法

充填工法（エポキシ樹脂モルタル）

充填工法（エポキシ樹脂モルタル）

約60ｍ

1箇所

爆裂（300×100）

躯体欠損・剥離
（300×100）

6箇所

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

天端：下地調整の上、ウレタン塗膜防水【新設】
見付・庇裏：下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

変成シリコン系シーリング【新設】

木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

床：下地調整の上、ＳＯＰ塗装【新設】
手摺・手摺子：木材保護塗料（浸透系、カビ抵抗性あり）【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】
塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

水洗い後、ポリマーセメント系微弾性塗材【新設】

アルミパネル（ｔ＝２．０）【新設】

高圧洗浄の上トップコート【塗替】

軒樋：硬質塩ビ製 Ｖ型２００【既存のまま】
竪樋:硬質塩ビ管(ＶＰ管) φ１００【既存のまま】

屋根
（勾配屋根）

外壁

庇

軒天

建具・開口部廻り

煙突

２階・手摺

デッキ

屋根

外巾木

建具

▽GL

軒樋・竪樋J

(側面)

(腰壁笠木)

記号 部位 既存仕上
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E

F
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H
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K

北側立面図

PS

廊下

ピロティ

北側ﾋﾟﾛﾃｨ部立面図

西側立面図

▽最高の高さ
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防風スクリーン
＋網入型板ガラスt=6.8

【新設】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

排煙ダンパー【既存のまま】

A-35参照A-40参照

A-40参照

水切金物（水下・妻側）
【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　立面図（２）　改修後

2024.12.26  
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Ａ－Ａ断面図 Ｂ－Ｂ断面図

▽GL

▽最高の高さ

▽2FL

▽1FL

Ｙ０
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Ｘ０ Ｘ８

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ８Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ４

外壁：コンクリート打放し（フカシt=20）
　　　リシン吹付【既存のまま】
　　　一部、モルタル刷毛引きリシン吹付
　　　塗膜防水【既存のまま】

手摺：丸太末口100φ
　　　　防腐剤処理【既存のまま】

軒天：コンクリート
打放しの上
リシン吹付

【既存のまま】

天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】

天井：合板貼り目透し貼　OSCL
　　　一部ケイカル板【既存のまま】

床：フローリングブロックt=15 OSW【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　断面図（１）　改修前
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手摺：木材保護塗材
（浸透系、課B抵抗性あり）【新設】

外壁：下地調整の上可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】

天井：合板貼り目透し貼　OSCL
　　　一部ケイカル板【既存のまま】

床：フローリングブロックt=15 OSW【既存のまま】

天井：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

軒天：下地調整の上
外装薄塗材Si【新設】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　断面図（１）　改修後

2024.12.26  



Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

▽GL

キープラン

25
100

40

100
40

シンダ－コンクリ－ト

100
40

機械室

談話ホ－ル

倉庫 1

トレンチ

浴室

宿泊室 A 宿泊室 B

湯沸室

100

40
100 100

40

宿泊室 C

研修室

談話コ－ナ－

玄関ホ－ル 玄関

廊下 A 廊下事務室

バルコニ－

D - D 断面図

▽最高の高さ

▽最高の高さ

▽GL

▽2FL

▽1FL

▽GL

▽2FL

▽1FL

Ｃ－Ｃ断面図

Ｅ－Ｅ断面図

Ｙ０

Ｙ５

Ｘ０ Ｘ８

Ｙ０ Ｙ２ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６Ｙ１Ｙ０ Ｙ１ Ｙ２ Ｙ３ Ｙ４ Ｙ５ Ｙ６

Ｙ４ Ｙ２ Ｙ１ Ｙ０

軒天：コンクリート打放し
　　　リシン吹付【既存のまま】

軒天：コンクリート打放し
　　　リシン吹付【既存のまま】

軒天：コンクリート打放し
　　　リシン吹付【既存のまま】

外壁：コンクリート打放し（フカシt=20）
　　　リシン吹付【既存のまま】

　　　一部、モルタル刷毛引きリシン吹付
　　　塗膜防水【既存のまま】

天井：寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地VP【既存のまま】

外壁：コンクリート打放し（フカシt=20）
　　　リシン吹付【既存のまま】
　　　一部、モルタル刷毛引きリシン吹付
　　　塗膜防水【既存のまま】

床：フェルトt=10　絨毯敷t=8
　　一部フローリングブロックt=15 OSW
　　【一部撤去】

ボイラ－煙突屋根：コンクリート打放の上リシン吹付【既存のまま】
笠木：SUS製　1260×1260【撤去】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根材：アスファルトシングル葺の上
　　　　ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
屋根下地：母屋＋垂木＋合板ｔ＝１２
　　　　　＋アスファルトルーフィング敷【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事） 2024.12.26  
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軒天：下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

軒天：下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

軒天：下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

外壁：下地調整の上、
可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】

外壁：下地調整の上、
可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】

天井：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

調整束＋下地合板ｔ＝１２
＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

ボイラ－煙突屋根：下地調整の上可とう型改修塗材CE（フッ素）【新設】
塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部：曲げ加工【新設】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根立上り：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　断面図（２）　改修後

2024.12.26  
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Ｙ１
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コンクリ－ト押え【既存のまま】

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

　シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

外壁　コンクリート打放し（フカシt＝20）
アクリルリシン吹付【既存のまま】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP【既存のまま】

廻縁:目透かし　プラスチック目地棒【既存のまま】

壁　プラスタ－ボードt=12寒冷紗貼り VP【既存のまま】

断熱材(スタイロホ－ム)打込t=25【既存のまま】

保温材t=25(スタイロホ－ム)
【既存のまま】

ル－バ－ 
フレキシブルボードt=5@150【撤去】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

踏込板　堅木t=50
接着仕上ボルト止め埋木とする

踏面フローリングブロックt=15
【既存のまま】

巾木　ラワン　OS H=100【既存のまま】

椅子　デニム貼り
芯材ホ－ムマット

　　　ダブルクッション
【既存のまま】

45×45@450【既存のまま】

120×60【既存のまま】

45×45@450【既存のまま】

軒天　コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

床　フローリングブロック貼りt=15　OSW【既存のまま】

床　フローリングブロック貼りt=15　OSW【既存のまま】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP【既存のまま】

木製枠：ラワンｔ＝３０寒冷紗貼ＶＰ
【既存のまま】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ
【既存のまま】

手摺壁　モルタル下地　
寒冷紗貼り　VP【既存のまま】

断熱材(スタイロホ－ム)打込t=25

床　フェルトt＝10、絨毯敷t＝8
一部フローリングブロックt＝15　OSW【一部撤去】

巾木　ラワン　OSV H=100【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

屋根立上り部：アスファルトルーフィング敷
＋シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

宿泊研修棟　矩計図（１）　改修前

2024.12.26  



50

談話ホ－ル

談話ホ－ル

スカイライト吹抜

廊下

廊下

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ１

Ｙ０ Ｘ３

廻縁:目透かし　プラスチック目地棒【既存のまま】

断熱材(スタイロホ－ム)打込t=25【既存のまま】

踏込板　堅木t=50
接着仕上ボルト止め埋木とする

踏面フローリングブロックt=15
【既存のまま】

巾木　ラワン　OS H=100【既存のまま】

軒裏　下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

外壁　下地調整の上、可とう形改修塗材CE（フッ素）【新設】

天井　下地調整＋EP－G塗装【新設】

天井　下地調整＋EP－G塗装【新設】

手摺壁　下地調整
＋EP－G塗装【新設】

巾木　ラワン　OSV H=100【既存のまま】

床　フローリングブロック貼りt=15【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

壁　クラック補修
下地調整＋EP－G塗装【新設】

45×45@450【既存のまま】

120×60【既存のまま】

45×45@450【既存のまま】

下地調整＋EP－G塗装【新設】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP【既存のまま】

床　フローリングブロック貼りt=15　OSW【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

保温材t=25(スタイロホ－ム)
【既存のまま】

ラワンt=30 OS【既存のまま】

小根太：Ｗ４５×Ｄ１２＠３０３

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

木製枠：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】 天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ
【既存のまま】

断熱材(スタイロホ－ム)打込t=25

床：合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

調整束＋下地合板ｔ＝１２
＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

断熱材打込t=25【既存のまま】

軒裏　下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

A-60a参照

集成材t=30【撤去】

屋根立上り部：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

ルーバー：インターライン木目
１５０×２０＠２００【新設】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　矩計図（１）　改修後

2024.12.26  



Ａ部

Ｓ＝１／１０Ａ部詳細図

水勾配 1/100 水上で35上り

便所(男子)

便所(男子)

掃除具入

洗面所

玄関玄関ホール

談話コーナー

配管スペース

Ｘ５

Ｙ４ Ｙ０Ｙ１

コンクリ－ト押え【既存のまま】

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

コンクリ－ト押え【既存のまま】

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

床　アスファルト防水
25角磁器モザイクタイル貼【撤去】

軽量コンクリ－トt=30【既存のまま】
踏込フローリングブロックt=18【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

クツズリ 御影石100×50【既存のまま】
床 磁器モザイクタイル　25角敷【既存のまま】

壁　モルタル下地＋100角 
半磁器タイル【一部撤去】

クツズリ 御影石100×50
【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

外壁　コンクリート打放し（フカシt＝20）
アクリルリシン吹付【既存のまま】

天井　コンクリ－ト打放しの上
リシン吹付【既存のまま】

壁　モルタル下地
寒冷紗貼りVP

【既存のまま】

床　フローリングブロックt＝15
OSW【既存のまま】

柱型　コンクリート打放し（フカシt＝20）
アクリルリシン吹付【既存のまま】

モルタル金ゴテ リシン吹付
打放しリシン吹付面は目地逃げとする【既存のまま】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP【既存のまま】

モルタル下地寒冷紗貼りVP【既存のまま】

 巾木 ラワンOSCL H=100【既存のまま】

床 フローリングブロック t=15　OSW【既存のまま】

天井 合板貼り目透貼　OSCL【既存のまま】

天井 合板t=6 OSCL【既存のまま】

天井　ケイカル板　目透し張　VP
【既存のまま】

軒裏:コンクリ－ト打放しの上リシン吹付【既存のまま】

天井　フレキシブルボードt=4 
目透し張VP【撤去】（軽鉄残し）

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

軒裏:コンクリ－ト打放しの上リシン吹付

【既存のまま】

シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製Ｖ型２００【既存のまま】

樋受金具【既存のまま】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【撤去】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　矩計図（２）　改修前

2024.12.26  



10
0

水勾配 1/100 水上で35上り

便所(男子)

洗面所

玄関玄関ホール

談話コーナー

便所(男子)

掃除具入

配管スペース

Ｘ５

Ｙ４ Ｙ０Ｙ１

軽量コンクリ－ト

断熱材打込t=25【既存のまま】

軽量コンクリ－トt=30【既存のまま】
踏込フローリングブロックt=18【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

クツズリ 御影石100×50
【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】

外壁　コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）
アクリルリシン吹付【既存のまま】

天井　コンクリ－ト打放しの上
リシン吹付【既存のまま】

壁　モルタル下地
寒冷紗貼りVP

【既存のまま】

床　フローリングブロックｔ＝１５
ＯＳＷ【既存のまま】

柱型　コンクリート打放し（フカシｔ＝２０）
アクリルリシン吹付【既存のまま】

モルタル金ゴテ リシン吹付
打放しリシン吹付面は目地逃げとする【既存のまま】クツズリ 御影石100×50【既存のまま】

天井　プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP【既存のまま】

モルタル下地寒冷紗貼りVP【既存のまま】

床 フローリングブロック t=15【既存のまま】

 巾木 ラワンOSCL H=100【既存のまま】

天井　合板貼り目透貼　OSCL【既存のまま】

天井 合板t=6 OSCL【既存のまま】

天井　ケイカル板　目透し張　VP
【既存のまま】

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4
目透し貼＋EP-G塗装【新設】

軒裏：下地調整の上、外装薄塗材Si【新設】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

床　下地調整（レベリング材）の上
長尺塩ビシート　ｔ＝２．０（防汚防滑）【新設】

床　下地調整（レベリング材）の上
長尺塩ビシート　ｔ＝２．０（防汚防滑）【新設】

軒樋：硬質塩ビ製 V型200【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　矩計図（２）　改修後

2024.12.26  



Ａ Ａ’Ａ Ａ’

◆凡例（新設)◆凡例（撤去)

カッター入れ箇所を示す

床：フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８
　　＋保護ｺﾝｸﾘｰﾄｔ＝８０＋保温材（スタイロフォーム）ｔ＝２５　撤去範囲を示す　

床：フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８　撤去範囲を示す　

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネルｔ＝１２
　　＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６　　新設範囲を示す　

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２＋調整用合板ｔ＝１２
　　＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６　　新設範囲を示す　

床：合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６　新設範囲を示す　

UP UP

NN N

床暖房パネル設置範囲

UP談話ホ－ル GL+950

廊下 GL+1,550食堂 GL+1,250

UP談話ホ－ル

廊下 GL+1,550食堂 GL+1,250

GL+950

S=1:50談話ホ－ル平面詳細図

S=1:30Ａ－Ａ’断面詳細図S=1:30Ａ－Ａ’断面詳細図

床暖房パネル設置範囲
Ｗ９０９０×Ｄ４８００

〈改修後〉

談話ホ－ル平面詳細図

〈改修前〉

S=1:50

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

Ｘ３ Ｘ３

保温材（スタイロフォーム）ｔ＝２５【撤去】

絨毯敷ｔ＝８【撤去】　

フェルトｔ＝１０【撤去】　

絨毯敷ｔ＝８【撤去】　

フェルトｔ＝１０【撤去】　

※床暖房パネル設置範囲の周囲100mmの範囲は
　調整用合板ｔ＝１２とする

下地合板ｔ＝１２【新設】　

調整束【新設】　

温水式床暖房パネルｔ＝１２（※調整用合板ｔ＝１２）【新設】　

合板ｔ＝１２【新設】　

タイルカーペットｔ＝６【新設】　

軽量コンクリ－トｔ＝８０【撤去】　

軽量コンクリ－トｔ＝８０【既存のまま】　

タイルカーペットｔ＝６【新設】　

合板ｔ＝１２【新設】　

暖炉詳細図　Ａ－００参照

テラス:PSレンガ貼り【既存のまま】　

ベンチ:丸太300φ半割 防腐剤処理【既存のまま】

ファンコイルユニット【既存のまま】

床:フローリングブロック【既存のまま】

椅子：デニム貼り芯材 ホ－ムマット【既存のまま】

建具：アルミサッシ窓　網戸付き【既存のまま】

ファンコイルユニット【既存のまま】

暖炉詳細図　Ａ－００参照

ラワンt=30 OS【既存のまま】

保温材ｔ＝２５（スタイロホ－ム）
【既存のまま】

断熱材打込ｔ＝２５【既存のまま】

ラワンt=30 OS【既存のまま】

小根太：Ｗ４５×Ｄ１２＠３０３

保温材t=25(スタイロホ－ム)
【既存のまま】

断熱材打込t=25【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　談話ホール　平面詳細図　改修前・改修後

2024.12.26  



40
0

凡例 現況状況

FIX

FIX

FIX FIX

FIX
網戸付

FIX

FIX

FIX FIX

FIX
網戸付

談話ホ－ル

FIX

談話ホ－ル

廊下

廊下

飾棚FIX

廊下

談話ホ－ル

廊下

談話ホ－ル

モルタル浮き範囲それに伴うひび割れ
Ｘ５ Ｘ４ Ｘ３ Ｙ１Ｙ２ Ｙ０

Ｙ１ Ｙ２Ｙ０ Ｘ４Ｘ３ Ｘ５

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

壁：プラスタ－ボードt=12寒冷紗貼り VP【既存のまま】

壁：プラスタ－ボードt=12寒冷紗貼り VP【既存のまま】

柱:モルタル下地　寒冷紗貼り　VP【既存のまま】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

手摺:堅木積層材 φ100 H=1,100
支持金物:2ヶ所 ステンレス
【既存のまま】

カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

椅子：デニム貼り芯材ホ－ムマット
ダブルクッション【既存のまま】

柱:モルタル下地　寒冷紗貼り　VP【既存のまま】

壁：モルタル下地 寒冷紗貼 ＶＰ【既存のまま】

カ－テンボックス：ラワンt=30 VP
【既存のまま】

プラスチック目地【既存のまま】

プラスチック目地【既存のまま】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

カ－テンボックス：ラワンt=30 VP【既存のまま】

壁：プラスタ－ボードt=12寒冷紗貼り VP【既存のまま】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【既存のまま】

カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

手摺:堅木積層材 φ100 H=1,100
支持金物:2ヶ所 ステンレス
【既存のまま】

椅子：デニム貼り芯材ホ－ムマット
ダブルクッション【既存のまま】

２階廊下壁：
モルタル下地　寒冷紗貼り　ＶＰ【既存のまま】

照明器具【取外し再取付】

床　フェルトt＝10、絨毯敷t＝8
一部フローリングブロックt＝15　OSW【一部撤去】

Ａ－３４参照

巾木：ラワン　OSV H=100【既存のまま】

Ａ－60a参照

Ａ－60a参照

2,
10
0

1,
05
5

3,
27
5 12
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

8
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
5
0

3
,
7
0
0

1 , 8 0 0

2 , 0 9 5 3 , 3 0 5

1
,
5
2
0

7
0
0

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

1
,
1
0
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

6 0 0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

6
0
0

5
,
2
5
0

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

2
0
0

9
0
0

5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 1 , 8 0 0

2
,
2
2
0

8
0
0

7
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
5
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬＲＥＭＡＲＫＳ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社
A3:　－

A1:　－

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号

３２

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　談話ホール　展開図　改修前

2024.12.26  



40
0

凡例 数量改修方法

FIX

FIX

FIX FIX

FIX
網戸付

FIX

FIX

FIX FIX

FIX
網戸付

談話ホ－ル

FIX

談話ホ－ル

廊下

廊下

飾棚FIX

廊下

談話ホ－ル

廊下

談話ホ－ル

アンカーピンニングエポキシ樹脂部分注入工法
＋EP－G塗装 約5.05㎡

Ｘ５ Ｘ４ Ｘ３ Ｙ１Ｙ２ Ｙ０

Ｙ１ Ｙ２Ｙ０ Ｘ４Ｘ３ Ｘ５

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】
手摺:堅木積層材 φ100 H=1,100
支持金物:2ヶ所 ステンレス
【既存のまま】

カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

椅子：デニム貼り芯材ホ－ムマット
ダブルクッション【既存のまま】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

カ－テンボックス：ラワンt=30 VP
【既存のまま】

プラスチック目地【既存のまま】

プラスチック目地【既存のまま】
カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

カ－テンボックス：ラワンt=30 VP【既存のまま】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

巾木：ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

カラ松丸太末口100φ半割H=1,600
乱接目透かし貼り　OSCL【既存のまま】

手摺:堅木積層材 φ100 H=1,100
支持金物:2ヶ所 ステンレス
【既存のまま】

椅子：デニム貼り芯材ホ－ムマット
ダブルクッション【既存のまま】

２階廊下壁：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

柱:下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

柱:下地調整＋EP－G塗装【新設】

照明器具【取外し再取付】

Ａ－３５参照

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２
　　＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
　　＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２
　　＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２

　　＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネル（調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】

Ａ－60a参照

Ａ－60a参照

2,
10
0

1,
05
5

3,
27
5 12
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

8
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
5
0

3
,
7
0
0

1 , 8 0 0

2 , 0 9 5 3 , 3 0 5

1
,
5
2
0

7
0
0

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

1
,
1
0
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

6 0 0

2
,
2
5
0

1 , 6 5 0

2
,
9
0
0

1
,
1
0
0

1
,
0
0
0

6
0
0

5
,
2
5
0

2
,
2
5
0

2
,
2
5
0

2
0
0

9
0
0

5 , 4 0 0 5 , 4 0 0 1 , 8 0 0

2
,
2
2
0

8
0
0

7
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

2
,
1
5
0

5 , 4 0 05 , 4 0 0

8 0 0

1
,
0
0
0

5 0 0

1 0 0

4 , 8 0 01 0 0

5 0 0

1 0 0

4 , 8 0 0 1 0 0

1 0 0

1
5
0

9 , 0 9 06 0 3 9 0 7

1 0 0

9 , 0 9 0 6 0 39 0 7

1 0 0

ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＡＴＥ ＳＨＥＥＴ　ＮＯ．

設計事務所
ＳＥＡＬＲＥＭＡＲＫＳ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社
A3:　－

A1:　－

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号

３３

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　談話ホール　展開図　改修後

2024.12.26  
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S=1:10

煙突

暖炉平面図 S=1:10

下足入

掃除口

暖炉正面図

〈改修前〉

〈改修前〉

暖炉断面図 S=1:10

〈改修前〉

煙突詳細図 S=1:10

〈改修前〉

〈改修前〉

笠木平面図 S=1:10

Ｘ５

Ｙ１

Ｘ５

▽GL+2,320▽GL+2,320

▽GL+950

▽GL+800

▽GL+1,340φ13

ダンパ－

耐熱塗料塗【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
ペンキ塗【既存のまま】

巾木:ラワン OP H=100【既存のまま】

フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
ペンキ塗【既存のまま】

水抜きパイプφ32鋼管×1【既存のまま】

掃除口 200×300
PL-3.2加工 OP
扉　取外し式【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
耐熱塗料塗【既存のまま】

ｽﾘｯﾊﾟ掛け【既存のまま】

 ステンレス製
仕切板t=1.0
【既存のまま】

耐火レンガ積み
モルタル目地【既存のまま】

鉄板層までタタキ出し
耐熱塗料塗【既存のまま】

L-30×30×3
ドブツケ仕上

【既存のまま】

φ16

上部：煙突 300×250【既存のまま】

外壁：コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

アンカ－ボルト13φ【撤去】

SUS304笠木（910×910）【撤去】

SUS304笠木（910×910）【撤去】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　談話ホール　暖炉詳細図　改修前
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CL

無収縮モルタル
四周隙間埋め【新設】

外壁：下地調整の上、可とう形改修塗材CE（フッ素）【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部　曲げ加工【新設】
　　　ホールインアンカー 4-M12　埋め込み長さ50【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部　曲げ加工【新設】
　　　ホールインアンカー 4-M12　埋め込み長さ50【新設】

100

310

100 1,050 100 100 1001,060

2,610

床暖房パネル設置範囲

（調整用合板）暖炉正面図

暖炉断面図

S=1:10

S=1:10

煙突

暖炉平面図 S=1:10

下足入

掃除口

〈改修後〉

〈改修後〉

〈改修後〉

S=1:10

〈改修後〉

煙突詳細図

〈改修後〉

S=1:10笠木平面図

Ｘ５

Ｙ１

Ｘ５

▽GL+2,320▽GL+2,320

▽GL+950

▽GL+800

▽GL+1,340

※あと施工アンカー
M12　最大引張耐力：17.1kN
　　 最大せん断耐力：23.3kN

φ16

φ13

ダンパ－

耐熱塗料塗【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
ペンキ塗【既存のまま】

巾木:ラワン OP H=100【既存のまま】

フェルトｔ＝１０＋絨毯敷ｔ＝８【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
ペンキ塗【既存のまま】

水抜きパイプφ32鋼管×1【既存のまま】

掃除口 200×300
PL-3.2加工 OP
扉　取外し式【既存のまま】

鉄板t=3.2タタキP.L
耐熱塗料塗【既存のまま】

ｽﾘｯﾊﾟ掛け【既存のまま】

 ステンレス製
仕切板t=1.0
【既存のまま】

耐火レンガ積み
モルタル目地【既存のまま】

鉄板層までタタキ出し
耐熱塗料塗【既存のまま】

L-30×30×3
ドブツケ仕上

【既存のまま】

上部）煙突 300×250【既存のまま】

塞ぎ板：化粧ケイカル板 t=6.0　300×250【新設】
下地金物：St.PL-1.6 曲げ加工【新設　　　　　　

塞ぎ板：化粧ケイカル板 t=6.0　300×250【新設】
下地金物：St.PL-1.6 曲げ加工【新設　　　　　　

タイルカーペットｔ＝６【新設】
＋合板ｔ＝１２【新設】　

床：調整束＋下地合板ｔ＝１２＋温水式床暖房パネル（一部、調整用合板）ｔ＝１２
＋合板ｔ＝１２＋タイルカーペットｔ＝６【一部新設】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　談話ホール　暖炉詳細図　改修後
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点検口ｽﾁｰﾙｻｯｼ

掃除具掛金物

女子便所

掃除具入

掃除具入

便所(男女)　平面詳細図 S=1:20

壁:100角半磁器タイル貼り

沓摺:御影石

ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ t=40

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ

床:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
t=15

壁:ﾓﾙﾀﾙ下地寒冷紗 VP

床:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
t=15

床:防水モルタル下地

磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲ貼り(25角)

壁:100角半磁器タイル貼り

頭つなぎ金物
頭つなぎ補強金物及び床部つなぎ補強金物

沓摺:御影石

50×100

脚部支持金物

80

目地

45

床:防水モルタル下地

815 980 970
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▽
壁

芯
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5

▽壁芯

▽壁芯

▽
壁

芯

225

改修前

450角

男子便所 CH=2,190

CH=2,190

壁:100角半磁器タイル貼り

天井点検口

天井点検口

450角

SP

C1

手洗
[既存のまま]

A3:S=1:40・100

A1:S=1:20・50

ライニング:100角半磁器タイル貼り【撤去】

既存小便器【撤去】

(設備工事)

磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲ貼り(25角)(既存のまま)

和便【撤去】
(設備工事)

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-【撤去】
(設備工事)

【撤去】

【撤去】

手洗い:既存のまま

40

既存トイレブース【撤去】

45
0

(設備工事)
和便【撤去】
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【撤去】

【撤去】

【撤去】

【撤去】

(既存のまま)

(既存のまま)
(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)

【撤去】

CH=2,140

CH=2,140

Ｙ２
4

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4

Ｘ３ Ｘ３

換気用ﾀﾞｸﾄ150φ×2(設備工事)

鏡

50

45

FIX

男子便所
男子便所

男子便所女子便所

1 3

床:磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り(25角)

配管用フカシ
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【撤去】

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ
既存トイレブース【撤去】

Ｙ２ Ｘ３

踏込部分床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

鏡

天井:プラスタ－ボード t=9下地
寒冷紗貼　VP

50

男子便所 女子便所女子便所
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3,
00
0

1階便所(男女)　展開図 S=1:50

鏡

改修前
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頭つなぎ金物

隔て板:ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭ
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【撤去】
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タンク【撤去】(設備工事)
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３６

タンク部裏:タイルW400×H600【撤去】

タンク部裏:タイルW400×H600【撤去】

タンク部裏:タイルW400×H600【撤去】

(設備工事)

(設備工事)

【撤去】
SP

C1

【撤去】

【撤去】

1,
40
0

ﾀｲﾙ一枚分【撤去】
隔板共

隔板:ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ t=40

(既存のまま)

FCU

【撤去】(設備工事)

FCU
【撤去】(設備工事)

SP

C1

-

扉厚：-

※四方アルミエッジ付

見込：40

撤去

撤　去

付属金物一式

本館　男子便所・女子便所

表面材：ポリエステル合板

１階トイレブース:片開き両面フラッシュ扉

２枚

笠木：ステンレス角パイプ 40ｘ15

165
550

815

550330 300 550 100

970100980 1,200

1,
80
0

100

2

記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

※トイレブースと壁取合部は、L型金物の撤去に伴い

L型金物

50

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り【撤去】

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り

(設備工事)

FCU【撤去】(設備工事)

FCU【撤去】
FCU【撤去】
(設備工事)

(設備工事)

FCU【撤去】
(設備工事)

目透し貼　VP ｽﾃｯﾌﾟﾙ【撤去】

【撤去】

50×100
(既存のまま)

Ｙ３

Ｙ３

Ｙ３

L型金物

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭ

【撤去】

　壁仕上材(100角磁器タイル)の撤去を行う。計:28枚程度

N

展開方向 2

1

3

4

壁:タンク裏タイル撤去

撤去範囲を示す

(建築工事)

撤去範囲を示す

(設備工事)

(W400×H600)

凡例

24角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ

50

【既存のまま】

ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 OSCL
【既存のまま】

上り框:ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ【既存のまま】

S=1:10A-A断面図

A
A

SK

A-60b参照

本館棟　1階便所(男女)平面詳細図・展開図　改修前

2024.12.26  
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[撤去再取付]

[撤去再取付]

照明器具【撤去】

照明器具【撤去】(設備工事)

[撤去再取付]
（設備工事）

[撤去再取付]
（設備工事）
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掃除具掛金物

女子便所

掃除具入

掃除具入

便所(男女)　平面詳細図 S=1:20

沓摺:御影石

50×100

床:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
t=15

壁:ﾓﾙﾀﾙ下地寒冷紗 VP

床:ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ
t=15

U型金物

壁:100角半磁器タイル貼り

沓摺:御影石

50×100
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▽壁芯
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450角

天井点検口

天井点検口

450角

改修後

[新設] 便器

[新設]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[新設]

[新設]

[既存のまま]

壁:100角半磁器タイル貼り
[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

手洗[既存のまま]

30

TB

TB

1

40

40

[新設]ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]

(設備工事)

(設備工事)

(設備工事)

[既存のまま]

便器

[新設]

[既存のまま]

タンク部裏:タイルW400×H600

[新設]

Ｙ２
4

Ｘ３ Ｘ３

換気用ﾀﾞｸﾄ150φ×2(設備工事)

鏡

45
30

FIX

男子便所
男子便所

男子便所女子便所

1 3

81
0

[新設]

[新設]

Ｙ２ Ｘ３ Ｘ３

踏込部分床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

鏡

FIX

30

45

天井:プラスタ－ボード t=9下地

男子便所 女子便所女子便所女子便所

132

15

頭つなぎ金物

1階便所(男女)　展開図 S=1:50

鏡

改修後

[新設]

[既存のまま]寒冷紗貼　VP

[新設]

[既存のまま]

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ

Ｘ３

45

FIX

男子便所

3

Ｘ３

FIX

45

女子便所

1

30

30

CH=2,175

CH=2,140

CH=2,140

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ

隔て板:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ

35

35
2,
17
5

35

35

３７
（仮称）富士吉田青年の家　長寿命化改修工事（１期）

タンク部裏:タイルW400×H600
[新設]

タンク部裏:タイルW400×H600[新設]

隔板:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ

215 205

頭つなぎ金物[新設] 脚部支持金物[新設]

頭つなぎ補強金物及び床部つなぎ補強金物[新設]

35

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り
[既存のまま]

FCU

[新設](設備工事)

FCU

[新設](設備工事)

目透し貼　EP-G塗装[新設]

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り

(設備工事)
(設備工事)

(設備工事)

FCU[新設]
FCU[新設] FCU[新設]

便器

Ｙ３

[新設]

Ｙ３

Ｙ３

壁:100角半磁器タイル貼り[既存のまま] ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ

男子便所 CH=2,175

+ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=3.0[新設]

(設備工事)FCU[新設]

700 700 370

[新設][新設][新設]

[新設]

[新設]
便器

壁:LGS下地+耐水合板 t=12+12

+ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=3.0[新設]
巾木:ビニル巾木　Ｈ＝100［新設］

目透し貼　EP-G塗装[新設]
天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4

N

-

扉厚：-

※四方アルミエッジ付

見込：40

付属金物一式

１階トイレブース:片開き両面フラッシュ扉記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

新設

TB

表面材：メラミン化粧合板

新設

-

扉厚：-

※四方アルミエッジ付

見込：40

付属金物一式

１階トイレブース:片開き両面フラッシュ扉記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

新設

TB

1

表面材：メラミン化粧合板

1’

1’

本館　女子便所 本館　男子便所

11

展開方向 2

1

3

4

(W400×H600)

凡例

壁:タンク裏タイル新設範囲を示す

新設範囲を示す

※トイレブースと壁取合部は、L型金物の撤去に伴い

　壁仕上材(100角磁器タイル)の新設を行う。計:28枚程度

新設

巾木タイプ

50

ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ t=15 OSCL
【既存のまま】

上り框:ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ

S=1:10A-A断面図

A
A

【既存のまま】

シーリング【新設】

巾木タイプ

A-60b参照

壁:LGS(W65)下地+耐水合板 t=12+12

小便器手すり【新設】（設備工事）

長尺塩ビシ－トt=2.0(防汚防滑)

床:ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=13.0の上

床:ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=13.0の上

長尺塩ビシ－トt=2.0(防汚防滑)

本館棟　1階便所(男女)平面詳細図・展開図　改修後

2024.12.26  

69
0

215
205 550 215 550 215

165
550 100

815980970

550

815 970980

550215 215 550

165 215
205100

笠木：ステンレス角パイプ 40ｘ15

1,200

1,
80
0

30

680

１枚 １枚

笠木：ステンレス角パイプ 40ｘ15

1,200

1,
80
0

30

680

１枚 １枚

600

40
10

68
0

100

30

50

35

[再取付]
(設備工事)

(設備工事)
[再取付]

[再取付]

（設備工事）

[再取付]

（設備工事）

照明器具【再取付】
（設備工事）

照明器具【再取付】
（設備工事）



床：モルタル金ゴテ　補修範囲を示す　設備基礎（コンクリート）　撤去範囲を示す　

既存建具を示す

撤去建具を示す

既存建具を示す

新設建具を示す

◆凡例 ◆凡例

SD SD
4 4

-

扉厚：-

記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

本館　機械室

１階　機械室：両開きガラリ扉SD
7

撤去

見込：1001

枠：PL-1.6　　扉：PL-1.6

撤去

空錠物クロック、フランス落し、戸当たり

その他付属金物一式

-

扉厚：-

記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

本館　機械室

見込：1001

枠：PL-1.6　　扉：PL-1.6

空錠物クロック、フランス落し、戸当たり

その他付属金物一式

SD
7

SD
7

SD
7

新設

１階　機械室：両開き扉

新設

足洗場

裏玄関

GL+150

GL+150

①

③

④

⑤

⑥

⑦⑧

⑨

足洗場

裏玄関

GL+150

GL+150

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦⑧

⑨

プロパンボンベ庫プロパンボンベ庫
機械室

GL-1,100

機械室

GL-1,100

〈改修前〉

機械室平面詳細図 機械室平面詳細図

〈改修後〉

S=1:50 S=1:50

②

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ５

Ｙ６

Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５

Ｙ５

Ｙ６

H＝４０

H＝４０

床:モルタル防水
【既存のまま】

床:モルタル防水
【既存のまま】

縁:レンガタイル【既存のまま】

点線下部 地下受水槽

鋳鉄製マンホ－ル
防水型450φ

鋳鉄製マンホ－ル
防水型450φ【既存のまま】

腰壁防水モルタル
【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP

【既存のまま】

下部集水桝
【既存のまま】

木製ハンガ－扉
端部折タタミ

【既存のまま】

H＝８０

H＝１２０

H＝４０

H＝４０

手摺:
SGP47φ OP
【既存のまま】

縁:レンガタイル【既存のまま】

点線下部 地下受水槽

鋳鉄製マンホ－ル
防水型450φ

腰壁防水モルタル
【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP

【既存のまま】

下部集水桝
【既存のまま】

木製ハンガ－扉
端部折タタミ

【既存のまま】

H＝１５０

手摺:
SGP47φ OP
【既存のまま】

点線：上部梁型 点線：上部梁型

上部煙突500φ
接続配管撤去
（設備工事）

鋳鉄製マンホ－ル
防水型450φ【既存のまま】

H＝１６０

H＝９０

H＝１５０

点線：上部塞ぎ板
A-40 天伏詳細図 参照

点線：上部梁点線：上部梁
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設計事務所
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一級建築士事務所
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株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＲＥＭＡＲＫＳ A1:1/50

A3:1/100

３８

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　機械室　平面詳細図　改修前・改修後

2024.12.26  



12
0

100
25

1

3
4

2

Ｂ詳細図　参照

Ａ詳細図　参照

▽GL

▽GL

▽上水面

プロパン
ボンベ庫

プロパン
ボンベ庫

受水槽

上水面▽

機械室

受水槽

機械室

▽GL

▽GL+3,000

▽GL

機械室

▽GL

▽GL+5,650

▽GL+8,400

▽GL+7,500

▽GL+3,000

100
25

機械室

煙突

▽GL+7,500

▽GL+8,400

笠木平面図 Ａ詳細図

Ｂ詳細図

S=1:20 S=1:20

S=1:20

(柱・壁側面)
ひび割れ

現況状況

（0.2～1.0ｍｍ未満）

長さ凡例

(柱・壁側面)
ひび割れ
（1.0ｍｍを超える）

約6.6ｍ

約2.3ｍ

Ｘ３ Ｘ４

Ｘ３Ｘ４

Ｙ５ Ｙ６

Ｙ６ Ｙ５

コ－キング【撤去】

コンクリ－ト押え【既存のまま】

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

コ－キング【撤去】

　シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

上部浴槽

壁・床:モルタル防水
【既存のまま】

床:PSレンガ敷【既存のまま】

両開きｽﾁｰﾙﾄﾞｱ【既存のまま】

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

鋳鉄製ﾏﾝﾎ-ﾙ
防水型二重蓋

【既存のまま】

床:PSレンガ敷
【既存のまま】

ﾀﾗｯﾌﾟ【既存のまま】

壁:モルタル防水
【既存のまま】

釜場【既存のまま】

手摺:SGP47φ OP
【既存のまま】

トレンチ
【既存のまま】

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

集水槽【既存のまま】

足洗場:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

鋳鉄製ﾏﾝﾎ-ﾙ
防水型二重蓋

【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP
【既存のまま】

集水槽【既存のまま】

手摺:SGP47φ OP
【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP

【既存のまま】

R＝30

モルタルダンゴ【既存のまま】

アンカ－ボルト13φ【撤去】

外壁:コンクリ－ト打放しの上
リシン吹付【既存のまま】

フジボイドφ500 t=6
アスファルトフェルト

カボサイトt=50【既存のまま】

外壁：コンクリート打放しの上リシン吹付【既存のまま】

外壁：コンクリート打放しの上
リシン吹付【既存のまま】

煙突接続部：配管撤去（設備工事）
壁・柱型:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ﾘｼﾝ吹付

【既存のまま】

腰壁:モルタル防水【既存のまま】

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水【既存のまま】

タラップ【既存のまま】

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t=4
ﾘｼﾝ吹付【既存のまま】

壁:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ﾘｼﾝ吹付
【既存のまま】

天井・梁・壁:モルタル刷毛引き【既存のまま】

外壁:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ﾘｼﾝ吹付
【既存のまま】

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙ板 t=4
 ﾘｼﾝ吹付【既存のまま】

腰壁:モルタル防水
【既存のまま】

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水
【既存のまま】

天井・梁・壁:モルタル刷毛引き
【既存のまま】

壁・柱型:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ﾘｼﾝ吹付
【既存のまま】

外壁:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ﾘｼﾝ吹付
【既存のまま】

軒天:リシン吹付【既存のまま】

軒天:リシン吹付【既存のまま】

庇：モルタル防水【既存のまま】

庇：モルタル防水【既存のまま】

モルタル防水【既存のまま】

軒天:リシン吹付【既存のまま】 天井・梁・壁:モルタル刷毛引き【既存のまま】

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水
【既存のまま】

SUS304笠木（1260×1260）【撤去】

機械室内部
機器・配管【撤去】（設備工事）

水切鉄板#28 OP
【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　機械室　煙突詳細図・展開図　改修前

2024.12.26  
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1
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4

2
Ａ詳細図

Ｃ詳細図

Ｂ詳細図　参照

Ｃ詳細図　参照

Ａ詳細図　参照

▽GL

▽GL

▽上水面

プロパン
ボンベ庫

プロパン
ボンベ庫

受水槽

上水面▽

機械室

受水槽

機械室

▽GL

▽GL+3,000

▽GL

機械室

▽GL

▽GL+5,650

▽GL+8,400

▽GL+7,500

▽GL+3,000

100
25

機械室

煙突

煙突

▽GL+7,500

▽GL+8,400

天伏詳細図 Ｃ詳細図

Ａ詳細図笠木平面図

Ｂ詳細図

S=1:20S=1:20

S=1:20

S=1:20S=1:20

(柱・壁側面)

凡例

(柱・壁側面)

エポキシ樹脂低圧注入工法

Uカットシ－ル材充填工法

長さ

約6.6ｍ

約2.3ｍ

改修仕様

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

ひび割れ
（1.0ｍｍを超える）

Ｘ３ Ｘ４

Ｘ３Ｘ４

Ｙ５ Ｙ６

Ｙ６ Ｙ５

Ｘ４

コ－キング【新設】

コ－キング【新設】

※あと施工アンカー
M12　最大引張耐力：17.1kN
　　 最大せん断耐力：23.3kN

タラップ

上部浴槽

腰壁:モルタル防水

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水

壁・床:モルタル防水
【既存のまま】

床:PSレンガ敷【既存のまま】

両開きｽﾁｰﾙﾄﾞｱ【既存のまま】

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

鋳鉄製ﾏﾝﾎ-ﾙ
防水型二重蓋

【既存のまま】

床:PSレンガ敷
【既存のまま】

ﾀﾗｯﾌﾟ【既存のまま】

壁:モルタル防水
【既存のまま】

釜場【既存のまま】

手摺:SGP47φ OP
【既存のまま】

トレンチ
【既存のまま】

集水槽【既存のまま】

足洗場:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

鋳鉄製ﾏﾝﾎ-ﾙ
防水型二重蓋

【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP
【既存のまま】

集水槽【既存のまま】

手摺:SGP47φ OP
【既存のまま】

タラップ
鉄筋16φOP

【既存のまま】

無収縮モルタル
四周隙間埋め【新設】

フジボイドφ500 t=6
アスファルトフェルト

カボサイトt=50【既存のまま】

外壁：下地調整の上、
可とう形改修塗材CE（フッ素）【新設】

R＝30

モルタルダンゴ【既存のまま】

外壁：下地調整の上、可とう形改修塗材CE（フッ素）【新設】

外壁：下地調整の上、
可とう形改修塗材CE（フッ素）【新設】

天井:下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

壁:下地調整の上、
可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

軒天:下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

天井・梁・壁:劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

腰壁:モルタル防水
【既存のまま】

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水
【既存のまま】

外壁:下地調整の上、
可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

外壁:下地調整の上、
可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

庇：下地調整の上　　　　　　
　ウレタン塗膜防水【新設】

庇：下地調整の上　　　　　　
　ウレタン塗膜防水【新設】

軒天:下地調整の上、
外装薄塗材Ｓｉ【新設】

壁・柱型:下地調整の上、
可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

壁・柱型:下地調整の上、
可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）
【新設】

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押
【既存のまま】

モルタル防水
【既存のまま】

軒天:下地調整の上、
外装薄塗材Ｓｉ【新設】 軒天:下地調整の上、

外装薄塗材Ｓｉ【新設】

天井・梁・壁:劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

天井・梁・壁:劣化部補修＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

床:ｼﾝﾀﾞ-ｺﾝｸﾘｰﾄの上ﾓﾙﾀﾙ防水
【既存のまま】

塞ぎ板：化粧ケイカル板 t=6.0【新設】
　　　　ホールインアンカー 4-M12【新設】

塞ぎ板：化粧ケイカル板 t=6.0【新設】
　　　　ホールインアンカー 4-M12【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部　曲げ加工【新設】
　　　　ホールインアンカー 4-M12【新設】

塞ぎ板：化粧ケイカル板 t=6.0【新設】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部　曲げ加工【新設】
　　　　ホールインアンカー 4-M12
　　　　埋め込み長さ50【新設】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

塞ぎ板：SUS304 PL-4.0 端部　曲げ加工【新設】
　　　　ホールインアンカー 4-M12
　　　　埋め込み長さ50【新設】

水切鉄板#28 OP
【既存のまま】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　機械室　煙突詳細図・展開図　改修後

2024.12.26  
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A1:S=1:20・10・1

４１

凡例

床:モルタル下地補修t=15

便器:取外し再取付(設備工事)

Ｘ７

Ｙ２

１階管理室　平面詳細図 S=1:20

内玄関

押入
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洗面所

更衣室

下足入

便所

壁:モルタル金ゴテVP

窓台:モルタル金ゴテ

突出しアルミサッシH=600
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木造壁ラスボ－ドt=9
モルタル下地寒冷紗貼

床:ジュウタンt=8+フェルトt=10

[既存のまま]

[既存のまま]

木製三方枠

[既存のまま]

床:フローリングブロック

[既存のまま]

木製建具

壁:モルタル下地

寒冷紗貼　VP

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

巾木:ラワンOSCL H=100
[既存のまま]

壁:モルタル金ゴテVP
[既存のまま]

[既存のまま]

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-

[既存のまま]

[既存のまま] t=15

１階管理室　平面詳細図 S=1:20

改修後

N

アルミ製床見切材

[既成品新設]

モルタル 15

18.5

4

1.
5

30

S=1:1

既設フローリングブロック

a.詳細図
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内玄関

押入

押入

洗面所

更衣室

壁:モルタル下地

寒冷紗貼　VP

下足入

便所

壁:モルタル金ゴテVP

壁:モルタル金ゴテVP

窓台:モルタル金ゴテ

突出しアルミサッシH=600

突出しアルミサッシH=600

突出しアルミサッシH=600

嵌殺しアルミサッシH=300

廊下

テラゾ－ブロック

便器

400

21
5

45

1,800

340340800 800 660

1,
90
0

1,
80
0

70
0

22
5

950 1,450

60
0

45
0

10
0

60
0

58
5

27
5

45
0

30
0

35
5

27
5

34
5

1,
00
0

1,
00
0

1,
28
5

70035 45

24
0

80
0

24
5

木造壁ラスボ－ドt=9
モルタル下地寒冷紗貼

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-

[再取付]

床:ジュウタンt=8+フェルトt=10

床:フローリングブロック

アルミ製床見切材
[新設]

t=15

N

改修前

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

床:フローリングブロックt=15撤去範囲を示す

凡例

床:モルタル金ゴテ範囲[既存のまま]

便器:取外し再取付(設備工事)

カッター入れ箇所を示す

本館棟　1階管理住居　便所・洗面所　平面詳細図　改修前・改修後

[新設]

30
15

木製三方枠

[既存のまま]

アルミ製床見切材

モルタル下地t=15既設フローリングブロック

[新設]

[新設]

S=1:10A-A断面図

a.

A A

[既存のまま]

2024.12.26  

+長尺塩ビシ－トｔ＝2.0（防汚防滑）新設範囲を示す

床:長尺塩ビシ－トｔ＝2.0（防汚防滑）新設範囲を示す

長尺塩ビシ－トt=2.0

2.
0

2.
0

便器
[撤去再取付]

（設備工事） （設備工事）
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鋳鉄製　格子蓋

グリ－ストラップ

圧力扇(設備工事)

鋳鉄製　格子蓋
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20 465

1

本館　女子便所

※トイレブースと壁取合部は、L型金物の撤去に伴い

L型金物

照明器具
[既存のまま]

照明器具
[既存のまま]

12020 30

換気扇
(既存のまま)
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(設備工事)

Ｙ３
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L型取付金物

(設備工事)

(設備工事)

４３
富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

[既存のまま]

天井:ケイカル板
目透し張　吹付タイル
[既存のまま]

　壁仕上材(100角磁器タイル)の撤去を行う。計:20枚程度

本館棟　２階便所(女子)平面詳細図　展開図・改修前

2024.12.26  

便器【撤去再取付】
(設備工事)
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）
４４

[既存のまま]

SK
[既存のまま]

天井:ケイカル板
目透し張　吹付タイル

　壁仕上材(100角磁器タイル)の新設を行う。計:20枚程度

巾木タイプ

新設範囲を示す

床:ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=13.0の上

長尺塩ビシ－トt=2.0(防汚防滑)

本館棟　2階便所(女子)平面詳細図　展開図・改修後

2024.12.26  

[再取付]
(設備工事)

[再取付]
(設備工事)
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鏡 500×500(建築)

男子便所

男子洗面所

頭つなぎ金物

隔て板:ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭ

1,200 800

225300

物入

展開方向 2

1

3

4

S=1:502階便所(男子)　展開図

改修前

S=1:20２階便所(男子)　平面詳細図

改修前

40 PS(設備工事)
和便【撤去】

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ H=1800

既存トイレブース【撤去】

和便【撤去】
(設備工事)

SP

C2

(既存のまま)

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-【撤去】

【撤去】

(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)(既存のまま)

(既存のまま)

(既存のまま)(既存のまま)

(既存のまま)H=800

【撤去】

小便器【撤去】
(設備工事)

壁:タンク裏タイル撤去

撤去範囲を示す

(建築工事)

撤去範囲を示す

(設備工事)

(W400×H600)

凡例

天井点検口

450角
(既存のまま)

2,
30
0

60
0

1,
48
5

60
0

50

CH=2,300

タンク部タイル撤去

(設備工事)

3

SP

-

扉厚：-見込：40

撤去

撤　去

付属金物一式

表面材：ポリエステル合板

C2

100

２階トイレブース:片開き両面フラッシュ扉

※四方アルミエッジ付

1,
80
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1,200

50

３枚

笠木：ステンレス角パイプ 40ｘ15

900

550250 550250
100

900

550250
100

900

記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

20

本館　男子便所

1

505

455

※トイレブースと壁取合部は、L型金物の撤去に伴い

L型金物

壁:モルタル金ゴテ VP

(既存のまま)

男子洗面所

床:ビニルタイルt=2

(既存のまま)

CH=2,250

FCU

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-
【撤去】(設備工事)

(設備工事)

【撤去】

12
0

換気扇

(既存のまま)

照明器具
[既存のまま]

(既存のまま)

FCU[新設]
(設備工事)

FCU[新設]
(設備工事)

換気扇
[既存のまま]

減圧タンク

[既存のまま]

タンク部裏:タイルW400×H600
【撤去】

[既存のまま]

Ｙ３

PS

Ｙ３

Ｙ３

30

L型金物

４５
富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

　壁仕上材(100角磁器タイル)の撤去を行う。計:16枚程度

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り

壁:100角半磁器ﾀｲﾙ貼り
【既存のまま】

壁:モルタル金ゴテ VP[既存のまま]

巾木:ラワン OSCL H=100
[既存のまま]

(既存のまま)
SK

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4

目透し貼　VP ｽﾃｯﾌﾟﾙ

[既存のまま]

【既存のまま】
天井:ケイカル板　目透し張　ＶＰ

本館棟　２階便所(男子)平面詳細図　展開図・改修前

2024.12.26  

洋便[撤去再取付]

洋便[撤去再取付]
(設備工事)
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設計事務所
ＳＥＡＬＲＥＭＡＲＫＳ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＤＡＴＥA1:S=1:20・50

A3:S=1:40・100

男子便所
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壁:100角半磁器タイル貼り
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(底:ｽﾃﾝﾚｽ波板敷)
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0

見切り目地

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

▽壁芯

消火栓

窓台:モルタル金ゴテ
辷出しアルミサッシ

窓台:モルタル金ゴテ

S=1:20

▽壁芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯

60 60

N

改修後

２階便所(男子)　平面詳細図

PS

[既存のまま]

便器
[新設]

便器
[新設]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま]

[既存のまま] [既存のまま]
H=800 [既存のまま]

[既存のまま]

[新設] [新設] [新設] [新設]

[既存のまま]

20
0

[既存のまま]

天井点検口
450角

[既存のまま]

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]
(設備工事)

PS

500 4065

ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]
(設備工事)

[新設]

1
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CH=2,285

100

35

(設備工事)
ﾍﾟ-ﾊﾟ-ﾎﾙﾀﾞ-[新設]

タンク部裏:タイルW400×H600
[新設]

Ｘ３

展開方向 2

1

3

4

(W400×H600)

凡例

壁:タンク裏タイル新設範囲を示す

壁:LGS下地(W50)耐水PB t=12.5 EP-G

40
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沓摺:御影石 [既存のまま]

50×100
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3
[新設]

550 100220

[新設]
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[新設]
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男子便所 男子便所

男子便所 男子洗面所男子洗面所 男子洗面所

男子便所

男子洗面所

頭つなぎ金物

巾木:ラワン OSCL H=1001,200 800

225300

物入

S=1:50

改修後

2階便所(男子)　展開図

1,
48
5

[既存のまま]

[新設]

物入

便器
[新設]

タンク部裏:タイルW400×H600
[新設]

[新設]

PS

壁:耐水PB t=12.5 EP-G
[新設]

60
0

2,
28

5

2,
28
5

35

200

1,
40
0

[既存のまま]

減圧タンク

※四方アルミエッジ付

記　　　号
1

新設

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス -

金　　　物 付属金物一式

改 修 内 容 新設

LSD

1 見込：60

SOP

1,
80
0

500

片開き軽量ｽﾁｰﾙﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

本館　男子便所 PS

-

扉厚：-見込：40

付属金物一式

２階トイレブース:片開き両面フラッシュ扉

1,
80
0

笠木：ステンレス角パイプ 40ｘ15

新設

記　　　号

形状・寸法

使 用 箇 所

数量 見込

仕　　　上

ガ  ラ  ス

金　　　物

改 修 内 容

TB

表面材：メラミン化粧合板

新設

3

30

870

本館　男子便所

1

２枚

870 860 1,350

550 550 550220
100

210
100

220
100

1,
80
0

35

隔て板:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭ

※トイレブースと壁取合部は、L型金物の撤去に伴い

照明器具
[既存のまま]

鏡 500×500(建築)[既存のまま]

壁:モルタル金ゴテ VP[既存のまま]

LGS(W50)下地

FCU[新設]
(設備工事)

FCU[新設]
(設備工事)

換気扇
[既存のまま]

男子洗面所

床:ビニルタイルt=2

[既存のまま]

CH=2,250

[既存のまま]

壁:モルタル金ゴテ VP

FCU
【撤去】

(設備工事)

+ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=3.0[新設]

壁:LGS(W65)下地+耐水合板 t=12+12

換気扇

(既存のまま) 1,355

12
0

Ｙ３

Ｙ３

135

Ｙ３

壁:LGS下地+耐水合板 t=12+12

+ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=3.0[新設]
巾木:ビニル巾木　Ｈ＝100［新設］

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）
４６

小便器手すり【新設】（設備工事）

　壁仕上材(100角磁器タイル)の新設を行う。計:16枚程度

SK

【既存のまま】
天井:ケイカル板　目透し張　ＶＰ

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4
目透し貼　VP ｽﾃｯﾌﾟﾙ

[既存のまま]

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4
目透し貼　VP ｽﾃｯﾌﾟﾙ
[既存のまま]

巾木タイプ

新設範囲を示す

床:ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=13.0の上

長尺塩ビシ－トt=2.0(防汚防滑)

本館棟　2階便所(男子)平面詳細図　展開図・改修後

2024.12.26  

洋便[再取付]
(設備工事)

洋便[再取付]
(設備工事)



１階天井伏図
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記号 天井仕上

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

合板型枠コンクリート打放しリシン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ビニルクロス貼【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ジュラクサテン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼プラスターボードt=9　VP【一部撤去】

ケイカル板【既存のまま】

合板貼り目透し貼　OSCL【既存のまま】

ジプトーン【既存のまま】

モルタル金ゴテ　VP【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地VP【既存のまま】

コンクリ－ト打放し【既存のまま】

GB-R（VP塗：白・グレー）【既存のまま】

プラスターボードt=9【既存のまま】

プラスターボードt=9　布クロス貼【既存のまま】

プラスターボードt=9　VP【既存のまま】

Ｑ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

合板t=3【既存のまま】

リシンカキ落し【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　VP【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

フレキシブルボードt=4　目透し張　VP【一部撤去】

Ｕ フレキシブルボードt=4　リシン吹付【一部撤去】

コンクリート打放　リシン吹付【既存のまま】

CB カ－テンBOX【一部撤去】

天井材撤去範囲を示す

天井点検口 450角 アルミ製【一部撤去】

Ⅴ カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

内部天井　仕上改修範囲を示す

S=1:100
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設計事務所
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ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ

株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
A1:1/100

A3:1/200

本館棟　1階天井伏図　改修前 ４７

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事） 2024.12.26  

N



１階天井伏図
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記号 天井仕上

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

合板型枠コンクリート打放しリシン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ビニルクロス貼【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ジュラクサテン吹付【既存のまま】

ケイカル板【既存のまま】

合板貼り目透し貼　OSCL【既存のまま】

ジプトーン【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地VP【既存のまま】

GB-R（VP塗：白・グレー）【既存のまま】

プラスターボードt=9【既存のまま】

プラスターボードt=9　布クロス貼【既存のまま】

プラスターボードt=9　VP【既存のまま】

Ｒ

Ｓ

合板t=3【既存のまま】

リシンカキ落し【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　VP【既存のまま】

Ｔ

GB-Rt=9.5+EP-G塗装【一部新設】

劣化部補修+EP-G塗装【新設】

フレキシブルボードt=4　目透し張　VP【既存のまま】

Ｕ

Ｑ

ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

コンクリート打放　リシン吹付【既存のまま】

天井材新設範囲を示す

天井点検口 450角 アルミ製【新設】

カ－テンBOX【新設】

フレキシブルボードｔ＝４　目透し張＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

フレキシブルボードｔ＝４＋外装薄塗材Ｓｉ【一部新設】

下地調整+EP-G塗装【新設】

下地調整+外装薄塗材Ｓｉ【新設】

CB

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

フレキシブルボードt=4　リシン吹付【既存のまま】

モルタル金ゴテ　VP【既存のまま】

Ⅴ

Ｘ

Ｚ

Ｗ

Ｙ

洗濯場

梁下

梁下

内部天井・外部軒天　仕上改修範囲を示す

S=1:100
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本館棟　1階天井伏図　改修後

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）
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Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ａ

記号 天井仕上

Ｍ

Ｎ

Ｏ

合板型枠コンクリート打放しリシン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ビニルクロス貼【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ジュラクサテン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼プラスターボードt=9　VP【一部撤去】

ケイカル板【既存のまま】

合板貼り目透し貼　OSCL【既存のまま】

ジプトーン【既存のまま】

フレキシブルボードt=4　目透し張　VP【既存のまま】

モルタル金ゴテ　VP【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地VP【既存のまま】

コンクリ－ト打放し【既存のまま】

GB-R（VP塗：白・グレー）【既存のまま】

プラスターボードt=9【既存のまま】

プラスターボードt=9　布クロス貼【既存のまま】

プラスターボードt=9　VP【既存のまま】

Ｑ

Ｒ

CB

Ｓ

Ｔ

合板t=3【既存のまま】

リシンカキ落し【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　VP【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

コンクリート打放　リシン吹付【既存のまま】

カ－テンBOX【一部撤去】

天井材撤去範囲を示す

天井点検口 450角 アルミ製【一部撤去】
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内部天井　仕上改修範囲を示す
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２階天井伏図 S=1:100
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　2階天井伏図　改修前
４９
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Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ａ

記号 天井仕上

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

合板型枠コンクリート打放しリシン吹付【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ビニルクロス貼【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地ジュラクサテン吹付【既存のまま】

ケイカル板【既存のまま】

合板貼り目透し貼　OSCL【既存のまま】

ジプトーン【既存のまま】

寒冷紗貼GB-Rt=9.5下地VP【既存のまま】

GB-R（VP塗：白・グレー）【既存のまま】

プラスターボードt=9【既存のまま】

プラスターボードt=9　布クロス貼【既存のまま】

プラスターボードt=9　VP【既存のまま】

Ｒ

Ｓ

合板t=3【既存のまま】

リシンカキ落し【既存のまま】

ケイカル板　目透し張　VP【既存のまま】

Ｔ

GB-Rt=9.5+EP-G塗装【一部新設】

劣化部補修+EP-G塗装【新設】

フレキシブルボードt=4　目透し張　VP【既存のまま】

Ｕ

Ｑ

ケイカル板　目透し張　吹付タイル【既存のまま】

コンクリート打放　リシン吹付【既存のまま】

天井材新設範囲を示す

天井点検口 450角 アルミ製【新設】

カ－テンBOX【新設】

フレキシブルボードｔ＝４　目透し張＋ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

下地調整+EP-G塗装【新設】

下地調整+外装薄塗材Ｓｉ【新設】

CB

カラ－鋼板ルーフデッキt=0.6【取外し・再取付】

フレキシブルボードt=4　リシン吹付【既存のまま】

モルタル金ゴテ　VP【既存のまま】

Ⅴ
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フレキシブルボードｔ＝４＋外装薄塗材Ｓｉ【一部新設】

階段B

宿泊室C

廊下

浴室A浴室B

脱衣室 脱衣室

男子便所

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

女子便所

洗濯場

男子洗面所

宿泊室F

押入

押入

踏込

出窓

踏込

踏込

押入

(天井裏)

(天井裏)

談話ホ－ル

下り天井

踏込

ﾛｯｶ-

ﾛｯｶ-

宿泊室B女子洗面所

ＱＱ

Ｉ Ｃ

掃除具入

Ｉ

Ｒ

Ｉ

Ｓ

Ｐ Ｂ

Ｐ

Ｄ

下り
天井

Ｐ

Ｐ

下り
天井

Ｄ

Ｄ

押入

Ｐ

Ｅ

宿泊室A

Ｅ

Ｅ 宿泊室E

Ｅ

宿泊室D

踏込
Ｅ

Ｐ
踏込
Ｅ

Ｅ
下り天井Ｄ

押入

押入

Ｐ

Ｐ

ﾛｯｶ-
Ｐ

Ｅ

談話コ－ナ－
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ

内部天井・外部軒天　仕上改修範囲を示す
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２階天井伏図 S=1:100
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ルーバー：取付下地＋アルミルーバー（木目調シート）１５０×２０　＠２００【新設】
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富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　2階天井伏図　改修後
５０

2024.12.26  



2

3

1

4

物入
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談話コ－ナ－

(柱・壁側面)
ひび割れ

現況状況

（0.2～1.0ｍｍ未満）

長さ凡例

約3.0ｍ
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Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６Ｘ１

Ｘ６ Ｘ５ Ｘ４ Ｘ３ Ｘ２ Ｘ１

Ｙ３

Ｙ２ Ｙ３

r=3,300壁:下地モルタル 寒冷紗 VP
【塗替】

壁:下地PB 寒冷紗 VP
【塗替】

竪格子 30×45
@60 ﾗﾜﾝ OSCL

網入りｶﾞﾗｽ FIX

1,100φ ﾇﾘ廻し

枠 164×30 集成材 OSCLプラスチック目地【塗替】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【塗替】

巾木：ラワン　OSV H=100【塗替】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【塗替】

壁:下地PB 寒冷紗 VP
【塗替】

巾木：ラワン　OSV H=100【塗替】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【塗替】

柱:モルタル下地　寒冷紗貼り　VP
【塗替】

手摺壁　モルタル下地　
寒冷紗貼り　VP【塗替】

巾木：ラワン　OSV H=100【塗替】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【塗替】

壁:下地PB 寒冷紗 VP
【塗替】

巾木：ラワン　OSV H=100【塗替】

天井：プラスタ－ボードt=9寒冷紗貼り VP
【塗替】

壁:下地PB 寒冷紗 VP
【塗替】手摺:集成材φ100(ﾗﾜﾝ)鉄筋25φOP

【既存のまま】
ﾗﾜﾝ 250×50 OS【既存のまま】V

ルーバー：ケイ酸カルシウム板ｔ＝４＠１５０【撤去】
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本館棟　2階廊下・展開図　改修前
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凡例

エポキシ樹脂低圧注入工法

長さ改修仕様

ひび割れ
（0.2～1.0ｍｍ未満）

約3.0ｍ
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r=3,300

プラスチック目地【既存のまま】

竪格子 30×45
@60 ﾗﾜﾝ OSCL

網入りｶﾞﾗｽ FIX

1,100φ ﾇﾘ廻し

手摺:集成材φ100(ﾗﾜﾝ)鉄筋25φOP
【既存のまま】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

巾木：ＥＰ－Ｇ塗装【新設】
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巾木：ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

巾木：ＥＰ－Ｇ塗装【新設】

壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

手摺壁：下地調整＋EP－G塗装【新設】

柱:下地調整＋EP－G塗装【新設】

天井：下地調整＋EP－G塗装【新設】

枠 164×30 集成材 OSCL

ﾗﾜﾝ 250×50 OSV【既存のまま】

ルーバー：取付下地＋アルミルーバー（木目調シート）１５０×２０　＠２００【新設】
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本館棟　建具表（３）　改修前 ５９
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千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号 富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

スカイライト吹抜け廻り詳細図　改修前

Ｓ＝１／２０・１/１０（Ａ１）

スカイライト吹抜け廻り詳細図　改修前 S=1:20

S=1:20

スカイライト吹抜け廻り詳細図　

800

ルーバー平面詳細図

ａ部詳細図 Ａ－Ａ断面詳細図

S=1:10

S=1:10 S=1:10

本館棟　各部詳細図（1)

コンクリ－ト押え【既存のまま】

野地板t=12【既存のまま】

垂木45×45@450【既存のまま】

母屋90×45@900【既存のまま】

押え金物【新設】

　シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

アスファルトルーフィング敷【既存のまま】

屋根立上り部：アスファルトルーフィング敷
＋シングル葺の上、ポリマーセメント系塗膜防水【既存のまま】

屋根立上り部：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

2024.12.26  

ヨウ素ランプ×2【既存のまま】

Ｌ－６５×６５×８　ＯＰ【既存のまま】

天井：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】

Ｈ形鋼１００×１００×６×８ＯＰ【既存のまま】

防露壁：ロックウールｔ＝２５＋
寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５
下地ＶＰ【既存のまま】

ヨウ素ランプ×2【既存のまま】

天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】
天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】

Ｌ－６５×６５×８　ＯＰ【既存のまま】

木製枠：ラワンｔ＝３０ＶＰ【既存のまま】

壁：ＧＢ－Ｒｔ＝９
下地ＶＰ【既存のまま】

壁：ＧＢ－Ｒｔ＝９
下地ＶＰ【既存のまま】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

木製枠：ラワンｔ＝３０寒冷紗貼ＶＰ【既存のまま】

天井：寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５下地ＶＰ【既存のまま】
木製枠：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】

木製枠：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】ルーバー：ケイ酸カルシウム板ｔ＝４＠１５０【撤去】

Ｈ形鋼１００×１００×６×８ＯＰ【既存のまま】

防露壁：ロックウールｔ＝２５＋
寒冷紗貼ＧＢ－Ｒｔ＝９．５
下地ＶＰ【既存のまま】

壁：ＧＢ－Ｒｔ＝９．５
下地ＶＰ【既存のまま】アングルピース５０×５０【新設】

木製枠：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】
木製枠：下地調整＋

ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】

壁：ＧＢ－Ｒｔ＝９．５
下地ＶＰ【既存のまま】

木製枠：下地調整＋ＥＰ－Ｇ塗装【塗替え】

アングルピース５０×５０【新設】

St.M4-L30 タッピングビス【新設】

St.M4-L13 ドリルビス【新設】

St.M4-L13 ドリルビス【新設】

St.M4-L30 タッピングビス
【新設】

St.M4-L30 タッピングビス
【新設】

St.M4-L13 ドリルビス【新設】

アングルピース５０×５０【新設】

St.M4-L30 タッピングビス【新設】

排煙用ダンパ－【既存のまま】

水切り金物【既存のまま】

スカイライト：透明網入りガラスｔ＝６．８
【既存のまま】

排煙用ダンパ－【既存のまま】

水切り金物【既存のまま】

水切金物（水上側）【既存のまま】

水切金物（水上側）【既存のまま】

屋根：高圧洗浄の上トップコート【塗替】

ルーバー：インターライン木目
１５０×２０＠２００【新設】

ルーバー：インターライン木目
１５０×２０＠２００【新設】

ルーバー：インターライン木目
１５０×２０＠２００【新設】

ルーバー：インターライン木目
１５０×２０＠２００【新設】

水切金物（水下側）【既存のまま】

水切金物（水下側）【既存のまま】
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千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号
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千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号 富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

100角半磁器ﾀｲﾙ

【撤去】

ライニング:100角半磁器タイル貼り【撤去】
コンクリ－トブロックt=100共

24角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
[既存のまま]

10
0

巾木:24角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ
【撤去】

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4
目透し貼　VP ｽﾃｯﾌﾟﾙ 【撤去】[軽鉄残し]

壁:100角半磁器タイル貼り[既存のまま]

Y3

40
0

ﾀｲﾙ一枚分【撤去】

ライニング:100角半磁器タイル貼り【撤去】

Y3

撤去範囲

【撤去】隔板:ﾃﾗｿﾞ-ﾌﾞﾛｯｸ t=40

Ｓ＝１／３０（Ａ１）

Y3

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板 t=3[新設]

壁:LGS下地(W65)＋耐水合板 t=12+12

PS

ﾀｲﾙ一枚分[新設]
H=1,400まで

H=1,400

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭｽｸﾘ-ﾝ t=40[新設]

Y3

巾木:ビニルタイルH=100
[新設]

壁:LGS(W65)下地+耐水合板t=12+12
+ﾒﾗﾐﾝ化粧合板t=3[新設]

10
0

天井:ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞt=4
目透し貼　EP-G塗装[新設]
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▽GL

▽GL+4,500

Ｘ７

30
30

100
45 45 45 45

25

75
80

アルミ防風スクリ－ン[新設]

下地調整の上、外装薄塗材Ｓｉ【新設】

アルミ防風スクリ－ン【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

通用口

防風スクリ－ン正面図

外壁:コンクリ－ト打放しの上

通用口

コンクリ－ト打放しの上

50 50

25

15

120

15
0

1,
15

0

37

10
0

10
0

25
12

60

▽GL

▽GL+4,500

Ｘ７

軒裏:コンクリ－ト打放しの上リシン吹付【既存のまま】

外壁:コンクリ－ト打放しの上リシン吹付【既存のまま】

リシン吹付【既存のまま】

リシン吹付【既存のまま】

１階通用口前　改修後 S=1:30

S=1:30

下地調整の上、可とう形改修塗材ＣＥ（フッ素）【新設】

 廻縁 目透かし

引違いアルミサッシ窓 網戸付【既存のまま】 引違い障子戸【既存のまま】

 地板　合板ネリツケ t=30【既存のまま】

床 タタミ敷　スタイロホ－ム下地【既存のまま】

天井 合板t=6目透かし貼【既存のまま】

 OSCL【既存のまま】

框 ナラ90×90【既存のまま】

床　PSレンガ貼り【既存のまま】

 廻縁 目透かし

引違いアルミサッシ窓 網戸付【既存のまま】 引違い障子戸【既存のまま】

 地板　合板ネリツケ t=30【既存のまま】

床 タタミ敷　スタイロホ－ム下地【既存のまま】

天井 合板t=6目透かし貼【既存のまま】

 OSCL【既存のまま】

框 ナラ90×90【既存のまま】

床　PSレンガ貼り【既存のまま】

通用口鋼製扉　
【既存のまま】　

通用口鋼製扉　
【既存のまま】　

１階通用口　防風スクリーン　詳細図　

１階通用口前　改修前 S=1:30

本館棟　各部詳細図（2)

Ｓ＝１０（Ａ１）１階　男子便所　隔板詳細図　 １階　男子便所　ライニング部詳細図　 Ｓ＝１／２０（Ａ１）

S=1:20１階男子便所・隔板詳細図　改修前 S=1:10１階男子便所・隔板詳細図　改修後 S=1:201階男子小便器バック詳細図　改修前 1階男子小便器バック詳細図　改修後S=1:10

ポリカーボネート板t=6.0[新設]

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt=13.0の上

長尺塩ビシ－トt=2.0

(防汚防滑)[新設]

2024.12.26  
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100100
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アンカ－ボックス

B

B

A

30
15
0
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0

1,
80

0

GHP基礎 t=200

落しφ16

10
0

▽GL±0

D10タテヨコ@200

30

50

100 100

B

B

250角×570H

1,
97

0
30

2,
00

0

30
0

▽GL+150
▽GL±0

2-長孔14×29.5

ベースプレート
2-150x65x6 

主柱 □50x30x1.6

他穿孔めねじアンカーM10

丸頭角根ボルト
2-M8×75(1W.1SW.1N)

12

6

▽GL±0

床　PSレンガ貼り
(コンクリ－ト下地)

200角×400H

【撤去】

200角×400H

【撤去】
床　PSレンガ貼り

(コンクリ－ト下地)

壁取合部アンカ－止め

(シ－リング材充填)

□-50×50×2.3

柱:L-50×50×4

柱:L-50×50×4

柱:L-50×50×4

ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ:150×150×6

アングル枠菱形ネットフェンスH=2,000

【撤去】

A A

【撤去】【撤去】

【撤去】

ﾍﾞ-ｽﾌﾟﾚ-ﾄ:150×150×6

【撤去】
ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ1－M10(ﾓﾙﾀﾙt=30被せ)ｱﾝｶ-ﾎﾞﾙﾄ1－M10(ﾓﾙﾀﾙt=30被せ)

【撤去】

(シ－リング材充填)

【撤去】

壁取合部アンカ－止め
□-50×50×2.3

柱:L-50×50×4

【撤去】

【撤去】
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ベースプレート 2-150x65x6 

メッシュ

119x50x3.6

ベースプレート 2-150x65x6 

メッシュ

119x50x3.6

N
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千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号 富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

発電機置場平面図　改修前 S=1:30

S=1:30発電機置場平面図　改修後

他穿孔めねじアンカー4-M10【新設】

メッシュフェンスH=2,000【新設】

発電機【撤去】
（電気工事）

発電機【新設】
（電気工事）

▽GL+150

▽GL+150

ｺﾝｸﾘ-ﾄ上柱脚詳細図

A-A立面図 B-B立面図

S=1:5

S=1:30 S=1:30

縦枠 □-40x40x1.6【新設】

門柱 □-50x50x2.3【新設】

（樹脂塗装）

【新設】

施錠装置
【新設】

主柱 □50x30x1.6
　　　　【新設】

横枠 □-31x31x1.6

【新設】

戸当り【新設】

他穿孔めねじアンカー4-M10
【新設】

（樹脂塗装）

【新設】
主柱 □50x30x1.6

【新設】

GHP置場平面図 S=1:30

A-A立面図 S=1:30 B-B立面図 S=1:30

ワイヤメッシュフェンスH=1,800【新設】

200×200×350H
【新設】

【新設】

舟形落し受付【新設】

φ50.8×1.6【新設】

φ60.5×3.2【新設】

φ50.8×2.3【新設】

200×200×350H【新設】

両面スライド施錠φ16【新設】

φ50.8×2.3【新設】

丁番【新設】

両面スライド施錠φ16【新設】
ワイヤメッシュ【新設】

φ50.8×2.3【新設】

200×200×350H
【新設】

D10タテヨコ@200【新設】

N

発電機　フェンス詳細図　 Ｓ＝１／５・１/３０（Ａ１） GHP　設備基礎・フェンス詳細図　

ワイヤメッシュ【新設】

※コンクリ－ト強度

Fc:21N/mm2

スランプ:15cm

Ｓ＝１/３０（Ａ１）

2024.12.26  

本館棟　各部詳細図（3)

250角×570H【新設】
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一級建築士事務所
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株式会社
A3:　－

A1:　－

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号 富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

Ｓ＝１/３０（Ａ１）キュービクル　設備基礎・フェンス詳細図　

※コンクリ－ト強度

Fc:21N/mm2

スランプ:15cm

A-A立面図 C-C立面図

キュ－ビクル基礎平面図

D-D立面図

S=1:30 S=1:30

S=1:30

S=1:30

20
0

30
0

20
0

50
0

500 1,200 500

2,200

▽GL±0

15
0

50

D13ダブルクロス@150【新設】

4-D16【新設】

STIR D13 @150【新設】

4-D16【新設】

金網【新設】(設備工事)

Y-Y断面図 S=1:30

（電気工事）
キュ－ビクル【新設】

B-B立面図 S=1:30

φ50.8×2.3

落しφ16

舟形落し受付

20
0

425 1,975 2,000 1,800 2,000 2,000 2,000 400

30
0

30
0

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3φ50.8×2.3
φ60.5×3.260

0
10
0

φ50.8×2.3200
×200

φ60.5×3.2

φ60.5×3.2

φ60.5×3.2
φ50.8×2.3

両面スライド施錠φ16

丁番 【新設】

【新設】

【新設】

【新設】 【新設】
【新設】

【新設】

【新設】
【新設】

【新設】 【新設】

φ50.8×1.6

ワイヤメッシュ【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

ワイヤメッシュ【新設】
ワイヤメッシュ【新設】
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消火器 ABC 10型

キュ－ビクル
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Y

Y

屋外防水箱共(設備工事)
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N

正面

▽GL±0

2,000 800 1,000

φ60.5×3.2

φ50.8×1.6

戸当り付両面回転施錠

ワイヤメッシュ

丁番

φ50.8×2.3

30
0

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】φ50.8×2.3

【新設】

ワイヤメッシュ

【新設】

300

35
0

60
0

10
0

45
0

1,
77
0

1,
80
0

30

200 10
0

【新設】
【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

ワイヤメッシュフェンスH=1800

2024.12.26  

本館棟　各部詳細図（4) ６３
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N

A1:1/200

A3:1/400

■凡例

植栽撤去部分を示す

Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１Ｘ０

敷地境界線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

物　置

駐車場

藤棚
テーブル
ベンチ

体育館

藤棚

本　館

ポンプ室

プレハブ
物置

発電機

駐車場

本館棟　外構図　改修前

伐採 切株撤去撤去（伐採・伐根）

本

本

本 カ所

本

本

本

5 1

2

1

1 1

低木

中木

高木

凡例

■樹木凡例詳細

高さ：H=30cm～1m未満

高さ：H=1m～2.5m未満

高さ：H=4.0m以上

低木・・・　

中木・・・　

高木・・・　

幹周り：15cm～25cm未満

幹周り：40cm～60cm以上

幹周り：15cm未満

剪定※1

※1・・・強剪定とする。

2024.12.26  

外灯

キュービクル基礎2100×2250×H200【撤去】

キュービクル【撤去】（設備工事）

電柱【既存のまま】
電柱【既存のまま】

植栽中木1本【撤去】

外灯

飼育小屋
メッシュフェンスＨ＝２０００【撤去】 植栽高木1本【撤去】

植栽低木1本【撤去】

飼育小屋

植栽高木1本【撤去】

植栽中木2本【撤去】

植栽中木2本【撤去】
植栽低木3本【撤去】

植栽中木1本【伐採のみ】

植栽低木1本【撤去】

植栽中木1本【剪定】

プレハブ物置【移設】

切株高木１本【撤去】

電柱【既存のまま】

電柱【既存のまま】植栽高木1本【剪定】

インジケーター
【撤去】（設備工事）

給油口【撤去】
（設備工事）

外灯【既存のまま】

消火器BOX
【既存のまま】

植栽中木2本【撤去】

植栽中木3本【撤去】
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A3:1/400富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

本館棟　外構図　改修後

N

発電機

藤棚

Ｘ８Ｘ７Ｘ６Ｘ５Ｘ４Ｘ３Ｘ２Ｘ１Ｘ０

物　置

本　館

駐車場

藤棚
テーブル
ベンチ

敷地境界線

敷地境界線

体育館

敷
地
境
界
線

ポンプ室

Ｙ０

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ３

Ｙ４

Ｙ５

プレハブ
物置

キュービクル

ＧＨＰ

２期工事

GM

G G

G
G

G

G
G

G
G

G

G

G

G

G

■凡例

G

高圧線＋ハンドホール（電気工事）

ガス管（機械設備工事）

給水管（機械設備工事）

掘削範囲（電気・機械設備工事）

駐車場
※駐車場整備範囲は、現場監督員と協議の上決定すること。

盛土（敷均し＋締固め）範囲を示す

駐車場２台
【新設】

砂利敷き範囲を示す（t=30）

2024.12.26  

外灯

電柱

設備基礎：Ｗ４１００×Ｄ１６００×Ｈ１５０（新設）
（２期工事）

飼育小屋

メッシュフェンスＨ＝２０００【新設】

外灯【既存のまま】

飼育小屋

外灯

電柱【既存のまま】

設備基礎：Ｗ５７５０×Ｄ１６００×Ｈ１５０
＋メッシュフェンス（新設）

キュービクル基礎：2600×500×500H×2箇所【新設】
　　　　　　　　　＋メッシュフェンス【新設】

プレハブ物置【移設】：W3300×D2700×H150

電柱【既存のまま】

駐車場２台（新設）：一部盛土（敷均し＋締固め含む）
　　　　　　　　5000×2500×H200

電柱【既存のまま】

消火器BOX
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離隔距離3m以上確保
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〈凡　例〉

改修建物範囲を示す

利用者動線

工事車両動線

職員動線

B型バリケード H=1800　設置範囲を示す

フラットパネル H=2000　設置範囲を示す

外部足場　Ｗ＝９００　※点線は軒下設置を示す

仮設足場設置障害物（詳細は注記を参照）

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

N

①
本館

交通誘導員

車両
・

資材置場

※藤棚付近の樹木は伐採・移植は行わず
　工事期間中も取扱いには注意する

植栽帯は必要に応じてカラーコーン
コーンバー等で通路確保を行う。

※芝生エリア
→車両・資材置場として利用可能

交通誘導員

アルミキャスターゲート
W=4500

職員は通用口から出入りを行うため
落下物養生を行う

高木２本　枝払い

造作物：トタン屋根庇
2500×1000〈敷地内移動〉　

屋根：ポリカ波板＋木下地
4200×1000〈撤去〉　

屋根：ポリカ波板＋木下地
6000×1800〈撤去〉　

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
4500×3600〈取外し・再取付〉

煙突周囲
屋根足場設置

軒下：
ブラケット足場設置

本館の風呂利用時は機械室横の
　裏口から出入りとする

落下物養生を行う

煙突周囲
屋根足場設置

軒下：
棚足場設置

19000×2000×H1800

小屋：トタン屋根材＋木組
1600×1500〈撤去〉
※単管、クランプは敷地内残置

造作物：トタン屋根材＋木下地
2000×1500〈撤去〉

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
2500×4000〈取外し・再取付〉

造作物（軒下）：単管組棚〈解体・復旧〉

扉付きバリケード
W=900×H=1800

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

道路

Ｕ字溝・SUSグレーチング

電柱

薪置場

敷地境界線

ゴミ焼却場

薪置場

炊事場

集水桝
600×600

第１ファイヤー場へ

キュービクル

フェンス

外灯
※支柱のみ

地流し

フェンス

木製遊具
6500×1100×H1000

擁壁

外灯

敷地境界線

掲揚ポール×2

植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

⑤
倉庫

百葉箱

藤棚
テーブル
ベンチ 外灯

⑥
炊事場

第２ファイヤー場

駐車場

③
渡り廊下

外灯

②
体育館

飼育小屋
1100×1150×H2200

インジケーター

給油口

敷地境界線

④
ポンプ室

職員用駐車場

電柱

電柱

　　　周知し、理解を得ること。

７．　現場内外に必要に応じて≪危険≫　≪注意≫　≪通行禁止≫等の標識を設置すること。

６．　工事出入口は工事関係者以外立ち入らないように措置をとること。

　　　移設が必要な場合は監督員と協議し、適切な場所を選定すること。

５．　資材置場等の設置に伴い既存建物に影響を及ぼすと考えられる場合は、十分に養生し、

４．　搬入出時に周辺の器物・道路を破損した場合は直ちに現状復旧すること。

３．　工事車両の走行は必ず徐行運転とし、安全を確保すると同時に騒音・振動を極力抑えること。

２．　工事車両の乗り入れはできる限りすくなくなるように入念な搬出入計画を立てること。

１．　工事現場の接道を通行止めとすることは原則として禁止すること。

１０．近隣への騒音・振動等の影響を極力少なくし、やむを得ず発生する工事がある場合は事前に

９．　植栽・工作物などが工事に支障をきたす場合は、監督員と協議の上適切な措置を施すこと。

８．　必要に応じてカラーコーン、コーンバーで通路確保、立ち入り禁止措置を行うこと。

【特記事項】

１１．近隣環境を考慮し、防音シート等を適切に配置すること。

１２．本工事は施設を運営しながらの工事であり、利用者・職員に対しての

１３．利用者・事務員の動線上に外部足場からの落下物の恐れのある部分（玄関）には、

　　　安全を確保しなければならない。

　　　１階天井レベルにて落下物養生を設けること。

※本仮設計画は参考図であり、実施にあたっては監督員・施設と協議の上立案すること。

１７．内部足場周囲は、床養生（合板9㎜＋ブルーシート）をすること

１４．壁・天井を塗装される各室・廊下の床は、床養生を行い施工する。

１５．枠組足場最上部に安全手摺設置のこと

１６．足場外周面は全面メッシュシート張りとし、

　　　外壁とのすき間には各層毎に隙間落下養生ネットを、３層毎に落下

　　　防止養生足場板を設置する

　令和７年８月上旬　～　令和７年９月下旬
　令和７年１１月上旬～　令和８年２月中旬

外灯

消火器BOX

監督職員事務所

2024.12.26  

６６本館棟　仮設計画図（外部）（ステップ－１）

工事車両・資材置場範囲を示す

交通誘導員（合計：１４７人）

■仮設計画（外部）（参考図）

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ敷板(ｽﾃｯﾌﾟ-1～3) W915 x H1,830 ３４２枚
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改修建物範囲を示す

利用者動線

工事車両動線

職員動線

B型バリケード H=1800　設置範囲を示す

フラットパネル H=2000　設置範囲を示す

外部足場　Ｗ＝９００　※点線は軒下設置を示す

仮設足場設置障害物（詳細は注記を参照）

〈凡　例〉
　令和７年１０月前半

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

設備配管工事に伴う掘削範囲　

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

道路

Ｕ字溝・SUSグレーチング

電柱

薪置場

敷地境界線

ゴミ焼却場

薪置場

炊事場

集水桝
600×600

第１ファイヤー場へ

キュービクル

フェンス

外灯
※支柱のみ

地流し

フェンス

木製遊具
6500×1100×H1000

擁壁

外灯

敷地境界線

掲揚ポール×2

植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

⑤
倉庫

N

百葉箱

藤棚
テーブル
ベンチ 外灯

⑥
炊事場

第２ファイヤー場

③
渡り廊下

外灯

②
体育館

④
ポンプ室

電柱

飼育小屋
1100×1150×H2200

電柱

交通誘導員

車両
・

資材置場

※藤棚付近の樹木は伐採・移植は行わず
　工事期間中も取扱いには注意する

植栽帯は必要に応じてカラーコーン
コーンバー等で通路確保を行う。

※芝生エリア
→車両・資材置場として利用可能

交通誘導員

アルミキャスターゲート
W=4500

高木２本　枝払い

造作物：トタン屋根庇
2500×1000〈敷地内移動〉　

小屋：トタン屋根材＋木組
1600×1500〈撤去〉
※単管、クランプは敷地内残置

造作物：トタン屋根材＋木下地
2000×1500〈撤去〉

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
2500×4000〈取外し・再取付〉

屋根：ポリカ波板＋木下地
4200×1000〈撤去〉　

屋根：ポリカ波板＋木下地
6000×1800〈撤去〉　

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
4500×3600〈取外し・再取付〉

造作物（軒下）：単管組棚〈解体・復旧〉

煙突周囲
屋根足場設置

軒下：
ブラケット足場設置

敷地境界線

本館の風呂利用時は機械室横の
　裏口から出入りとする

落下物養生を行う

※職員用駐車場としても利用する

外構工事期間中は
正面玄関から職員の
出入りを行うため
落下物養生を行う

軒下：
棚足場設置
19000×2000×H1800

煙突周囲
屋根足場設置

B型バリケード H=1800
※車両動線部分の掘削範囲に関して
　掘削の進捗に応じて仮囲い等の仮設は
　設置範囲の調整を適宜行う。

インジケーター

給油口

①
本館

駐車場

B型バリケード H=1800

B型バリケード H=1800

　　　周知し、理解を得ること。

７．　現場内外に必要に応じて≪危険≫　≪注意≫　≪通行禁止≫等の標識を設置すること。

６．　工事出入口は工事関係者以外立ち入らないように措置をとること。

　　　移設が必要な場合は監督員と協議し、適切な場所を選定すること。

５．　資材置場等の設置に伴い既存建物に影響を及ぼすと考えられる場合は、十分に養生し、

４．　搬入出時に周辺の器物・道路を破損した場合は直ちに現状復旧すること。

３．　工事車両の走行は必ず徐行運転とし、安全を確保すると同時に騒音・振動を極力抑えること。

２．　工事車両の乗り入れはできる限りすくなくなるように入念な搬出入計画を立てること。

１．　工事現場の接道を通行止めとすることは原則として禁止すること。

１０．近隣への騒音・振動等の影響を極力少なくし、やむを得ず発生する工事がある場合は事前に

９．　植栽・工作物などが工事に支障をきたす場合は、監督員と協議の上適切な措置を施すこと。

８．　必要に応じてカラーコーン、コーンバーで通路確保、立ち入り禁止措置を行うこと。

【特記事項】

１１．近隣環境を考慮し、防音シート等を適切に配置すること。

１２．本工事は施設を運営しながらの工事であり、利用者・職員に対しての

１３．利用者・事務員の動線上に外部足場からの落下物の恐れのある部分（玄関）には、

　　　安全を確保しなければならない。

　　　１階天井レベルにて落下物養生を設けること。

※本仮設計画は参考図であり、実施にあたっては監督員・施設と協議の上立案すること。

１７．内部足場周囲は、床養生（合板9㎜＋ブルーシート）をすること

１４．壁・天井を塗装される各室・廊下の床は、床養生を行い施工する。

１５．枠組足場最上部に安全手摺設置のこと

１６．足場外周面は全面メッシュシート張りとし、

　　　外壁とのすき間には各層毎に隙間落下養生ネットを、３層毎に落下

　　　防止養生足場板を設置する

職員用駐車場
消火器BOX

外灯

監督職員事務所

2024.12.26  

本館棟　仮設計画図（外部）（ステップ－２） ６７

扉付きバリケード
W=900×H=1800

交通誘導員（合計：１４７人）

工事車両・資材置場範囲を示す

■仮設計画（外部）（参考図）

　→地中埋設配管工事期間含む
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設計事務所
ＳＥＡＬ

ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
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株式会社

千葉事務所　千葉県船橋市二宮２－１３－２ 

一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号

　　　　　　　　　　　　　　　鳥村　司

千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
ＲＥＭＡＲＫＳ A1:1/300

A3:1/600

改修建物範囲を示す

利用者動線

工事車両動線

職員動線

B型バリケード H=1800　設置範囲を示す

フラットパネル H=2000　設置範囲を示す

外部足場　Ｗ＝９００　※点線は軒下設置を示す

仮設足場設置障害物（詳細は注記を参照）

〈凡　例〉

設備配管工事に伴う掘削範囲　W＝１２００

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

敷地境界線

敷地境界線

敷地境界線

道路

Ｕ字溝・SUSグレーチング

電柱

薪置場

敷地境界線

ゴミ焼却場

薪置場

炊事場

集水桝
600×600

第１ファイヤー場へ

キュービクル

フェンス

外灯
※支柱のみ

地流し

フェンス

木製遊具
6500×1100×H1000

擁壁

外灯

敷地境界線

掲揚ポール×2

植栽

植栽

植栽

植栽

植栽

⑤
倉庫

N

百葉箱

藤棚
テーブル
ベンチ 外灯

⑥
炊事場

第２ファイヤー場

③
渡り廊下

外灯

④
ポンプ室

電柱

飼育小屋
1100×1150×H2200

インジケーター

給油口

電柱

交通誘導員

車両
・

資材置場

※藤棚付近の樹木は伐採・移植は行わず
　工事期間中も取扱いには注意する

植栽帯は必要に応じてカラーコーン
コーンバー等で通路確保を行う。

※芝生エリア
→車両・資材置場として利用可能

交通誘導員

アルミキャスターゲート
W=4500

高木２本　枝払い

造作物：トタン屋根庇
2500×1000〈敷地内移動〉　

小屋：トタン屋根材＋木組
1600×1500〈撤去〉
※単管、クランプは敷地内残置

造作物：トタン屋根材＋木下地
2000×1500〈撤去〉

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
2500×4000〈取外し・再取付〉

屋根：ポリカ波板＋木下地
4200×1000〈撤去〉　

屋根：ポリカ波板＋木下地
6000×1800〈撤去〉　

屋根：カラ－鋼板ルーフデッキ
4500×3600〈取外し・再取付〉

造作物（軒下）：単管組棚〈解体・復旧〉

煙突周囲
屋根足場設置

軒下：
ブラケット足場設置

敷地境界線

本館の風呂利用時は機械室横の
　裏口から出入りとする

落下物養生を行う

※職員用駐車場としても利用する

外構工事期間中は
正面玄関から職員の
出入りを行うため
落下物養生を行う

煙突周囲
屋根足場設置

軒下：
棚足場設置
19000×2000×H1800

B型バリケード H=1800
※車両動線部分の掘削範囲に関して
　掘削の進捗に応じて仮囲い等の仮設は
　設置範囲の調整を適宜行う。

①
本館②

体育館

駐車場

扉付きバリケード
W=900×H=1800

B型バリケード H=1800

B型バリケード H=1800

　　　周知し、理解を得ること。

７．　現場内外に必要に応じて≪危険≫　≪注意≫　≪通行禁止≫等の標識を設置すること。

６．　工事出入口は工事関係者以外立ち入らないように措置をとること。

　　　移設が必要な場合は監督員と協議し、適切な場所を選定すること。

５．　資材置場等の設置に伴い既存建物に影響を及ぼすと考えられる場合は、十分に養生し、

４．　搬入出時に周辺の器物・道路を破損した場合は直ちに現状復旧すること。

３．　工事車両の走行は必ず徐行運転とし、安全を確保すると同時に騒音・振動を極力抑えること。

２．　工事車両の乗り入れはできる限りすくなくなるように入念な搬出入計画を立てること。

１．　工事現場の接道を通行止めとすることは原則として禁止すること。

１０．近隣への騒音・振動等の影響を極力少なくし、やむを得ず発生する工事がある場合は事前に

９．　植栽・工作物などが工事に支障をきたす場合は、監督員と協議の上適切な措置を施すこと。

８．　必要に応じてカラーコーン、コーンバーで通路確保、立ち入り禁止措置を行うこと。

【特記事項】

１１．近隣環境を考慮し、防音シート等を適切に配置すること。

１２．本工事は施設を運営しながらの工事であり、利用者・職員に対しての

１３．利用者・事務員の動線上に外部足場からの落下物の恐れのある部分（玄関）には、

　　　安全を確保しなければならない。

　　　１階天井レベルにて落下物養生を設けること。

※本仮設計画は参考図であり、実施にあたっては監督員・施設と協議の上立案すること。

１７．内部足場周囲は、床養生（合板9㎜＋ブルーシート）をすること

１４．壁・天井を塗装される各室・廊下の床は、床養生を行い施工する。

１５．枠組足場最上部に安全手摺設置のこと

１６．足場外周面は全面メッシュシート張りとし、

　　　外壁とのすき間には各層毎に隙間落下養生ネットを、３層毎に落下

　　　防止養生足場板を設置する

消火器BOX

外灯

職員用駐車場

交通誘導員（合計：２１３人）

監督職員事務所

2024.12.26  

６８本館棟　仮設計画図（外部）（ステップ－３）

　→地中埋設配管工事期間含む

■仮設計画（外部）（参考図）　

工事車両・資材置場範囲を示す

　令和７年１０月後半
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設計事務所
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ＳＨＩＮ

一級建築士事務所
ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ Ａ
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一級建築士（大臣）登録　第２５３５８９号
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千葉県知事登録　第１－２４０６－７２１０号
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１階平面図

A1:1/100

A3:1/200
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Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

N

和室
(6帖)

ＰＳＰＳ

ＰＳ
厨房

階段A

倉庫(1)

ＰＳ

廊下B

廊下A

玄関

DK

通用口
洗濯場

男子便所

女子便所
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和室
(4.5帖)
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湯沸室

リネン室

事務室

ＵＰ

ＵＰ

物入

洗濯室兼便所

館長室

ＵＰ

9,
00

0

食堂
(増築部分)

研修室

倉庫(3)

食品庫

食堂

テラス

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

利用者出入口

工事関係者出入口

更衣室

機械室

裏玄関

階段B

枠組棚足場の範囲を示す。

床養生シート範囲を示す。

改修範囲を示す。

仮設間仕切り位置を示す。

カラーコーン、コーンバー位置を示す。

利用者動線を示す。

※工期：令和７年９月２０日～令和８年１月１５日を予定

※改修工事を行う部屋及び床の養生シートを行う部屋については、床清掃を行うこと。

職員出入口
（駐車場利用不可となる外構工事時）
（令和７年１０月中）

職員出入口
　（外構工事時は工事関係者出入口として利用）
　（令和７年１０月中）

玄関ホール

談話ホール

上部吹抜

備品移動先

2024.12.26  

枠組棚足場
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H＝3400
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６９本館棟　仮設計画図（内部１階）

■仮設計画（内部１階）（参考図）

※本仮設計画は参考図であり、実施にあたっては監督員・施設と協議の上立案すること。
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N

Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ１

Ｙ２

Ｙ０

(屋根裏)

収納

宿泊室B

宿泊室C

屋根

女子便所

女子洗面所

PS

男子便所

踏込 踏込

洗濯場

掃除具入

廊下

屋根

宿泊室D宿泊室E 宿泊室A

屋根裏
収納

ＵＰ

水勾配 水勾配

男子洗面所

(階段A)

談話コ－ナ－

屋根

脱衣室A(女)脱衣室B(男)

浴室B(男) 浴室A(女)

宿泊室F

バルコニー

バルコニー バルコニーバルコニー

勾配　４／１０

勾配　３．５／１０

勾配　４／１０

富士吉田青年の家本館棟長寿命化改修工事（建築工事）

Ｙ４

Ｙ５

Ｙ６

Ｙ３

階段B

吹抜

※工期：令和７年９月２０日～令和８年１月１５日を予定

※改修工事を行う部屋及び床の養生シートを行う部屋については、床清掃を行うこと。

備品移動先

備品移動先

枠組棚足場の範囲を示す。

改修範囲を示す。

仮設間仕切り位置を示す。

カラーコーン、コーンバー位置を示す。

利用者動線を示す。

床養生シート範囲を示す。

床・壁隔離養生範囲を示す。
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本館棟　仮設計画図（内部２階） ７０

■仮設計画（内部２階）（参考図）

※本仮設計画は参考図であり、実施にあたっては監督員・施設と協議の上立案すること。


